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京 都 支 社 京 都 市 下京区中堂寺粟田町1s075(312)3961 

奈 良 支 社 奈 良 市 学 園 北 2 - 4  - 1  H0742(44)1111 

和 歌 山 支 社 和 歌 山 市 本 町 1 - 5  n0734(30 2481 

姫 路 支 社 姫 路 市 神 屋 町 4 - 8  s0792(85)2221 

東 婦 支 社 加 古 川 市 加 古 川 町 粟津29-1s0794(21 )1801 

豊 岡 支 社 豊 岡 市 三 緩 町 6 - 5  7H0796(23)2221 

湖 南 支 社 草 津 市 追 分 町 字 荒 編680-1 H0775(62)5311 

彦 根 支 社 彦 積 市 大 東 町 12  - 11 H0749(22)3131 

( よーし、わが家も考えてみようと思ったら、)

lカス温本床曙扉に関する貰料請求・お問合せ1:. お近くの大臣ガス 畠支社まで!

大臨エネルギー宮聾都 大 阪 市 西 区 千 代 崎3-2- 95H 06(582)0471 

南 部 支 社 堺 市 住 吉 橋 町 2- 2  -1 9H0722(38)1131 

北 部 支 社 高 線 市 藤 の 里 町 39- 6H0726(700361 

阪 神 支 社 西 宮 市 和 上 町 4 - 1  1  H0798(26l31 01 

東 都 支 社 東 大 阪 市 稲 葉 2・3- 1  7H0729(62)1131 

神 戸 支 社 神 戸 市 中 央 区東川崎町ト8-2H078(360l3024 



4 ハイタッチリサーチパーク見学会

日 時 1991年 5 月 9 日 ( 本 ) 13 :  00 - 17 :  00 

見 学 先 .wノ炉、ゥス総合1主主研究所 / 設 計 I1 往 設 計

' J E U G I A / 設計 : 山松れ1
1処 築 設 計 事 務 所

. Y O S H I C H U  情 報 セ ン ター / 設 ，lI- : 竹 中工 務 問

. K Y O T O ・K A G A K U開 発 セ ンター

/ 設計 : 岸初日1¥挫 築 11改，jl- Ｇｉｾ 務所

・第一 紙 行 ラ イ フ デ ザ イ ン 研 究 所/ 設 計 : 竹中工務 l;tt

. フ ジ ヤ H Rセ ンター/ 設 計 : 平 野 引 討 計 画 工 房

- 二条 ) L八 セ レ モ ニ ー 研 究 所/ 設 計 : 竹 [1' 工 務 j市

. クロイハイタ y チ 研 究 所

/ 設 計 : K U S 建 築 設 計 '1' ;務 所 ・竹 '1' 工 務1，!i

.  ｾ ，Ｇ ［ｽ［ｦ 閑 ｃ ｈ ａ 研究センターＯ設計Ｎ竹 ＧＱ Ｇ 工 務ｾ

・ワタブンホーム ・ファニシング研 究 所/ 設 計 ・ 竹 中 工 務 m

講 師 小 牧 明 彦 / 竹 中 工 務m学 研 都 市 フ。ロ ジェク ト推進室 長

j rj  r  )1頂 / 日 建 設 計 設 計 主 竹

小 林 康 夫/ 竹中工務前設計百11

集 合 場 所 現 地 T OU C H . 1 セ ンター

京 都 府 相 楽 郡 木 市l町gt:f i 6  - 6  - 1  

v  

本 近鉄京都線 「 高の ｉｾＨ 駅 ｊ ｯｲ 111 川川駅 J

よリ lA少約 15分

* i止$'A1iモH料t
ri、井憧

!，jlj 却し

よりタ 7 シ てず. )15分

( 約2. 000fL1)

定 員 50人

参 加 費 会_i : O， 500円 、一 般2，000PI

( 合 、 消 費 税 )

* 勺 11 、受付にていたたきます

日 本 建 築 協 会 会 告

申 込 方 法 ハガキ、 F A X 、'， lt 訴で 4 }  122 日 ( 月) までに( 社) 日

イ三位築協会' j ' ; ; 実認へお IIJ 込 み く だ さ い 。 fWし名 ( ハ イ タ

ッチ リサーチノ、ークよ，!:'t 会 ) 、 氏 名 会 以 ・一 般 の別 、 勤

務先、参加託送付先、 1正話番号をお知らせ腕lい ます。

( 社 ) ＱＱ 本位築協会・ ｉｾＩ 伝来

干 530 大 阪 市 北 区 柳 田 1 - 1  - 3  - 2100 

F A X  348一0634 T  E  L  348 - 0633 

本参JJII ，j[を 4 1123 日 ( 火 に発品します

*  IIJ 込品多数的場合は抽選で参加計を決定します
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: r< 場 ( 社 ) 1 : : 1 本建築協会会 議 宅 ( 大 阪 駅 前 第 3 ピル21階)

定 員 30人

参 加 費 無 料

協 賛 ｾ ｴ 陶機器附

第 4 恒1 1991年 4 月24日体:) 18 :  ＳＰ ｾ ＲＰＺ＠ 00 

白石山修武「技術の万華鏡一石山修武の仕事」

第5 凶 1991 年 5 月22日嗣 18 :3ト 20 :00 第 6 回 ＱＹＹＱ 年 Ｖ 月 ＲＶ 日 嗣 ＱＸ Ｚ ＳＰ ｾ ＲＰＺＰＰ

口 出江 寛 「真 ・行・草ー神とエロスとデザイン」口相田武文「沈黙 ・遊戯 ・ゆらぎ」

現代の合理化された怨築生産の i削 Lにおいて、 t'll fl' t木の家シリ ー ズをはじめ、作品群にテ ー? をつ 現代建築の' 1 ' に伝統的な材料1性や! 岳1' ' 1: を l吹き込み、

伊 もれていく職人たちの「技j を追う 11: '1' ; と処築理 けて設計する氏の「沈: J ! ! ; j I遊 戯j I ゆらぎ」の ＱＱｾ＠ ｮ のデザイン作風をつく り ｮ ｾ す氏のぷ， ＱＱ イ乍法を

念: を語る 。 ( 35分 ) 1986 .6 . 11 点出i テー? をすJi介する 。 (' 12分 ) 1987. 9 .22講話i JRる。 (40分 ) 1988. 9. 6同障がI

・紹介作品川111豊町家( 1973) 、凹原町ン ョー ルーム ( 1973) 、 ・紹介作，H，:  r' E黙の家( 1972) 、P L ，' t! .;i !yjJ 稚闘 ( 1973) 、サイ ・紹介作品 九f色町家( 1977) 、逆瀬古町' 皐( 1982) 、松山 IlJ i

幻庵 ( 1975) ‘ 守! 風ほ ( 1981) 、伊豆のi長八美術館( 1985) 、|制 コロのio姐による家( 1973) 、情木の家 2 、3 、4. 5.  S 氏 ( 1988) .  ' t "l lJ i (  1987 }、ホテル ーリパティ ( 1986) 、第二同

何者の家( 1986) 等 自'1邸 ( 1984 ) 、内閣 -，y;無 1，(1.":;:: ( 1987 ) ‘ 梶原l郎 ( 1987) . 風1111 立劇場コノ ベ( Ｑ ＹＸＶ Ｉ 、 ｊ ，ｾ特兄弟団内向教会 Ｈ 1982 )  

口早川邦彦「風景 としての建築J

色彩 を子 Ｐ ｾｾ 作 ｊ に使 ってよ り明快な機能 と 立 ｬ 床 ＧＱＧＱ こを

あたえながら、人 ｬＺ ｬｊにと っての 、 ｊｩｦｬ ｕ［ ｴ としてのｾ

築を 3ft る。 ( 45分) 1986. 7 .8議泌

- 紹介作品 。，tJ ，'iill の家( 1981) 、日白 f; の家( 1982 ) 、成峻

パス f } ，ilj の家 ( 1982) 、成城 ・交差点的家( 1983) 、アトリウ

ム( 1985)  

llJ i (  ! 98i )  

口鈴木エドワード I FULL ME T AL  J ACKETj  口木島安史「堂夢の世界J

切断、 f色裂、向1111、定 みなど、 不安定な要素を1 . ¥' 11止先端のテクト ロニクスによる作1)( 1イステムを駆

ち込むアナーキテクチュアな設計一手法について， i行 使して試みる ドーム処築の少など、 11止近の，辿築に

る。 ( 38分 ) 1988 .6. 16"，III j，( ついて諮る 。 ( 40分 ) 1989 . 1. 18 講師{

・紹介作品 . 松坂民デ〆、ートフ ァサー ドリ 7 レ "/ :/ ュ( 1980 )、 ・紹介 f1;: ，Hl : 1: 1 需川神社. 公民館( 1975) 、fR泉州本休館( 19 

M家レジデンス川 980) 、オ ークラピル( 1981 ) 、宇 IU川町交 82) 、第二1.1 、工劇場コ ンベ( 1986) 、湘 l荷台文化センターコ

搭( Ｑ ＹＸＵ Ｉ 、新 ＵＺｾｊｩＡｩ ｭ Ｈ 1985 ) 、オ ノワード代官山ピル( 1986 )  ンベ、先日備陣イベ ン トプラザ ＱＸＸｾ 泌ド ー ム Ｈ 1987)  

挫 築 と社会/ 1991 'F. 3  JJ サ 1  



一一一一日本建築協会会告

ＱＲｾｾＨＩ ｉＲ ｔ＠ ｉｾｌａｾＨＩ 淡路島一講演会と見学会・ Ｑ 泊 Ｒ 日の旅一

f R E S OR T  IS L A ND 淡路烏」 をテーマに講演会と見学会を開催します。

温暖な気候、すばらしいドl 然対鋭、忠まれた白然の幸を生かした、本物のリゾートホテル

が既にいくつか完成 してお り、 また盟かな伝統文化芸術 を背景ーに、 地域おこし . 11汀づく り

も活発に行われています。 さらにビ ッグ リゾートプロジェクトも津名 同際 リゾー トアイラ

ン ド・淡路島マ リーナシティの建設工事がいよいよスタートします。そして今、 明石海峡

大橋や関西国際空港など国家的プ ロジェ ク 卜が進む中、「淡路島 リゾー ト椛怨」が注 目され

ています。

講演会には、観光人類学の第一人者である石森秀三氏をお招きし、 「これからの リゾー トの

あ り方」をテーマに講演いただき、また 地域おこしのアイデアマ ンとしてもご活躍の岩坪

真弘住職に 「淡路島の地域おこしと リゾー ト」についてお話しいただ きます。

宿泊は、大1113門橋を一望し瀬戸 内海のタ nが美しい本格的リゾート 「ホテルアナガ 」にて

リゾート気分を満喫しながら 有意義で、楽しい一五IJ を過ごしていただけるよう企 Iilij しました

多数の方のご参加 をお待ちしています。

開催日 1991年 5 月24 日幽 25 日仕)

講 演 会 l . 石 森 秀 三 氏/ 悶立民族学博物館助教授・観光人娘学

テ- 7 . こ れ か ら の リゾ ー トの あ り方会場ホテルアナガ・ホー弘

" - 車種 船 陪 屋 回 史 料 館

2. 岩 坪 真 弘 氏/八1'1' '''-河 川・淡路21世紀協会理事 一一

テ ー マＺ淡 路 島の 地 域おこ し と リ ゾー ト 会場 ｊ ｾ 汐 ｴ Ｇｦ

見学先 ホテルアナ方、( 宿泊先) / 問淡IIIT

南淡路 ロイヤルホテル/ 南淡町

ホテルプラザ淡路/ 南淡町

ホテルマー レ (昼食先) / 西淡町鹿野松原

サ ン トピアマ リーナ、エ クシ ブ淡路島建設工莞

大 ｬ 鳴 門 橋記念館 ・ ｉｉ Ｎｉ ｾ 門 Ｑ ＱＱＱ ＱＱ Ｏ 南淡町

瓦の町づくり (説明 : Ili l.1 l附二氏) / 西淡町

廻船問屋住凹史料館、香りの公園 (説明 対1上普一人氏) / ーや;町

国際リゾー トアイラ ン ド・淡路島マリーナ ・シティ建設予定地 (説rYI ・'1' 馬博良氏) / 津名

県立淡路島公 l主I (1リIT i 大橋建設工事宅展望、日 仏モニ ュメン ト建設 F定地) / 淡路町

ダ ン ト ー 福 良工場 Ｈ μ 学 Ｋ 名 ｉ ｾ ｉ らく焼制作 ＩＯ 南淡 町

" ・ホテルマーレ

・瓦の町づくり

j自

通

員 40人

. 6.  

zョ

散

会員 35，000円、一般40 ，000円

(含、交通、宿泊/ 2斗4 事:

州 内 側宅希 望的2 0側 刊 を別途中し受け ます。

• 
県立淡路島公園

協 賛 ダ ン ト ｾＮｴ￯ 炎除 島リゾート開発 室 、 エクシプ淡 路 島作業所
鳴門

申

2  

t 軍主謀へお 申込みください。催し名 (R E S OR T ISL AND  

淡路島) 、氏名 、会員 ・一般の別、勤務先、参力l市IE ・参加11-r

入金方法送付先、電話番号をお知 らせ願います。

日本建築協会事業謀 干530 大阪市北区怖 1111- 1- 3  - 2100 

F AX06- 348- 0634 TEL 06- 348- 0633 

* 参}m.li E ・参加賀入金方法 を 4 Jl 26 日ωに発送 します。

参加賀は 5 川10日ωまでに (振込の場合1; 1: 必消) お納め耳!Ii います。

* 申込将多数の場合は州1;控で参加者 を決定します。

‘・



日本 建 築 協会 会 告 一 一 一 一

‘ 監事並びに本部所属評議員の当選

平 成 3 年 2 月26 H  Ａｾｾｈ Ｑｬｩの通常総会において、Ｇｩ￭ｩｩ 'J¥- l f Z びに本部所kJi，

評議員の選挙を執り行いましたところ、下記の j 了々が当選されました。

圭n回c

監事 ( 1名) 宗 j畢 修 民!W (丙絵建設)

牧 UJ 穎 治 lt (新 )1:剥1) 野田 耕三 4t (浜本建設 仁業)

本部所属評議 員 (20名) 松 丸 哲也Lt (位困難設)

)' i回 俊 彦 ，(t (大阪府建設監理協会) 荒 巻 恭1 : At (きんでん)

総社1 Ufg- 'It  (大林組) 岩橋 貞 ￟ｾｗ (八千代電設工業)

山形 政 昭 lt (大阪芸術大学) 高岸 宗 再lt (近畿工業)

伊 藤 俊夫 At (絵村剥l ) 1:: 1ヂド 日l 、At (須賀工業)

内 村 俊一 At (大11 本土木) 川瀬甲 子14W (扶桑管工業)

白石 紛二 'It (鴻池組) 福 谷 守 弘:n (M  IJ 工業社)

杉 山 悦 ー お (三11必設) 恩庄 二郎 1.t (大阪化工)

中川 公普f. : t t (欽主L¥建設) 永 原 義 夫 lt CE主主工業)

官 tt 久縦，t (安級建設)

寄 附 金 の受 領

このたぴ、本会理事若山 繁氏よりご寄附を頂戴いたし

ました 。

ここに誌して以〈御礼申し上げます。

日 本 建 築 協 会 企 画 図書 目 録

日本建築協会創立60周 年 配 念事皐

建築技術選書 発行学ぶ11¥) 制 t

‘ 「建築と社会」復刻版と発行に

つ い て ( 続 予 告 )

2 凡号で予告しました 「建築と社会」の復刻版の発行については、

諸準備を新々と進めておりますが、既に各方面からのお問い合わせ

が多数寄せられていますので、もう少し詳しい発行計阿をお知らせ

します。なお、 6 rJ 頃に P ，R 用のパ ンフレ ッ トが:J¥来ますので、ご入

用の向には、協会事務局へお申し越し下さい。

配 本 回 数 復 主1J 版)'.!i 数 内容 (年W i]' )
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日

貝原

2  6  - 10 T ， 8  ， 4  - T ， 9  ，12 

3  T ，10 ，1 - T ，1L12 

T ， 12 ， 1  - T  ， 13，12 

11- 16 

a

u

T

F

h

d

p

h

v

 

17- 22 

23- 27 T ，14 ，1 - T ，15，8  

T ，15， 9  - S ， 3  ，4  

S ， 3  ， 5  - S ， 4  ，12 

S ， 5 ，1  - S ， 6 ，8  

28- 32 

7  

8  

33- 37 

38- 42 

9  S ，6 ，9 - S ，8 ，4  43- 47 

48- 52 S ，8 ，5 - S ，9 ，10 10 

11 

12 

53- 57 S ，9 ，11- S ，10 ，12 

58- 62 S ，1 L  1 - S ，12， 6  

13  63- 72 S ，12， 7  - S ，13，12  

14  

15  

68- 72 S ，14， 1 - S ，15， 8  

73- 77 S ，15 ， 9  - S ，17，12 

S ，18 ，1 - S ，25，12 16 78- 82 

17  

計

83- 87 

87:{き

S ，26 ，1 - S ，30 ，12 

前にお申し込みl鋭います。

N O  書 籍 名 税 込 価 格

1  茶室の話( 岡田孝男持) ￥1，339-

8  建具の知識と意匠( 山片三郎内) ￥1，339-

9  エレベータ( 木村利雄拝) ￥1，339-

13 医院 ・診療所の計画と設計( 池田有隣 ・船越嘩由者) ￥1，339-

15 P C建築の話( 下伊豆隆三許) ￥1，236-

16 石垣と石積壁( 窪田 祐若) ￥1，339-

17 基礎と地盤の手ほどき( 中堀和秀許) ￥1，339-

20  タイルの話( 田中 弘-fr) ￥1，339-

24 鉄骨格造の話( 金多潔 ・甲津功夫 ・西津英和許) ￥1，339-

27 建築積算業務( 生島道春者) ￥1，442-

28 建築金物の知識( 立野一郎著) ￥1，339-

29 瓦の屋根構造( 佐藤滋朗若) ￥1，442-

32 建築塗装の手引き( 児島修二- l l ' ) ￥1，442-

33 建築式典の実際( 若林嘉津雄- f r ) ￥1，339-

38 住宅の照明( 大島博監修) ￥1，442-

選 書 特 装 版 発行 :学芸出版社

N O  書 籍 名 税 込 価 格

l  構造コストの経済設計( 須賀好富符)

2  建築設備の健康診断( 牧野 茂符)

3  新 ・建築と設備の接点( 宮脇 毅 ・南 部 武百)

4  外壁構法チェックリスト( 飯塚五郎蔵野)

5  建築デザインのための構造計画( 須賀好富苦)

6  場所打ち杭の設計と施工( 阪口 理 的

￥3 ，605-

￥3 ，914-

￥3 ，605-

￥3 ，399 

￥2，884-

￥3 ，296-

〈 プ ロ の ノ ウ ハ ウ 〉 シ リ ー ズ 発 行 持 出 版 社

N O  書 籍 名 税込価格

1  T QCから見た建設業( 荒木睦彦芹) ￥1，648 

2  躯体工事監理のチェックポイン卜 100 ( 須野好富許) ￥2，060-

3  パソコン会計術( 西部明郎再) ￥1，854-

4  建築の値打ちの高め方( 小林清周汗) ￥1，751-

5  空調設備のトラブル50 (建築設備トラブル研究会計 ￥2 ，060-

6  衛生設備のトラプル50 (建築設備トラブル研究会的 ￥2 ，060-

7  火災安全学入門( 岡田光正許) ￥1，700-

8  現場マンのアイデア発想( 合原一夫書) ￥1，854  

9  建築基準法の実際( 矢吹茂郎押) ￥1，854-

10 工務庖の税金対策100ポイント (建設税務研究会計 ￥1，854 

11 工業化住宅 ・考( 松村秀一許) ￥2，060-

12 鉄骨工事の現場学( 石田満喬符) ￥2，060-

13  建築紛争の実際( 岡本辰義的 ￥1，854-

14 仕上工事監理のチェックポイン卜( 監理業務研究会計 ￥2，060-

15 ゼロ 災 へ の 道 ( 表 一 郎 許 ) ￥1，648-

16  木造住宅のしくみ( 浅野平八 ・東 敏博若) ￥2 ，060-

17  コンクリート工事のチェックポイン卜 100 ( 加賀秀治的 ￥2，060-

18  インテリアコーデイネートの100ポイン卜 (町田ひろ子監惇) ￥1，648-

19 建築基準法を読みこなすコツ( 高木任之著) ￥2，060-

20 ニュー組積建築のすすめ( 福嶋孝之苦) ￥2 ，060-

日本建築協会事務)nj でお求めの場合、処築技術選舎と くプロのノウハ

ウ〉 シリーズが100円割引 き、選書特量産版が200円割引きでおのおの頒

布しておりますのでせいぜいご利用下さい。

3  



「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和46年~平成 3 年

「建築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を 二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ーマを選んで掲載してきた。売価は980円( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

*1立次サ

巻

号
1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

住宅- 60年

ー-

.  .  
*  

.  
ー-

.  
ー-

喧陣

“  昭和46年
代の総括と

者11市エネ/ レ

建築基準法

都 市 生 活 企画と設計

解 体 工 学 占Isrnと港湾

転換期! のニ 軟 弱 地 銀 変 貌 す る 第 18 101 n 然 と

(52集) 70 年宝代1  

ギと無公 :1';.

のプロセス と か時 ζｾ 建 築 生 産 青年技術者 レ ジ ャ ｾｭｊ
の 展

イじ ピ l レ
と み ど り ュー タウン

冬期オリ ン
.  .  咽陣 .  .  .  .  咽陣 司陣

北 陸 の

昭和47年 600号 インテリ ア 者11 市 交 通 量 産 住 宅 都 市 住 第 19 悶

(53集)

ピ y クと

記 念 サ

水 利 用 一 般 号

環プ境ロへー の

都 市 防 災

汗 i l'-J;主締:i ;{l- 新 ill 築
札 幌

デ ザ イ ン 問 題 の 設 備 Ｈ 半世，ｾ，学 Ｉ
ア チ

.  .  司院 司院
司惨 .  .  

‘・
咽院

昭和48年 泉北ニュー 大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住宅 建築 新用 途地域

仕 上 と材料

首¥ 20 1函l ヨー ロ > /守

建築教育 タウ ング〉コ
精 進 と 施 工 σ〉

(54集)
地ミュニテ 位ィ ノレデ ィング 施 設 ルディ ング コミュニテ ィ 家のす まい 制 と 環 境 ;Ij _年技術J号

まちづ「く り

.  .  
既成市街地

咽惨

建築生産と 日用プレハ
司陣

司院 調院

昭和49年 歴 史 的 t珂 日 σ〉
北伐ニ ュー ピノレのぞ;

屋根失防水工 m 21 1111 ビノレ防災に

(55集) 環 境 保 全

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地 流通機榊の

エネ/ レギ化

プ 住 宅 の み ど り
4Ji.の j汝例策

青年技術者 l測する 12f，'tどうなるか

務備の方策

タウン計画

変 符 構 造 放 置|
とその対

.  
ー-

PC 板 を .  
建築とプレ 生前担| 水

司降
事

判院

昭和50年

図 ｴ ｬ ｾ si点

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 者11市のj;{ 鋭

ストレスト 処理l 施 設

人1/ 11環 境 騒音対策と 第 22 1日| J . R令{j 二宅の

(56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設

と し て の

防 ff 材 料 i'fil
o
技術者 設 備

工業化住宅 コンクリ ー l の あ り 方

ター ミナ
j
レ

.  
ー-

.  
“  “  

.  .  司陣
司民 司院

設備からみ

昭和51年 証言' 76 建築基礎椛

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地繋1Nii

工場経Ａｾと 鉄十「構造の 集 住 体 の 結ｾ ｾＩ￮＠ J I:. 第 23 1口l

た 建 築 の

(57集)

建築デザイ

造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイ ン ト

ハ ー ドと

対熱策材 と
17年技術者ン の 動 向

ソ フ ト 断 料

問 題 点

.  兵 庫 県 そ - 日本建革協会 コンクリー 咽臥 .  
*  埋る権立地迭に問題1;けー

円 本 住 宅 唱院 建築におけ .  
昭和52年 デザインの

の風土と主I !

ω周年記企号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 ! 照明 E没 1lii 公 団 と

ミニ乱開発

る干? エネ/レ

第 24 1司

(58集)

動 向 部 分

- ニ ュ - '1 
理と行政指

法
大阪南港 と戸

かミ ニら在開I-j発ilij へ的
青年技術者

と 全 体
築- 建築界 ウンの 管理 導 の 方 向 屋浜を例と して 建 築 作 品 ギ ー 化

デ ザ イ ン .  
医療施設ー

ー-

.  組合方式に CAD ー
.  

-・
昭和53年

の 動 向 ー 病 院 建 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 サ

第 25 同

ピ ノレ 環. t; ' l

(59集)
新 旧 の コ

水

と ti'f 報
塗 装 材 料 建 築 耐 渓 設 計 i'J '年校術者

ントラスト シ ス テ ム 住 宅 号1- ｾｉｩｪ＠ ンピュー タ

ー-

咽陣

ホアノレ建築 .  .  
ー-

‘・
咽島 羽.  

昭和54年 転 換 期 の 大阪南港ポ

商業ｾ II-I J  

コンクリ ー ト

日 影 規 制 と w 輔i

五主村施設の 主主物の終j，J 庄 内 の 80 年イt の m 26 1111 主tt 設 業ーの

(60集) 再 開 発 ー トタウ ン のひびわれ 変 貌 強度の検討 まちづく り インテリ ア 青年技術者 労 務 事 情

ン ス テ ム

ＸＰ 勾 三 ｦ ｾ グコイ問Ｍ 13 

.  咽陣

ー- ー-

咽与 .  
‘  

司豚 .  .  
昭和55年

-・今ル建{ギ去築のー省の金趨エ物勢ネ
- 語安最井近円盤行控襲事集

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 者11市jif 鋭と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 . !II 27刷青年11桁針

設計新の耐ためrfi と孟Il 型E

- 謹聾設計
- 低限にた つ? ン

設の b法u  (61集) まちペプ〈りグコ

所作品
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメ ニティ 地設の設備 まちづ くり 吹付イ: 1: 上材

ノヨ;.. I¥U ( E '{; 
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住己目 rfj 聾備 公 !日1仕切壁の m 28 ful 
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の計設 画
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イナ ーのために

間関商における
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(62集)
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'81 
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材 の 知 識

めざして からの発泡! . utt 丘町 作品地
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した新世間的世鋼
限度と設備

羽h .  .  
ー肱

.  .  .  .  唱院

- 桂本にみるすま

.  咽院
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近 畿 の 都市景観 大阪 dil :r合 Tf とホ ーノレ 大 ス パ ン 昭 和 設 計 - 部29111] ，'j '  胤 J :_ - ｾ気
上也 と まちなみ美

いとまら ワ〈 リ
年4主体'r-Yi

(63集) ｾｉｭ の展開 ー とIJ Mn古11 地盤と地質 ( 第一JUI) 建 築 構 造 作 品 集
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海から の遠望

6  挫 築 と 社会/ 1991年 3 月号



アプローテ のラクウショウ町並木と玄関

e  

多目的グランドより望む

7  



建物の立地する l鳴尾浜地区は、西宮市の東南に位

置し、当初は工業物流センターとして昭和40年代

に埋立されたものであるが、現在では兵庫県立総

合体育館をはじめ大学の総合グラウンドなどスポ

ーツ施設も多数建設され、運動公図的な飽も加わ

ってきている 。

また周囲を海に図まれているため、海越しに六甲

連峰が眺望できるほか、 地 区の建築協定によ って

景観規制lがなされており、緑豊かな良好な環境が

形成されている 。

神戸 ・大阪からの交通の利便もよく 、現在工事中

の湾岸道路が完成すれば、将来さらにアプローチ

が容易となるであろう 。

薬業鳴尾浜スポーツ セ ンタ ーは、大阪薬業厚生年

金基金の福祉施設と して、昭和 59年にアウトドア

・スポーツ施設 ( 野球場 ・多目的グランド テニ

スコート ) がオープンしたが、今回新たに基金の

20周年事業として、インドア ・スポーツ施設 ( ア

リーナ ・屋内プール ・小体育室 ・パス・サウナ等 ) 、

並びにテニス場 ・野球場のナイター設備が盤備さ

れ、年間・昼夜を通じての総合スポーツセンター

として生まれ変わろうとしている 。

建築計画は、良好な環境になじませると共に 、ス

ポーツ施設としてのイメージ ( 健康・軽快 ・活力 )

を表現し、シンボル性をもたせるよう意図した 。

全体構成としては、大きなボリュームのアリーナ

ゾーンを敷地の西奥にあたる海側に配置して海か

らのランド 7 ークとなるよう位置づけ、 小 さなボ

リュームの管避 ・プールゾーンをその手前に配置

することによ り、アプローチや敷地への圧迫感を

緩和するような織成とした 。建物の形態は、その

2 つのボ リュームを 、r毎の波をモチーフに 、大小

2 つのツインボールトとして特徴づけた 。

またプール ・テラスを 2 階に配置して海へ聞かれ

た眺望にも配慮. している 。

( 熊田将男 / 安井建築設計事務所)

所 在 地 西 宮 市 鳴 尾 浜 l 丁目 20- 2

敷地面積 47 ，759 . 4I m'  

建築面積 4 ，494 . 76 m'  

延床面積 7，028. 14m'  

構造規模 RC (一部 5)

工 期 平 成 1:年 9 月 ー平成 2 年 12月

最 寄 駅 阪 神 電 鉄 甲子園駅

j量 影 5 5 大 阪

8  

玄l剥ポーチディテーんと 六甲山

2 階テラスよリ梅と 六 ''1'山 を望む
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三井生命京都山科ビル

設 計 監 理 彦 谷 建 築 設 計 事 務 所

施 工要建設・新井組・藤木工務庖共同企業体

電 気 き ん で ん

空 調 衛 生 三 機 工 業

建設地は J R ・京阪電鉄山科駅から近〈、主要幹

線道路に面し、将来の駅前再開発及び地下鉄の建

設計画を考えると、今後ますます発展が期待され

る地域である 。 その好条件に恵まれた敷地に、京

都 山科地区として初めての本絡的オフィスピルと

して計画した 。

敷地周辺は、中小の建物が交じり合い複雑な街並

を形成している 。 その中に異和感なく溶け込ませ

っつ 、生命保険会社としての企業イメージを高め

る気品と落ち着きのあるファサードを表現した 。

10 

外装材としては 「京都の土壁と障子」をモチーフと

して 、ベージュグレーのリブ付タイル、横線強調

のアルミパネル貼、低層昔11の花街石と使い分け、

窓函は 、道路騒音を配fをして電解着色のエアータ

イトアルミサ ンシュ、グレー色の熱線吸収硝子に

よる 構成として モノトーンの現代的な感覚を演出

した 。更に最上階両端にバルコニーを設けること

で外観にアクセントを付け、地域のランドマーク

としての高い識別性を与えた 。

空調設備は、各スパン毎の個別杢調方式とし、個

所 在 地 京都市山科区竹鼻堂 / 前町46- 1

敷地 面積 629 .42 m'  

建築面積 49 1. 22m' 

延床面積 4，435.99
m

'  

構造規模 S R C 、9 F 、PI

工 期 平 成 2 年 6 月一平成 3 年 10月

A n両i外観

最 寄 駅 J R東海道線山科駅京阪電鉄京津線山科駅

撮 影 甲 斐 殿

別運転 ・個別l計量が可能となり、残業や休日出動

に対応させた 。テナントへのサービスとして、終

日出入り可能な磁気カードによるロ ックシステム

( 時間外通用口 ) を採用した 。更にキーボ ックス

による全館自動箸備体制と共に防犯等の安全性を

高め、 24時間対応ビルとして機能させている 。

又、駐車設備は 50台収容の循環式立体駐車方式と

し、磁気カードシステムによる終日遂転を可能と

した 。

( 八木一夫/ 彦谷建築設計事務所)



酋両外鋭 ショールーム( 1 階)

④ 

エ ノトランス
l 階平面図 500 基準階平面図
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S E I 生駒セミナーハウス

設 計 安 井 建 築 設 計事務所

施 工 大 林 組

li li(J 同i立 ifiI

手」

1  ，首平面図 1  :  1，000  

12 

敷地は大阪高I1心から 東北東約 15kmの金剛生駒固定

公園 内の山中 に立地し、関西文化学術研究都市「山

花、 釜池地区」内の大阪府 「紋の文化図 j 'J'; 業地

域にある 。

「紙の文化図」の卒業目的は 、土砂採取跡地の室

池北部と隣援した室池地区において 、 自然の凪彼

をめざして 、総と水を 一体的に活用した地設格制ii

を図 1) 、 自然、レク リエーションの拠点づく りを行

なうことにある 。

S  E  1  :生野J セミナーハウスは住友泣気工業株式会

社の創立90周年事業として計画され、設計にあた

り 「広〈内外にアピールし得るもの」 また 「住友

屯工の社風 ・伝統がイメージされるもの」 さらに

「社 Hが職場を離れ、 心安らぐもの」 、 「広〈 一

般にも 1m紋されるもの」 などのテーマがあたえら

れ fこ。

9j ，U也は広( j 也j杉が砲台 If3 をしていることもあ って

紋の文化 l重| 全体が一望できる 。 そのなかで建物を

紋に i存け込むよう配置に工夫した 。アプローチを

長くとり 、研修練と宿泊棟を分縦させ 、その接点

にＹＺｾ疏 の 場として中庭 の見 える眺望 の よいラウ ン

ジを設 け、ゆ っ たりと終ち着けるｾＱｩ Ｚ Ｑ としてし つ

らえている 。

外観は '1"底を i仮1) I刻むように各械 をj市= 行させ、雄

物全体にリ ズムを与えると 同時に、: 容 の 1，IIjf IIiを q

l師に深< Ｑ ＱＺＱ Ｚ り込み除 ［ｩｴ ｾ のあ るファサ ードを 立凶し

た。外壁の仕上げはスクラ ッチタイルのフランス

ｮ 占りと鉄さびのある御彩石の ＧＡｾｉ Ｇ Ｉ 肌を組令せ、 ｨｬ

似には )).1;の天然スレー トを i い、て、議ち ついてシ

ックな表的をねら った。

このセミナーハウ スの完成とともに 、多 くの 人々

の交 iJI，しがはじま り、 より深ま っていくことを JYI 待

したい。

( 位任l 充 / 安 升 ，悠 築 設 計 '1'; 務 所)

所 在 地 大阪府四条畷市

敷地 面積 21 ，234 ，8 1  m'  

建築面積 2，287，17 m'  

延床面積 4 ，548 ，29 m' 

構造規模 R C、 3F

工 期 1990年 l 月- 1990年 12月

最 寄 駅 J R片町線四条畷駅 ・近鉄奈良線生駒 駅

j量 影 シックスダ y シュ



外ｴｊｉＮ ｾｴ 丙 ｉ ｦｉￎ

ラウンジ

'!i'i i (1弓{ 21椛ロ ビー
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サザンパレスビル

設計施工 大成建設大阪支庖

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 東 心 斎 橋2丁目 7番

敷地面積 706m' 

建築面 積 444m'  

延床面積 2，538m'  

構造規模 S 、81 、 16F ，PHI  

工 期 1989年 7 月- 1990年 12月

最 寄 駅 地下鉄御堂筋線心斎矯駅

撮 影 相川経雄

サ ザ ン パ レ ス ビ ル は 、 大 |仮 ミ ナ ミ の 繁 華 街 の 中 心

に あ り 、 敷 地 の 廻 り は 、 キ ン キ ラ キ ンのノ〈ービ/ レ

や ネ オ ン 石 ー 板 の 渦 に 巻 き 込 ま れ そ う な 所 で す 。

こ の 械 な 場 所 で 施 主 の 婆 望 は 話 題 性 の あ る も の に

したい Z)o; の 一 点 で し た 。 前 而 道 路 は 6 Mr! -J只 で す

が、まず建物を大きく見せる ｾ Ｉ ｏ［がＱｦ Ｑ 裂でした 。 そ

のY'<j に 前 庭 を 10 M も と り 、 建 物 を セ ッ トノ' { '/' クさ

せ 高 き を と り ま し た 。 商I ) 定は隣の瞥ビルの j jij)患と

一 体 化 し 、 南 に は 珍 し い ポ ケ ン トノ マー ク を {l IJ り出

す .t J1 . となりました 。

外観は、者 ｉ ｉｲ怖の持つ記号を対比的に並べる ｾ Ｉ ｏ［で、

やはり 布Ili' nの 中 で し か 活 か し き れ な い 都 会 人 に と

っ て ア ト ラ ク テ ィ プ な も の を 表 現 し ま し た 。 そ れ

は仔1) え ば 、 ミ ラ ー と 綴 れ た 石 の 壁 が 、 現 代 の ハ イ

テ y ク と 過 去 の 遺 跡 を 象 徴 す る 織 に 。

、前庭の ｬ 仮わいｾｊＭｬＺ ｮ に対比させる形で他物内に

外宮111次 抜 を 持 つ l' ii' か な イ メ ー ジ の 中 庭 が あ り 、 こ

れ は ミ ナ ミ の 喧 騒 か ら 逃 れ た い 人 々 を 優 し く 誘 い

込 む 畿 也 と し て 考 え ら れ て い ま す 。 そ の 為 に エ ン

トラ ン ス 担 り の 角 ば っ た と げ と げ し さ と 反 対 に 柔

ら か い 包 み 込 む 様 な 曲 線 で 緋 成 し ま し た 。

Ｘ ｾ＠
.  

前 庭

( 森 下 京 光 / 大 成 建 設 )

‘ J [ 1(li 外観( { 主主( )

砂 '1'嵯凡上げ

，ji j嵯

，El m外観見上げ '1' 峰



阪和鳳自動車学校

設 計 監 理 大 建 設 計

施 工 日 本 国 土 開 発

，l ，(li 人 11

当学校は、自動111教習所として 40年の歴史とその

IMl 多勢のドライパーの育成に尽くされてきた伝統

ある学校である 。

その中心施設である本館械の老朽化と新しい時代

に向けて機能の集約化、地訟の充笑を計り又現代

のニーズにも対応すべ〈 、4>=fi 官械の建主主が計画さ

れた 。

配l I T計画1; 1 : 、教習所としてその機能を以なうこと

のない線、 旧.tJ i J!liス ペースの跡地に配した 。

止、|刷ロピ

16 

平[ 百計画は、コース全体を 711- に視覚的に印象づけ

る線、生徒の重i} J 線はコース側に計画され 'i I;. に外部

( 教習コース ) を意識させている 。

各教室は 2 ・3 階に配し、全休にゆとりある明解

な平面計画とした 。

外観は金属の勾配屋般に よるシン プルな切妻を雁

行させ外壁は淡いピンク系のタイルとグレー系の

アルミパネルを組み合わせ 、まちなみとしての景

観と、若い人逮が出会い集まる場所として、 l明る

〈親しみやすいイメージを現代的手法により表現

した 。

又コース1f11J の景観は、水平にi l l ! 統した出窓、によっ

て、J : I王のもつハイテ y クでシャープなイメ ジを

創出することができた 。

伝統を受けつぎながら新しくモダンな自動車学校

として、主主々地域の人々に愛され、親しまれる事

を願 っている 。

所 在 地 堺 市 鶴田町30- 2

敷 地面積 30 ，014 .1 6附

建築面積 1，283 . 52 m
'  

延 床面 積 3 ，18 1. 62 m'  

( 四 方 健/ 大建設計)

構 造 規 模 R C( 一部 S RC) 、3 F

工 期 1989年 10月一 1991 年 3 月

最 寄 駅 J R阪 和線 鳳 駅

撮 影 フ ォ トス U



全 対

l  階平面図 I  :  800 

⑧ 
2 階平面図 I  :  800 

レス トラン 内部 ( 2附)

17 



外鋭ディテーノレ

エ ントランス姐リ

18 

百々ビル

設 計 施 工 松 村 組 大 阪 本 庖

所 在 地 大 阪 市 北 区 天 満2丁目 6番 地 他

敷地面積 487 .27m'  

建築面積 355.  135m'  

延床面積 3，619. 175m'  

f骨造規模 S (一部RC ) 、81 、IOF、P I

工 期 平 成 l 年 5 月ー平成 2 年 8 月

最寄駅京阪天満橋駅・地下鉄谷町線天満橋駅

撮 影 川 元 斉

天満橋北詰を、 一 筋西に入 ったii ! i りに面す る10階

建のテナントピルである 。

敷地 がT 字型街路の突き当た りに位置する ため、

道路境界より建物を 5 m後退し、問。m30年 のケヤ

キを植えて、 町並のアルコープとなる様に計画。

通りの突き当たりの圧迫感を柔らげる為に、 1 階

の床レベルを半階上げて 、オーナー事務所と 地下

への駐車場の入 口を設けている 。34台収容の立体

駐車場を組み込み、 2 - 8 1渚は有効面積70坪の貸

事務室 、 9 階 ・10階は 2 世代のオーナーの居宅で

ある 。居宅の各寒からの展望は良〈、大川端に繰

り広げる 天神祭を楽 しむ こ とが出来る 。

外装はフ ッソ樹脂鋼板ノマネルと熱線反射 ガラスを

使用し 、 コーナー折れの述: 容で連続し た外観と な

っている 。

( 徳永普ー / 松村 組設計部)

外観11ニifi j



エ ントラノス
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ラトウール

所 在 地 大 阪 府 箕 面 市 如 意 谷4- 380- 1

主要用途 レ ス ト ラ ン + ギ ャ ラ リ ー

設 計 貴 志 雅 樹 + 環 境 企 画 室

貴志、雅樹( きし・まさき)

1949年 和 歌 山 生 ま れ/ 1974年 神 戸 大 学

大 学 院 終 了 / 安 藤 忠 雄 建 築 研 究 所 を

経て、 貴 志 雅 樹 + 環 境 企 画 室 設 立

撮 影 松 村 芳 冶

企 画編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 福 地 一 彦

，-，-，-



空 間 を 変 容 さ せ ま す 。

( M U L T  I - S Y N T A X  あ る い は し つ ら え )

透 明 感 の あ る グ リ y ド は 、 無 機 的 に 、 反 対 に 皇 室 は 、 有 機 的

に 扱 い 対 比 に よ る 緊 張 感 を 創 り 出 し ま す 。

(  S  L  I  T ー o B  J  E  C  T あ る い は 問 )

単 純 な 構 成 手 法 と 、 F艮 ら れ た 繁 材 で 、 空 間 を 高 揚 さ せ た い 。

( S I L E N C E  o  F  L  I  G  H  T  あ る い は 無 )

貴 志 雅 樹



- 写真と 慨 要 をどしどし お送り下 さい 。E ':J 7 7" ':J 7  

凡例 a 所在地 b  敷地面積 c  ，建築面積 d  延床面積 e  精進規僕 f  工期 g ，最寄駅

2330 ダ イ エ ー 鳥 取 駅 南 唐

設 計 奥 村 組一 級建築士事務所

施 工 奥 村 組 関 西 支 社

a  同取市 M安 2 - 138- 4

b ， 5，789. 51m'  

c  4，962. 61m'  

d ， 28，218.83m'  

e  S、一宮IIRC、 Bl 、 6 F

f ， 1988年 10月 一 1989年 11月

g ， ] R鳥取駅

2333 日 本 気 象 協 会 東 海 本 部 ビ ル

設 計 : 伊 蔵 建 築 設 計 事 務 所

施 工; 漕水建言宣名古屋支庖

a 名 古 屋 市 北 区 水 草 町 卜21- 4 他

b ， 811. 26 m'  

c  437. 49m'  

d ， 1，320. 3101'  

e  RC、 3F

f ， 1989年 8 月一 1990年 3 月

E  地下鉄名城線黒川駅

2336 香 川 県 立 総 合 水 泳 プ ー ル

設 計 .iZ211111223322:211遣祭世 間組合

施 工・ 飛鳥 ・浅沼・小竹建設J V他

a 高松市御既11汀字原引 1585- 1  

b ， 22 ，000. 00 m'  

c  4，641. 71m'  

d ， 6，144.6001'  

e  RC、一昔IIS、 3F  

f ， 1989年 5 月- 1990年 7 月

g ， j R予讃線端 岡 駅

22 挫 築 と社 会/ 1991年 3 H号

2331  S K Y  F o r u m 

設 計 ; 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 鴻; 也組名 古屋支庖

a 愛知県西春日井郡新川町大字土昔日野新聞 145

b ， 1，826. 08m'  

c  486. 35 m'  

d ， 3，546. 6201'  

e  SRC、 9 F

f ， 1989年 1 月- 1990年 3 月

g ，名古屋鉄道須ヶ口駅

2334 堂 島 パ ー ク ビ ル

設 計 : 大 林 組 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工: 大林組・不動建設J V

a 大阪北区堂島浜 1 - 1  - 8  

b ， 664.86 m'  

c  450. 64m'  

d ， 3，335. 8101'  

e  SRC、Bl 、 7 F、P 1  

f ， 1989年 3 月 - 1990年 6 月

g ，地下鉄御堂筋線淀屋縞駅

2337 桑 名 信 用 金 庫 ネ オ ポ リ ス 支 庖

設 計 . 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設

a 三重県員弁郡東員 l町城山 1 - 22- 2  

b ， 826. 45m'  

C  281.3301'  

d ， 367. 1701'  

e  S， 2  F  

f ， 1989年 12月 - 1990年 5 月

g ，三重交通パス械 山二丁目停留所

2332 AQUA HAT CH 

設 計・妹尾正治建築事務所

施 工・銭高級

a 東京都杉並区荻ti 5  - 22- 9  

b ， 281. 50 m'  

c  126. 70501'  

d ， 663.  145m'  

e  RC、一部S、Bl 、 5 F

f ， 1988
i nO月 - 1990年 3 月

g ， ] R中央線、営団丸の 内線、 荻 窪駅

2335 愛 知 銀 行 楠 町 支 庖

設 計 . 伊蔵建築設計事務所

施 工. 六合建設

a 名古屋市北区楠町大字味鋭西竹必11- 1他

b.  1，125 .00m'  

C .  425 .41m'  

d ， 734. 6901'  

e  RC、 2 F

f ， 1989
i
p12月 - 1990王手5 月

g ，市' 常パ スl床銃小学校 北停 留 所

2338 日 本 団 体 生 命 熊 本 ビ ル

設 計 久 米建築事務所

施 工 積 水ハウス、鹿島建設

a  熊本市紺屋今l町 1 - 5  

b ， 562 .501'  

C  443 .401'  

d ， 3 ，835 . 6m'  

e  SRC、 9 F、P l

f ， 1989
i
p  8 月 - 1990

i
p 8 月

g . 鹿児!;吉本線熊本駅



2339 日 清 紡 名 古 屋 工 場 男 子 寮

設 計 伊藤 建築設計事務 所

施 工。 小原建設

a 名 古 屋市 南区笠 田 町字 道 徳新 畑 2954- 1  

b .  8.843. 90m'  

c  700.11m'  

d.  2， 754  .82  m'  

e  RC、 5 F

f .  1989年 8 月 - 1990年 6 月

g . 名 鉄名 古 屋 本 線大 江駅

2342 北 九 州 国 際 会 議 場

設 計 ; 磯 崎 新アトリヱ

施 工 ・鹿島 ・奥村・ 熊谷 ・大高J V

a 北九州市小倉北区浅野 3 - 2  

b .  9，398m'  

c  4，504m'  

d.  8，997m'  

e  RC、一昔IIS RC、8 1 、 8 F

f .  1989年 7 月 - 1990年 10月

g .  ｝ ｒ 小 倉駅 Ｈ 北口 よりが ｾＵ Ｐ Ｐ ｭ Ｉ

2345 三 重 銀 行 大 矢 知 支 庖

設 計 伊 海 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・松岡建設

a  三重県四日 市市大矢知町字上沢105卜 l 、1052- 1  

b.  947.00m'  

c  345.7001'  

d.  312.53m'  

e  S、一部R C、 1  F  

f .  1990年 6 月- 1990年 11月

g . 三 岐 鉄 道 大矢知 駅

2340 ヤ マ ト 運 輸 兵 庫 主 管 支 庖

設 計 : B 建設計

施 工 . 戸 田建 設

a 西宮市山口町阪神流通センタ- 3 - 5 - 4

c  10， 482m'  

d .  19，728m'  

e  S  

f .  1989'>: 1'- 8 月 - 1990年 9 月

g .  ] R三 田駅

2343 北 伊 勢 信 用 金 庫 松 本 支 唐

設 計 。伊藤建築設計事務所

施 工 . 新栄建設

a 三 重 県四日市市松 本 3 - 435- 1  

b.  693.54m'  

c  201. 72m'  

cl. 253.11 m'  

e  S、一部RC、 2 F

f .  1990年 5 月- 1990年 10月

g. 近鉄 湯 の 山線いせま つ もと駅

品構

E - L』

2346 カ プ コ ン 賢 島 保 養 所

設 計: 栗本建設工業一級 建 築士事務 所

施 工 : 栗本建設工業

a 三重県志摩郡阿児町鵜方字タチメ 3618-27

b.  2，237.  00  m官

C  314.1201'  

cl .  445.5001'  

e  RC、 2 F

f .  1990年 3 月- 1990年 12月

ｧ Ｎ 近鉄 Ｑ Ｇｴｾ島駅

2341 東 海 銀 行 市 丘 北 家 族 寮D 棟

設 計 . 伊藤 建 築 設計事務 所

施 工 . 佐藤 ・石田 建設J V

a 名 古屋市 瑞 穂区市丘町 1 -28他

b.  2，853.66001'  

c  766. 62001'  

cl .  2，040.794m'  

e  R C、 3 F

f .  1990年 l 月- 1990年 10月

E  地 下鉄 名 城 線 新 瑞 橋 駅

2344 太 陽 生 命 枚 方 ビ ル

設 計 栗 本 建 設工業一級建築士事務所

施 工 栗本建設工業

a  大 阪府枚 方 市 新 町 ト 12- 1  

b.  1，340. 82m'  

C .  988.4001'  

cl .  6，636.04m'  

e  S、一部SR C、8 2 、 9 F

f. 1989年 7 月- 1990年11月

g . 京阪枚方市駅

ス ケ ッ チ ブ ッ ク 欄 作 品 募 集 /

当欄では、日々新しく竣工

していく建築作 品を記録と

して永くとどめるため、会

員の皆僚か ら鑓供いただ い

た作品を 写真と概要でご紹

介しております。

ご掲載ご希望の方は 当協会

編集部まで、 どしどし原稿

( 写真と概要) をお 送 り下さ

し、。

- スケ ッチブ ック欄原稿用紙

を用意 して お ります。

ご請求ください。
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Gr eg Hal l ， AI A一一- Renzo Pi ano Bui l di ng Wor kshop ] apan 

1 /  

. / '  I  

グレッグ・ホール氏は、現在、日本でレンゾ・ピアノ・ビルデイング・ワークシ 彼は、テキサス大学で建築の勉強を始める前に、 ＱＹ ＷＸｾＸＰ 年の Ｒ 年 間、大阪

ヨツプに所属し、関西新空港旅客ターミナルビルデイングの設計にたずさわ で日本語を学び、また日本の建築を学ぶ機会をもった。 日本語に関しては会

っている 。 1989年大阪に来るまでは、レンゾ・ピアノのジェノパ事務所とパ 話はもちろんのこと、読み書きも塔能でさらにフランス語も O.K. である 。

リ事務所で働いていた。

ホール氏は、今までアメリカをはじめとして、アフリカ. イギリス. フラン

大阪で仕事をし、生活するうち、彼は、 FESAE ( 東京 に本部をおいた日 本と ス. イタリアそして日本で働き、その問、事務所での仕事以外でも、個人的

外国の建築家・技術者の組織) の関西支部の発足に加わった。FASAE やそ に数回建築コンペに参加している 。左上部のイラス卜は、 1989年にエジプ卜

の他の活動を通して、彼は日本の建築家と外国の建築家との相互理解を深め のアレクサンドリアでの図害館のコンペの際のもので、右上部のイラス卜は、

たいと願っている 。 1987年の 口イド・ワーレ ン・フエロー シッフのコンペの提出案であり、このコ

ンぺで彼は| 等であるパリ賞を NIAE ( ニュ ーヨーク の国立建築教育協会)

グレッグ・ホール氏は、アメリカのテキサス大学建築科卒で、出身もテキサス 州し から受賞 している 。 塚口明 j羊

24 控 築と 社会/ 1991年 3 月号
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Gr eg Hall ， AI A is  empl oyed  in the off ice of Renzo bet ween forei gn  and ] apanes巴 archit ects.

Pi ano Bui l di ng Wor kshop ] apan  where he  is  

involved  in design  work for  the Kansai  Internat i onal  Gr eg Hall ， a  Bachelor  of  Archi tecture graduat e  of 

Ai rport ， Passenger  T ermi nal  Bui l di ng.  Pri or to the  Uni versi ty of  T exas， is  from T 巴xas and Georgi a 

moving  to  Osaka  in 1989， he  worked  in the  Genova Pri or  to hi s  archi tectural  studi es at T exas， Mr. Hal l  

and Pari s  offi ces of  Renzo Pi ano. studi ed ]  apanes巴 language and ] apanese archit ectur e  

in Osaka fr om 1978 to 1980. Besi des speaki ng， read-

Whi l e li vi ng and  worki ng in Osaka， Gr eg Hall has i ng， and  writing. ] apanese， he also speaks French. 

also been involved  in the establi sh ment of  the 

K ansai  Chapt er  of the F AS A E， a  T okyo-based  Mr .  Hall has wor ked  in the U. S. A.， Afri ca， Engl and， 

associati on  of ] apanese and foreign  archi t ects  and Fr ance， It al y， and ] apan. In addi t i on to hi s  

engi neers. Thr ough hi s  wor k， hi s  involvement  with pr ofessional  work he  has compl eted  several 

F AS AE， and through  ot her  act iviti es he  hopes to indi vi dual  competi tion entri es， t wo  of  whi ch  are 

encourage  communi cati on  and mut ual  understandi ng  illust rat ed  above， the  Bi bli ot heque Al exandri a， 

Egypt ， 1989， above ri ght  and the 1987 Ll oyd  War r en 

Fell owshi p， left ， of the  NI AE ( Nat i onal  Insti tute for  

A rchit ect ural  Educat ion， Ne w York)  for  whi ch  Mr  

Hall was  awar ded  F ir st Pri ze， the  1987 Pari s  Pri ze. 

I  hope， in near  future， hi s  ori ginal  archit ect ual  pl an 

will come  true  in my  t own Osaka !  

Aki hi ro T sukaguchi 

Greg Hal! 
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@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 蔵 白 台5- 8 - 1 干 565

電 話 (06) 872- 0391 F AX... (06) 872- 0784 

業務時間平日 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、第 4 土曜休日)

土の一面せん断試験

土質・基礎部門 一一
一一 構造物試験室

試験紹介

σ = 0. 4kgf / c附

σ = 0 .8kgf / c附

。

σ = 1. 6kgf / cnγ 

σ = 3.2kgf / cm'  
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一面せん断試験は 直接せん断試験の一種であり、従来の三制l圧紛

試験に較べて以下の利点があるといわれている日 ( 図一1 )

i ) 装置が簡単であり 、試験が谷易であること 。

ii ) 供試休が iWい板状な ので、粘土では圧密が容易であり排水せ

ん断も容易である こ と。

日i ) 必要な試料の量が少ないので、均一 な供試イ本を準備すること

が容易となること 。

iv ) 力学的な関係が理解しやすく、結果の整理もやさしい ( モー

ルの円を必要としない ) こ と。

v ) 二次元の安定問題と相似 な平面l 変形を与 えるこ と。

当試験所では、今年度、土の一面せん断試験装置を導入した 。 こ

の装置は、従来の一 面せん施行試験装置の問題点を考庖、した上 で製作

しており 、計 iJli J . 市lげ卸についても極力自動化に努めた 。本装置の諸

元を以下に 示す。

供試体寸法 ・φ60mmX h20mm、ゆl OOmmX  h30mm 

* 大せん断力 1 t f  

最大垂直力 1 tf  

せん断力制御 : 応力制御あるいはひずみ制御 ( いずれも白動制御

可 能)

垂直力制御 : 応力制御 ( 自動制御可能)

せん断変 i立速度 : 0 .02mm/ ml n- 0 .5mm/ ml n 

せん断箱型式 ・上箱移動型 、案内装置、垂直軸ガイドあり 。

図 - 2 に、粘土の C U  (圧密定体積 ) 試験の一例を示す。 この場

合 、垂直 応力の制御は 自動制御て。行 ったが、なめ らかな応力 経路が

得られており、せん断中 の垂直変位の変動も: t 0 .002mm程度に収ま っ
。。

o  

o  

3  4  

せん断変位 D ( mm)

( b ) せん断応力、垂直応力~せん断変位曲線

o  

O  

Cコ

ている 。

試験に関するお問い合わせは 構造物試験室下平祐司までお願い

欽します。

参考文献

1  )土質工学会( 1990) : 土質試験の方法と解説

2.5 1. 5 2  

iffi t l I応力 σ (kgf /川 )

( c ) せん断応力~垂直応力幽線( 応力経路)

図- 2 粘土の c u試験の一例
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大 阪 府 総 合 設 計 制 度 許 可 取 扱 要 領

建築基準法第59条の 2 の規定に基づ く総合設計

制度は 、一定規模 以 上の敷地に、 一定者lJ合以 上の

空地を確保することにより、都市で不足している

公共スペースの創 出や市街地獄境の向上に役立つ

良好な建築計画に 対 して 、谷f!'tや目玉さi1J1Jl lRの 緩和

をすること ができ る制度である 。

本制度の運用については 、怨設省通達昭和61年

「総合設計に係 る許可準 Hl J の改正につ いて」、同年

「総合設計許可準 11IJ に関する妓術基準 について 」、

平成 2 年「総合設計許可i終日IJ に|刻する技術基準の

一部改正について 」 によ って、その許可方針およ

び技術基織が示されている 。大阪府はこれら通達

の趣旨をふまえ、大阪府一総合 設計tlil J 1 変許可取扱婆

領を定め、平成 3 年 l 月より実施している 。

総合設計に | 刻する要領等は、すでに 大阪市 、神

戸市等の政令指定都市等で策定されているが 、都

道府県レベルとしては、東京高11に次ぐものである 。

1  . 基本要件

(1)  対象地域

原f! i J として、市街化区域でかつ用途地域の指定

がある 地域とするが、敷地の位也 、敷地周辺 の土

地利用 の状況および都市施設の状況等を総合的に

表 1

敷地面般の

容積出l地しを

地域または区域 受ける場合の

鋭校( 01')

敷地面積( m')

第 l 極住居専用地域 1，000 1，000 

第 2 甑住居専用地域、 1王

500 1，000 

居 地 域 、 及び ￭ ｜ ｾ 工業 地域

近隣商業地域及び商業地

500 500 

域

工業地域、工業専用地域

2.000 2，000 

及びその他の地域

表 3

区 分 対象となる建築物の袈f牛

一般型 基本要件を 1i埼たすもの

勘案したうえで、本制度を適用する 。

(2)  ｾｩ 土地条件

① 敷地規政 計画建築物の敷地 I(O般の最低限度

は、用途地域 の区分に応 じて 、表 1 の当該各州に

ぬける数値以上 とする 。

② 前田道路の幅員 原則 として、用途地域の区

分に応じて下記に掲げる数値以上とする 。

・第 1 種住居専用地域、第 2 陸住居専用地域、住

居地域または準工業地域 6  m 

・近隣商業地域、商業地域、工業地域または工業

専用 地域 801 

③ 敷地形態 敷地は 、共同化等により集約して

規 模の拡大 を図り、できる限り銭形の ものとす る。

④ ｾ ｴ 也率 計画建築物の敷地 内のさi . : t也率 ( 敷地

内の空地の敷地面積に対する iYIJ 合。以下同じ ) は、

表 2 の各欄に掲げる基準建ぺい率( 建築基準法〈以

下、 「法」という 〉第53条の規定による主主ぺい率をい

う。以下同 じ) の区分に応じ 、 |百l表各柑lに掲げる

数値以上とする 。

表 2

ｾ地率の下限 Ｈｃ Ｚ 基準建ぺい率 ＨＥＩＩ

基準主主ぺい率
寄縦割IJ JI')し 斜線緩和のみ

の場合 の場合

50% 以下 115% - C  1l 0% - C  

50% を超え 55%以下 65%  60%  

55% を越える場合 120% - C  115% - C  

(3) 緑化等

原則として、敷地内 の空地の 30% 以上の緑化を

するものとし、長観上 の配慮を行うこと 。

(4)  日彩規制

建築基準法第 56粂の 2 および大阪府建築基準法

施行条 WIJ に基づく制限に適合したものであること 。

'mJ l¥"1しされる容積率の ¥lmJ l ' ) し谷績の

f ) 定式 限度

有効公関空地面積 0. 1)  
基準容械の 1. 5

敷地面積 倍かっ200%地

X ki  以下

再開発 基本姿{牛を I前たし、かつ下記のいずれかに該当するもの
( 有効公関空地面積 0. 1 、)  

4 t¥11容械の 1. 5

方針等 ①都市再開発法に ;規定する 「再開発方針 」に適合するもの 敷地面積 倍かつ250%増

適合型 ②既成市街地の再準備に寄与する建築物で、各事業区域 X  J .  25ki  以下

の計画等に適合するもの

共同 基本要件を満たし、かつ下記の要件を満たすもの
( 有効公開空地面積 0. 1 、)  

基準容般の 1. 75 

住宅型 ①延べ面積の1/ 4以上を住宅の周に供する建築物 敷地面積 1音かつ300%地

②l点目IJ として 、 2 般住専、住居、近目指またはRii 業地域内 X ( a + l ) X k i  以下( a が2/3以

③敷地面積が2，000m'以上 上の場合)

④住宅全戸の専用I目的が4001'以上、 1n' rてω平均6001'以上、

分譲て' 70m'以上

⑤駐l ] I 場 を全戸数の80%以上

共同住宅 「再開発方針等適合問」の 条件を満たし、かつ 「共同住
( 有効公開空地面積 0. 1 )  

i.!i ii 在容般の 1. 75 

再開発型 宅 ｾ ｪ の粂件を満たすむ の 敷地面積 1音かつ300%JI')

ki :  ｾ甲 ｉｊ ｍ し係数 ｕ ｊ［ ｩ 事谷 Ａｉｐｦｩ によ って 定まる係数で 、右表 に

による )

a  . 建築物における住宅の用に供する部分的床而般的、延べ

蘭償に対する割合

X J . 25( a + l )れ 以下( a が2/3以

基準谷術専r( v )  

100%未満

100%- 900%未満

900%以上

上の場合 )

¥lmMし係数( ki )

2/3  

1/3+(  9  - v ) X l/8 X I/3  

1/3  

(5)  住宅の慾制i I

地主主の笑悩に応 じて 良質 - 多機な住宅の供給を

図るとともに、下記務備目標の{!!r保に努めること 。

① 原則とし て、{主戸の専用床TfIi tJ'lが60所以上の 住

戸が全戸数 の 2 分の 1 以上である こと 。

②共用廊下、共用階段等のスペースは余裕のあ る

ものとすること 。

③ 駐ι11場は、 会住戸数 の50% 以上の尉卓台数 を 係

保するとともに、駐車施設については、安全管理

および荻鋭に配慮したものであること 。

④ 自 転車 等の置場は、全戸数 の 150% 以 上の ス ペ

ースを 峨保すること 。

2  . 容積割増しの許可基準

(1)  公関空地

公開ｾ Ａ也 の定義および公 関 空 地 の鈴 一 定方法は 、

歩道状公 ｉ ｭ ｾ Ａ 也 の取 り扱いを除 き 、原 ｗ ｉ ｊ として 、

「総合設計許可準 ftlJ に関する技術基準について」に

定める内容による 。

(2) 容:1' 1惜 IJ:Wt し

容械の' ，!11川l しは、 表 3 の区分によ って、有効公

開杢地面積の合計の敷地面舶に対する割合 ( 以 下

「公関空地率 」 という ) に応 じて行う 。 ただし、

ｾＸ Ｑｊｩ 哲し 答仙の上限は 、表 Ｓ に 定める範囲内とする 。

(3) 答縦割JT; I J しの特例

下記に掲げる，建築物は 、表 3 の区分に応じた答

抱 ｾｬ ｬＧ ｦｬｊ Ｚ￞ ｾ Ｇ しの限度内で 、 容秘書 ｉｊ ￞ｾ ｴ しを行う 。

① 文化施設等を含む建築物の特例 床面積 300m'

以上のホール、展示場等 、一般に 利用できる施設

は、市街地環境の整備改善に貢献すると認められ

る経度に応じて、容般のilllJ : I 曽しを行う 。 ただし、

交通の利便性の高い商業地域内で施設の維持管理

が適切に行われる飽保性を有するも のに限る 。

(4)  有効 公 ｉｊｾｊ ｾ ｪ 也率 の 下限

上 記の谷 村 ｮｬ｝Ａ 首しを行う場合、有効公 ｉ ｪｈｾｪ 也 率

は表 4 の式によ って得られる値以上とする 。

5 ，5/ 10未 満

5. 5/ 10以上

有効公関空地率 ( S / A ) の下限

0.5  

0. 2+ (  1  - C )  X  10/4  .5 X O.3  

3  . 高さ精IJ 限の緩和

(1)  第 l 様住居l草用地域 内での絶対高さ制限の緩

和 ( 法第55粂の 2 )  

- 制 限緩和の上限を高さ 12 rn とする 。

- 許可の基準は 法第55条 2 項に定める規定を準用 。

(2)  道路斜線i 1，IJ 阪の緩和 ( 法第56粂 l 項 )

① 緩和の要件

・「基本要件」 を満たすほか、一定規模以上の有

効公関空地の確保を義務づける 。

②天空光 の附:保等

・道路斜kJilfJJi I阪または隣地斜線制限の 緩和を 受 け

ることのできる建築物は、許可準 HIJの考え方に沿

って、法第56条第 1 J買の規定のi盗用によ り、道路

または隣地に対して確保される天空光を確保しう

るものであること 。

・許可基準は、 「総合設計許可 i特別に l刻する技術

基準について 」 および「総合設計許可準 I!I Jに|却す

る技術基準の一 部改正について J に定める内容と

する 。 ( 大阪府建築部建築指導課瀬戸 山和範)

住 染 と 社 会 1991年 311サ 27 
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日本板硝子株式会社 大阪州 〒541 大阪市 中央区道修町 3 ー 5 ー 11

T EL. 06 (222) 7539 

ｾＨＩ江 主 目ｴ［〒 ＱＰＵ 東 Ａｪ ｜ r. li 港 区 斬 橋 1 - 8  -

T EL. 03  (3574)8612  

大型陶装板「ケラミット」は従来のタイルにはな

か った弾性と強度を有する内外装用の新建材であ

る陶磁気の持つ味わいのある質感と笠E蓄なバ リエー

ション、さらに最大寸法2400%i x  900%とい う大モ

ジュー ルが独特な意匠 を作り出す。

製法

粘土、ケイ灰石を主原料として、特殊な押し出し

成形法により、均ー な厚みの素地を作る 。

これを U 50

0

C の高慌て' 焼成した後、表面に 陶磁 器

質タイルと同等の華111薬を 主主付・焼成して仕上げ る。

この製法により、従来のタイルにはない附げ強度

ｾｬ￬ ｩＮ性を有する 大板 ・ ￯｜ ｾ板の陶 装板と なる 。

製品仕機

I U gn 主主 特 色 厚み (%i ) 規格寸法 (% ) 最 大寸 法 (% ) I  

S Tシリーズ 主ji 色・表面光沢タイ プ (22色)

M Aシリーズ よ11色・表面 7 "/ トタイプ( 15色) 4. 0 900x 900 2400 x  900 

P Oシリーズ l ll. 色・ 表面 I!! I凸タイプ ( 7色) 6. 0 1800x  900 

DDシリーズ 2 色・ 表面光沢タイ プ( 6柄)

DGシリーズ 多荊11 ;タイフρ( 1柄) 6. 0 450x  450 

900 x  450 1200 x  450 

1200 x 450 

NS "， 1) ーズ 石白調タイ プ( 5柄) 4. 0 596x 296 

596x 596 2400x  900 

896x 896 

6. 0 598x 298 

598x  598 2400 x  900 

900x  900 

特注 色 ・柄の対応可能です 4. 6 2400 x  900 

特 長 材料特性

(1) 盟諸な 色・制の バ リエーションは規格で56種 類。

またオーダで特注色柄の対応、も 可能である

最 大寸法は2400%x  900%i でタイルでは不可能な

大板による割付けや、色の組み合わせによるデ

ザイ ン張 りが可 能である 。

(2) 原料に 含まれるケイ灰石の補強材的な働 きによ

り通常のタイルにはない 曲げ破壊強度およ び弾

性を有する 。

(3) 経 < (比重 = 1. 8) 、部 < (厚み = 4 %、6 %) 、しな

りに強い素材のため、施工効率が良〈、また 市

l仮工具による切断 ・穴あけなどの加工が容易で

ある 。

(4) セラミ ックならではの耐候性、耐汚染性、耐薬

品性、耐熱性を有する 。

施工方法

(1) 圧着張 り工 法

① 内装 およ び地上高 7 mまでの外壁に対応でき

る工法である 。

② 不 陸 3 %i 以内 に剰接されたボード下 地 ・コン

ク リー ト下地 ( モルタル金ゴテ仕 上) に 核活斉IJ

(商品名ノ、イ ミラーセ メダインスーパー) と 両

面接着テープの併用により張り 付ける工法であ

る。

(2)金物支持工法

① 地上高16mまでの外壁に対応できる工法であ

る。

② ケラミットの上下に予め工場接着した支持金

物 を下地に取り付けたレ ール金物に引掛ける 工

法である 。 これにより接着剤の最IJ 離による脱落

を防止する 。

③ 目地部分に設けられたビスにより、面の出入

り調整 (調整代 3 %) が可 能。

④ 足場の支持ア ンカ一等で板が後張りになる場

合や破損等のメンテナンスで部分的な取替をす

る場合にも対応できる 。

( 猪野達雄/ 建材委員)

性 古E 単 {立 データ 測 定 方 法

比重 (嵩密度) g/c耐 1. 8  重さ÷ 体紛

曲げ強度1主堪却叫曲川副 kgf/cm'  350- 500 東洋ポールドウイノ社製万能試験器UTM- H佃材料町大与さ却XI∞X4皿:対間距離開園

曲げ弾性率 x  10
5

kg/ cm'  4. 2 ]I S  A - 1408  

シャ j レピー衝撃強度 kgcm/cm' 1. 6 シャノレピー型衝撃試験器 (] IS K -7111)  

ヤング率 x  lO' kgf/耐室1且 0. 1 Illl げ強度 iJIIJ 定時における 「たわみiijJ より算出

体 ｴｾｴ 国有抵抗 【1cm、室温 19' 

誘電率 10' Hz  4.4 YHP4270A型で測定

誘電体損失 10' Hz、室iklt. 4.1 

耐ひび自lれ性 異常ナシ JI S  A -5209 

線膨張係数 (3ト 380'(: ) x  lO-' /"C  5.4  理学電機製熱膨張測定総

最高安全使用温度 {直樹 ℃ 1120 ガス炉 にて目視、高r品1且度計と比較

[短胡) ℃ 1170 Iii J  ｉ ｾ＠

凍 結 融 解 (耐理性) 合格 ]I S  A -5209 

l汲水率 %  7 - 10  ] IS A -5209 

合水率 %  l 以 F

透水率
。

] IS  A -5403 

1汲水長さ変化率 %  
。

飽和系数 C/ B = 0. 64 C/B壬0.91のとき理論的に諌害が起らないo C 授本吸水害情 B 飽和吸水吾被

ケラミ ッ トの施工法の種 類

地工法の種類と特徴

二「 法 高さ制限 ケフミット最大寸法 備 考

圧活張 1) 工法 H900x W2400 

ケフミ y 卜板厚 4mm :  6mm 

図(1)

H = 7 m以下

H2400x W900 

下地からの出代 7mm :  9mm 

目 I也 幅 4mm以上

金物支持工法

板 )!j 6  mm 

図(2)

H = 16m以下 H900 x W1200 出 1-1: 16mm 

目 J血 中市 8  mm 

圧着張り工法の概略図 金物支持工法の概略図

j; 着剤

図 l 図 2



暦作 り の た め に 星 を見 ても 宇 宙の こ と ま で詮 索す る べ か ら ず

ぜJ ，. ｾ＠ <  

暦 を 作 る た め に 星 空 を 見 上 げ て も よ い が 、 夜 空 の 果 て の こ と ま で 詮 索 し て は い け な い 。 中 国 科学 技 術 史

の 研 究 に お け る 萄 子 や 孟 子 の 言 で あ る 。研 究 に よ る と 、 中 国 で は 理 忽 的 な 社 会 な り 人 な り の あ り 方 が ま

ず 想 定 さ れ 、 そ れ に 向 か つ て 学 聞 が 行 わ れ た 。学 聞 は 社 会 に 従 属 し 、 社会 に 直 接 役 立 つ こ と に 限 定 さ れ

た。 あ く ま で 現 実 に か か わ り 、 自 然 の 認 識 や 技 術 は 高 か った が 、 現 実 か ら 雌 れ た 理 論 は 生 ま れ な か った。

技 術 は 経 験 的 な 段 階 に 留 ま った。 一方 ギ リシャでは 、 奴 隷 に 対 す る 自 由 人 が頭 の 中 で 考 え る 理 論 が 、実

践 に 対 し て 優 位 に あ っ た。 : ; g . か偽かを 聞 い 、 現実の世界とは独立に存在する科学の理論体系、は、ルネサ

ン ス 以 降 多 く の 技 術 を 生 み 、 誰 も 予 想 さ え で き な か っ た 道 具 や 装 世 を こ の世 に も た らした 。 中国 は こ の

西 欧 文 明 に 大 き く 立 ち お く れ た 。 社 会 的 目 的 に 従 属 し た 中 国 の 技 術 は 人 間 的 で あ る が 、 逆 に 人 々 の 予 想

を 越 え た 大 発 見 を も た ら す こ と は で き な か っ た。

す ぐ に 役 立 つ 研 究 は 、 す ぐ に 役 立 た な く な る と 思 う の だ が 、 jiJf 究 は ま ず 何 の 役 に 立 つ の か と 聞 か れ る こ

と が ま す ま す 多 く な った。 行 政 や 企 業 の こ と に は 不 案 内 だ が 、 ど こ か で 実証済みのすく に 役 立 つ 企 画 だ

け で は 、 こ の 目 ま ぐ る し い H寺代に未来はないと思われる 。 よ り 盟 か で 文 化 的 な 地 域 社 会 に は 、 実 践 か ら

一 歩離 れ た 理 論 を 大 切 に す る 風 土 カ、望 まれる 。 ( S .O)  

京都 の景観 と 建 築物 の高 さ(2)

高 度地 区 内 の 高 さ の 許 可 は 、 個 々 の 申 請 を 審 査 し て 、 建 築 審 査 会 の 同 意 を 得 た 上 で 許 可 し て き た 。 最 近ー

ま で は 、 京 都 の 都心 の 最 高 容 積 率 が700% と い う こ と も あ って、 4 5 mを こ え る 建 物 は な か った が 、 地 価 高

騰 、 敷 地 や 建 物 の 大 規 模 化 、 高 度 な 機 能 集 中 要 求 な ど か ら 高 層 建 築 計 画 が 浮 上 し て き た。 そ こ で 、 京 都

の 景 観 の 原 点 を 守 り な が ら 、 都 心 部 の 活 性化 と 新 し い 都 市 景 観 の 創 出 を 目 指 し て 高 さ 及 び 容 積率 の 許可

基 準 を 定 め て 公 表 し た 。 これに対して、 一 般 の 反応 は 、 賛否 両 論 あ る が 高 さ 制 限 を 緩 和 し た と の 印 象 を

持 っ た 者 も 多 く 、 論 議 が な さ れ て い る 。

こ の 基 準 は 、 高 度 地 区 を 定 め た と き に 設 け ら れ た 特 例 許 可 の 運 用 に つ い て 定 め た も の で 、 周 辺 部 を除い

て 許 可 の で き る 範 囲 を 明 雄 に し た も の で あ る 。総 合 的 に 計 画 さ れ た 良 好 な 建 築 物 に 対 し て 、 高 さ 、 容 積

の 割 増 し を 認 め 、 よ り よ い 建 物 の 集 積 を 誘 導 し よ う と す る も の で あ る 。 頭を 抑え ら れ て 壁 状 に 棋 に 広 が

る建物群よりも、整然と通る街路空間を通して、 111なみを望めるよう配慮するとともに、 1 つ l つ の 建

物 が 周 辺 と の 調 和 と 良 好 な 環 境 の 創 出 を 意 識 し て 計 画 さ れ る べ き で あ ろ う 。 高 さ 制 限 の み に よ って新し

い 景 観 の 創 造 が で き る も の で は な く れ う つ り H を 考 え た 計 画 が 必 要 で あ る 。 ( I . K)

建 築 家へ の信 頼感

建 築 家 と い う 言 葉 が 、 か な り 世 間 で 通 用 す る よ う に な っ て 来 た こ と は 喜 ば し い こ と だ。 だ が 、 世 間 で言

わ れ て い る 建 築 家 の 意 味 と 専 門 家 の 使 う 建 築 家 の 意 味 が 大 き く 食 違 って い て は 良 く な い と 思 う 。 自称、

建 築 家 で あ る 我 々 と しては、建築家という 言葉 を 世 間 の 常 識 を 著 し く 変 え る こ と な く 定 義 す る 必 要 が あ

る の で は な い か。 日 本 語 に お け る 建 築家 と い う 言 葉 に 含 ま れ る ニ ュ ア ン ス に は 、 法 律 的 な 資 格 よ り も 画

家 や音楽 家 め よ う に 芸 術 家 の 雰 囲 気 を 感 じ さ せ る も の が あ る よ う だ。 こ れ は 多 分 に 家 と い う 文 字 の 印 象

で は な い か と い う 気 が す る が 、 少 な く と も 建 築 士 と は 違 う の だ と の 認 識 で は 、 我 々 と 世 間 と の 聞 に 矛 盾

は な い よ う に 思 え る 。 だ か ら と い って 、 建 築 家 を 建 設 業 に 所 属 し な い 専 業 の 者 だ け だ と す る 一 部 の 意 見

は 、 一 般 の 常 識 と 食 違 う お そ れ が あ る 。

一 般 の 人 が、一 人 の 建 築 設 計者 を 建 築 士 と 呼 ぶ よ り は 建 築 家 と 呼 ひ‘ たいとしたら、その人の職業形態に

か か わ ら ず 、 き っ と そ の 人 は 誠 実 で 、 親 切 で 、 創 造 性 が 豊 か で 、 安 心 し て 仕 事 を 任 せ る に 足 り る と い う 全

人 格 的 な信 頼 感 を 持 っ て い る か ら だ ろう 。 (A . N)

ピンポイント 爆 撃

意 地 の 張 り 合 い を し た ア メ リ カ と イ ラ ク は つ い に 戦 闘 状 態 に 入 って しま った。 多 国 籍 軍 が さ か ん に イ ラ

クを空爆している 。 我々の世代ではまだ戦争の時の記憶は残 っ ている 。 空室長答報のサイレンが ｊＱ Ｎｾり防空

壕 に 入 れ ら れ て も 非 常 食 に あ り つ け る こ と の ほ う が う れ し か った。 し か し 今 か ら 思 え ば 当 時 の 爆 弾 さ え

も 防 げ な い お 粗 末 な シ ェ ル タ ー で あ った。 多 国 籍 軍 の 威 力 と イ ラ ク 軍 施 設 の み を 攻 撃 目 標 と し て い る こ

と を 誇 示 す る た め で あ ろ う 、 戦 果 を テ レ ビ 放 送 し て い る の を 見 る と ま さ に 情 報 戦 争 で あ る 。 宇 宙 衛 星 か

らすでに綿密な情報を得て、 一 発 が 2 億円もするトマホークミサイルを建物の一番号奇いところへフィー

ト単位で命中させている 。 わ が 国 の 最 近 の 風 の 様 に 軽 い テ ザ イ ン や カ ー テ ン ウ オ ー ル 等 は 爆 風 だ け で あ

っ と い う 聞 に ふ っ と ん で し ま い 、 今 を と き め く イ ン テ リジ ェ ン ト ビ ル な ら 建 築 の 設 備 機 械 と 通 信 施 設 が

集 中 し て い る 屋 上 が 狙 わ れ ビ ル 機 能 を l瞬時に失ってしまうだろう 。 超 過 密 の 大 都 会 で の 被 災 は 想 像 し た

く は な い が 、 戦 火 が い つ ま で も わ が 国 に 及 ば な い 保 障 が な い と す れ は 、 自 衛 の た め の 都 市 計 画 や 建 築 デ ザ

イ ン を 再 構 築 す る か 、 わ が 国 の 国 際 的 役 割 を ど の 様 に 位 置 づ け る か 真 剣 に 議 論 を 尽 く す べ き で あ ろ う 。

一刻 も 早 い 世 界 平 和 の 回 復 を 待 つ ば か り で あ る 。 (M .O)
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三 重 県 議 会 棟 ・ 講 堂

愛 知 県 刈 谷 勤 労 福 祉 会 館 ・ 勤 労 者 総 合 福 祉 セ ン タ 一

一 宮 市 立 市 民 病 院 今 伊 勢 分 院

痴呆性老人専門治療病棟 ・痴呆性老人デイケア施設

鳥 羽 水 族 館 新 館

日 本 港 湾 福 祉 セ ン タ ー (シーパレス日港福) ・港湾 技 能 研 修 セ ン タ ー

中 京 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社 放 送 セ ン タ ー

豊 橋 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー

ユ ー グ リ ー ン 中 津 川 ゴ ル フ 倶 楽 部 ク ラ ブ ハ ウ ス

シ ン コ ー ゴ ル フ f具楽音日ローズコースクラブノ、ウス

東 海iカントリークラブクラブノ、ウス

i掌カントリ - 1具楽音巨クラブノ、ウス

ホリディ・タワー

白 馬 47 ス キ ー 場

日 本 車 輔 有 松 寮

東 邦 ガ ス 内 海 荘

栄 ガ ス ビ ル

日 本 電 装 基 礎 研 究 所

円 山 ニ ッセ イ ビ ル

松下・中日ビル

大 河 内 ビ ル

日 健 総 本 社 ビ ル

ア マ ダ ソ ノ イ ケ 富 士 宮 工 場

ト ン ボ 鉛 筆 新 城 工 場 食 堂 棟

建 て 替 え 期 の 公 共 住 宅

浦 上 和 彦 ・ 根 津 国 穂 ・ 前 田 義 夫 ・ 福 田 一 豊 ・ 中 島

住 宅 を め ぐ る 現 状 と 将 来

・桃 花 台 ニ ュ ー タ ウ ン / 河 合 修 ・ 岩 田 利 通

・大 都 市 の 公 共 住 宅 一 一 公 団 住 宅 建 て 替 え 志 賀 団 地 / 木 全 文 男

・大 都 市 の 公 共 住 宅 一 一 千 種 台 団 地 建 て 替 え / 中 神 俊 土

・高 齢 化 社 会 に 対 応 す る 住 宅 対 策 / 壁 谷 又 嗣 ・ 石 橋 聡

・高 齢 化 社 会 に 対 応 す る 住 宅 対 策 一 一 岡 崎 三 世 代 宅 地 供 給 事 業 / 中 根 鎮 夫

・民 営 集 合 住 宅 / 野 口 浩

23 . 美 濃 坂祝 瓦 一一一坂祝町一一一

24 . 名 古 屋 仏 壇 一 一 名 古 屋 一 一

25. ひ な 人 形 一一一西春町一一

26.  亀山美術口ウ ソク 一 一 亀 山 市 一 一

本誌特集企画 日本建築協 会東海支部特別編集委員会



三重県議会棟・講堂

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

監 理 三 重 県 土 木 部 建 築 営 繕 課 ・ 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 大成・問・日本土建建設工事共同企業体

外観南西面l

1  ，皆平面 図 1  1，000 
外観南東而
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近年、社会が多様化する 中にあ って 、県政として

の談会機能は、県民の期待に応えるべくますます

重聖書な位置を占めていく こ とと思われます。

三重県議会棟の今 回の改築は、旧談会棟の狭あ い

化に併い、 この様な ニーズに応 える為 、談会練 の

独自性の硲立と機能の充実と共に、議会活動が21

世紀という新しい時代に対応し、 l井lかれた談会と

して県民サービスの充足に役立つZJ>; を基本コンセ

プトに計画されました。配置計聞は 、旧談会練の

跡地約2600m'に、談会活動を中断する事な く建設

を進めるという ft;1j 約の 中で、西側IJ 居住地域への日

Ｉ ［Ａ ｾ等周辺環境に 配 ｲＦ すると共に、談 会 れ ＱＱ 独自の正

面性を持たせ、既設行政棟を含めた県施設として

一体性のある建築織成を目指し 、メインアプ ロー

チより 続〈独自の ロータリーを前庭にシンメトリ

ーなファサードの言葉会練、前面道路に対し低くお

さえられた傾斜屋根の講堂線 、それらの建物のヴ

ォ リュームを対称させる形で表現し ている。

外装は、 全体 を柔らか い色調と テクスチャー を持

つ花筒石 (ジ ェ ッ トバーナー仕上) て7互い、県政

の y ンポルとして 、重厚感と風格のあるイメ ー ジ

とし、南町に! 孔最を写し込むハーフミラーのカー

テンウオールや柔らかな 曲面の壁を加え、正面性

を強調するシン ポリ y クなデザイ ンと している 。

内装については、木材を仕上全体の基調材として

使用する ｾ ｊ Ｇ［ により全体の統 一 感と務ちつきを持た

せ、また、 ｾ［ｕ ｬ￈材や県にちなむものを各部のしつ

らえのモチーフとして 、三重らしいオリジ ナリテ

ィの表現をテー 7 としている 。

最後に、こ の新議会練が県政の発展と 議会活動の

核とな ってその役割を果たす事を JiH待して 止みま

せん。 ( 森島敬美/ 束知i建築事務所)

所 在 地 三 重 県 津 市 広 明 町 13

敷地面積 34 ，819. 92m'  

建築面積 3，05 1.4 1  m' 

延床菌積 15 ，298 .27 m
'  

構造規模 S R C、B2F 、6F、P 2

工 期 1988年 9 月- 1990年 11月

最 寄 駅 近 鉄 名 古 屋 一 伊 勢 線 津 駅

嫌 影 ss名古屋

正面I見上げ

エ ン トランスホ ーノレ
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外観北西面

愛知県刈谷勤労福祉会館・勤労者総合福祉センター

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 熊谷 組 ・角文建設共同企業体

外観述望

34 

所 在 地 刈 谷 市 井 ヶ 谷 町 松 ヶ 崎

敷 地 面 積 14 ，235( 全 体54 ，063) m'  

建 築 面 積 4 ，426. 93m'  

延 床 面 積 6，083 .03 m
'  

構造規模 5 RC、B IF 、3F

工 期 昭 和63年 7 月ー平成元年 12月

最 寄 駅 名 鉄 本線知 立 駅

撮 影 5 5名 古 屋

エントランスホール



敷地は刈谷市の北部 ・井ヶ谷町にある 。 この一倍

は周長 3 kmの洲原池を中心とした、般の名所やか

きっぱたの群沼地、大学のキ ャンパスなど良好な

環境に恵まれた景勝の地である 。敷地形状は前面

道路部分が低〈、中央が高くて、奥に向か つて低

くなり、自然林を介して洲原池に接する丘陵地 と

なっている 。 この丘陵地に、宿泊客も利用できる

施設としてこの会館が建設され、 f也に温水プール

やロ ンジ、テニスコ ートを含めた レクリェーンヨ

ンゾー ンを 構成している 。

配 置 図

外観南西前

配置計画では、敷地の条件を生かして、中央に広 の段床ホールは敷地の形状を生かし、階段状に客

場を設け、各施設と外部空間のパターンを扇状に拡 席を下げ、客席と舞台との一体感が得られ易い同

がる柔らかな曲線上に配して恵まれた環境を生か 形のホールとした 。宿泊部門は中庭を設け 、池側

すように自己「伝した 。建物の外壁も大きな曲面と、 の眺望の良い 2 、3 p 皆に配置することにより、他

地沿いの自然林を映し出すハーフミラ ーのカーテ の昔日門から分縦して独立性を雌保した 。

ンウオールを用いている 。 建物は高さを広場開IJ に対して順次低くして、温水

広場に接する建物の中央にエントランスホールを プールや ロッジの高さと調和させ、広場を囲んだ

設け、これにオープンなロビーを連続させて、利 キャノピーを設け、自然と融和した施設とするよ

用客の集中するホール ・食堂・多目的ホール ・体 う心がけた 。

育館を配置するわかり易い平面とした 。512名収容 ( 伊藤1喜朗/ 安井建築設計事務所)

大ホール
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一富市立市民病院今伊勢分院

痴呆性老人専門治療病棟・痴呆性老人ディケア施設

設計指導 名古 屋大学工学部建築学科柳津研究室

設計監理 一 富市建築部建築住宅課

伊藤建築設計事務所

施 工 前田 ・中村建設建設共同企業体

電気 沖 ・奥 村 建 設 共 同 企業体

衛生 川 崎 ・ 村 川 建設共同企業体

空調 大気社 ・大奥建設建設共同企業体

2 階 平面図 I  :  800 
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④ 

所 在 地 愛知 県一宮市今 伊 勢町宮後字郷中茶原

敷 地面積 10 ，109m'  

建築面積 4，104m'  

延 床面積 10，8 10m'  

事陣造規模 R C、 B IF 、 5F

工 期 1989年 l 月一 1990年 3 月

最 寄 駅 名 鉄 名 古 屋 本 線 今 伊 勢 駅

撮 影 55名古屋

東西断面図 I  :  800 



日 僻 化 が急、ピ ンチ で 進 む な か 、 痴 呆 性 老 人 の 介 設

は 、 家 庭 や 地 域 に と っ て 、 さ し せ ま っ て解 決 す べ

き重要 談 姻 と さ れ て いる 。 一 富市 では、 他 の 自 治

体 に 先 駆 け て 、 痴呆 性 老 人へ の保健、 医療 対t誌の

一 広 ｬ ｩ として、当院に痴呆セ ｊ Ｚ ｾ 人専 門 治療病 棟 なら

び に デ ィ ケ ア 施 設 の 挫 訟 を 計 l幽 し 、 社 団 法 人地 域

問 題 研 究 所 に そ の 基 本 調 査 を委託し た。調査は、

名 古 屋 大学 工 学部 建築 学科 柳 津 研 究室 が担当し、

今 度 の 建 設 は その 基 本 調 査 報告 書 に あ る 基本 計 画

に 基 づい て 建設さ れたも の で あ る。

敷地 の 周 囲 は 中学 校 の キ ャンパスと 、 低 層 の 住 宅

地 で あ る た め 、 騒 音 や 日 !!I¥の 点からは良好な療事是

正日i境と 云 え る が 、 四 周 の 公i立 が 狭 〈 、 道路 1隔工l に

4 軍事号、

， 
e  

2 階機能回復訓練室

よ る 高 さ 制 限 な ど 、 土 地 の 利 用 計 画 に は 大 き な 制 5 階 に は 機 械室 等 を 配 置 し て い る 。 ま た 、 施 設 規

約 と な った。 敷 地の 広 さ は 約 10 ，000111' あ り 、 建 設 棋 が 拡 大 し た た め に 能 力 不 足 と な る 給 食 部門 と、

場 所 は そ の 中 で 峨ー の オ ー プ ン ス ペ ー ス で あ っ た エネノレギー供給音I1門 を夫々 1 1指と 地下 l 階 に 組 み

南 fJIIJ の l駐単場と 、一 昔I1の 病 微 を取 り 域l し た 跡 の 敷 込 ん で い る 。

t也の 東 南料品約 2，200 m' の晋11分と した。 ここに 全 体 設 計 に あ た っては、 「住 ま い に 近 い 環 境 づ く りJ

を地下 1 1暗 ・地上 5 階 で 1 械 に ま と め て い る 。 こ 「分 か りや す い 半 面 J rやさ し い 病 院J r安 全 な

れ は 近 い 将 来 全 面 的 な 再 強 制jiが 求 め ら れ た 時 の た 病 院」 を そのコ ン セ プ トと した。

め に 少 し で も オ ー プ ン ス ペー ス を 残 し て お く こ と 地域 の 中核 病 院 と し て 強 制il さ れ た 当 院 が 、 地域 医

が 必 要だ った か ら で も あ る 。 療 と社 会福 祉 に 大 きく貢 献 す る と 共 に 今後 各 自 治

1  1滑 に は 痴 呆 性 老 人 デ ィケア 施 設 、 2 階 に は 機 体 で進 め ら れ る で あ ろう 痴 呆性 老 人へ の保 健 と 医

能 回 復 訓 練室 と 痴 呆 性 老 人 専 門 治 療 病棟 50床、 3 療 対 策 の た め の 施 設 整備 のモデノレ ケ ー ス に な れ ば

・4 階 に は 築 後30年 を 経 過 し た 病 棟 と 、一 部 撤去 と願 っ ている。

す る こ と に な っ た 病隙 に 対 応 す る 一 般 病棟 127 床 、 ( 森口雅文 ・伊 藤 新一 / 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 )

外観北京f( u l 階テV ヶア訓練笠
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全策 (海{同o

鳥 羽 水 族 館 新 館

設計施工 大成建設名古屋支庖

所 在 地 三 重 県鳥羽市鳥羽三 丁 目1484- 112

敷 地面積 15 ，807 .394 m'  

建築面積 8，439 .363 m
'  

延床面積 14 ，661 .241 m'  

構造規模 R C( 一部 S R C) 、5F

工 期 1989年 3 月一1990年 7 月

最 寄 駅 近 鉄 鳥 羽 線 鳥 羽 駅

撮 影 セ ンタ ーフ ォ ト

配置図 I  :  4，∞o  



}_:，) 羽水族館は 、リ ゾート法施行後、 三 塁 以 サ ン ベ ル ト ゾ ー ン 計 闘 が 、 第 一

号に Ｑｾ ｩｩＲＮ された 中、 伊勢 ・ 志摩国立公国 ｬ 内における ｉ ｾ ｦｬ 発の中絞を成す施設

として、 r21世紀の超水族自官』 を メ イ ン テ ー マ に 、 仰 げ た 。

当地訟は、人気動物を含め位矧も多〈、制Ｇｴ￬Ｇ笑符 Ｑ ・ Ｑ 学術研究の評 価 もｬＮ Ｚｾｪ <、

レジャー要素の他、博物館相当の機能も Ｑｾｩｩ えており、入館者数も全国ーの

尖 紋 を 誇 っている 。 その施設の、スケーノレア ンプ を 目 的 と し た 。

;H闘にあたり 、新 し い 水 族 館 の あ り 万 展 示 内 容 の 演 出 ・ l 日 3 万 人 の 収

容規棋と客動線 ・ 水槽配置 ・ ｩ 革過設 Ｑｾ ｩ ￬ 飼 育 ス ペ ー ス ・海 水 取 水 施 設 ・コ

ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン 、大 型 建 築 の レ イ ア ウ トに 絡 み 、係々な 問 題を 、有 機的

・立 体 的 に 監 理 し 、 解 決 し た 。

特 徴 と し て 、 A fJl1・ B C E練・ D F 棟・ プ ラ ザ隙 の 4 慌 て叶品成 ( 2  Jtf l工ε1'. の

G  H  1 隙 を加 え 完 成 )。 中央にエントランスプラザを自己し 、 2 l'皆ifit1li1l に 観 客

mメインスト リー ト を 直 線 的 に 設 け 名 煉 に ア プ ロ ー チ し て い く 。 各都Ii では

11明々にテー 7 を 持 つ 展 示 内 谷 に 依 り 、 世 界 の if i J ，を特徴付けた 8 つ め ギ ャ ラ

リーで柿成し 、 自然環境の中て官、づく1 I f IJ 物述のヨ与をゆ{ 出した 。 1 階部分に、

il&: 過 設 備 ・大 型 建 築 設 備i等 を 計 画 し 、 メ ン テ ナ ン ス の 合 理 化 を 図 り 、 メ イ

ン ス ト リ ー ト の 階 下 に 、 プ ラ ン ト 及 びエネノレギーのメインノレートを配した 。

外観の彩色は、街並みを窓識し、 Ｎｃｾ ［� ｪ 市のウォーターフロント整備計画と

の 調 和 を 踏 ま え 、 海 側 か ら の 気 鋭 も 充 分 意 識 し た も の と し た 。

( 小 菅 敏 彦 / 大 成 建 設 )
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A 棟 2 ，皆平面図 1  1，000 
BC E 棟 3 階 平面図 1  :  1，000 
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日本港湾福祉センター( シーパレス日港福)

港 湾 技 能 研 修 セ ン タ ー

設 計 監 理 東 海 設 計 ( 小 坂 忠 勝 )

施 工 日本港湾福祉セ ンター/ 五洋建設・熊谷組・鹿島建設・清水建設共同企業体

港湾技能研修センター/ 研修・宿泊練 実習 ・実験棟 清 水 建 設 屋外施設 五 洋 建 設

全1;t 烏回世
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所 在 地

敷 地面積

建築面積

延 床面積

構造規模

工 期

最 寄 駅

ホテル煉 ( SRC、81F、l OF)

愛知県豊橋市神野新田町字ミノ割 1- 3 他

日本港湾福祉センター 港湾技能研修センター

56 .770 .00m' 28 .385 .74m'  

7，635 .07m'  2，931 .01 m'  

16 .063. 74m'  6 .254 .83m' 

ホテル綾子ニ]，.1- 刈( 別記) 研修・宿泊棟 Ｈｾｉｊｬ ￨ Ｉ

従業員宿泊棟RC、2F 実習・実験棟S 、2F

昭和62年4月- 63年11 月 昭和62年3月- 63年3月

新幹線・東海道本線 ・名 鉄 本 線 豊 橋 駅

撮 影 SS名古屋

配置図

---------::-
w  



テニス煉・夜景(RC. 平家)

港i l ' J 技能研修センター全景

吋1式

Fξ 

ホテル棟 アトリ ウム

fl ! ' i l ' l 技能研修センター 研修 ・宿泊棟 ( RC、6F)
管 理t車( S、2F )

豊橋市の西方、三河湾を臨む地 に建設されたこの 度からも速く三河湾を臨む事が出来るよう 、眺望

施設は、全国港湾労働者の厚生施設の一環として、 に配慮. している 。

社団法人日本港湾福利厚生協会が建設したもので 屋内テニス棟はサスペンション膜構造を採用し、

ある 。 透光性 ・開放感のあ るスポーツ空間を、また、屋

敷地は、海岸沿いの遊水池の一昔11を浬め立てた土 内温水プール棟には、大架術 木構造を採用し て木

地も 含まれているが、 地盤の液状化が懸念される 質の親しみ、開放感と大ス パンに よる大空間が、

地域であるため、液状化対策を講 じる 必要があり、 レジャー施設としての空間を 創り出 している 。

その対策として 、グラ ベ ルドレーン工法を採用し 其の他、屋外レジャ ー施設としてテニスコート ・

ている 。 i主波 プール ・流水プール・スライダー及び遊水池

これ等施設は 、ホテル棟 ・屋内温水プール練 ・テ を利用してのウォータ ー レジャー等がある 。

〆

ニス練 ・屋外レ ジャ ー施設の他、 雇用促進事業団 隣接した敷地に建設 され ている、港湾技能研修セ

により建設された研修会議棟・管濯機及び屋外多 ンターは、財団法人港湾労働安定協会による港湾

目的広場等から成 って いる 。 労働者の為の職業訓練施設で雇用促進事業団 より

ホテル棟 l 階ロビーには 1 1渚より 5 階を通しての 一部助成金を受けて 、合築されたものである 。

アトリウムを設け、宿泊室部分とパプリ y クス これ等施設は研修生のための宿泊所及び研修所て‘

ペースとの一体化を図ると共に宿泊客に開放的な ある研修宿泊棟 ・実習実験棟・ ガントリークレーン

親しみを持てる空間を提供している 。 の他、大型特殊自動車 ・けん引率及び大型自動車

宿泊室は各室バルコニー付て.' 35m' - 5 5m' と広〈、 等の指定特殊自動車教習所等から成っている 。

一般ホテルよりゆったりした間取りとし、どの部 ( 松上治生/ 東海設計)

研修会議棟・ 玄関
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中京テレビ放送株式会社放送センター

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 林 組 名 古 屋 支 庖

電 気 卜ーヱネ ック

衛生・空調 須 賀 工 業・大気社

昇降機 目立製 作 所

中京テレビ放送株式会社は、 1969年の 4 月に開局

した中京圏をサービスエリアとする U H F 民間放

送局である 。

この放送センターは、開局20周年を機に番組の制

作から送出に至るまでの、放送機構の一元化 をは

かるために、放送局の心臓部とも云える部分の建

設が計画され、 1990年10月に竣工したものである。

建設計画の契機とな ったのは、 一つには、開局以

来20年間休みなく使ってきた 7 スター設備と、そ

れをサポートする建築設備の更新の時期がせま っ

ていたこと、次に、高度に情報化 された時代の要

請に応えて、 24時間放送体勢に備えたシステムと

設備の導入が必要とされてきたこと、さらに、 地

域のテレビ局としては自主番組の制作は大きな課

題であり、とりわけ情報番組やニ ュース番組の強

化充実をはかるためには、ぜひとも情報センター

の設置が必要であった。その上業容の拡大による

執務ス ペースの不足にも早急に対処しなければな

らなか った。

敷地は、名古屋市東部の丘陵地 で、その過半が第

一種住居専用地域 ・第一種高度地区 ・第一種風致

地区 ・文教地区に指定された良好な住環境にあり、

法律上の規制は当然のことであるが、環境の保全

には最大限に注意を払わねばならなか った。施設

全体は 4 層にまとめており、法的には 地下 2 階、

地上 2 階と呼称されているが、そのほとんどが地

下に設けられており、丘陵地の斜面の一部を建物

におきかえた形となっている。地下 2 階に熱源 ・

電源設備室、 地下 l 階にマスター室、 l 階に ニュ

ースセンターを含む情報センタ 一、 2 階を制作部

門にあてている。

(森口雅文 ・渡辺国雄/ 伊藤建築設計事務所)

東面外観

所 在 地 名 古 屋 市昭和区高峯町

敷地面積 12 ，768m'  

建築面積 1，419m
'  

延床面積 5，044附

構造規模 S R C 、B2 F 、2 F

工 期 1989年 8 月 - 1990年 10月

最 寄 駅 前パ ス妙見町

撮 影 加藤敏明

ニュースセ ンター (1)

ニュー スセンター (2)
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柳生川 よリ望む
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豊 橋 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鴻池組名 古屋支庖

電 気 中央電気工事

衛生空調 大気社

昇 降 機 豊 島
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生川

ｾｦｲ 常 赤 十字 ｉｦｬ ｬ 液セ ン ターは、昭和 Ｔ Ｓ 年 ＲＱ 橋市橋良

町 に愛知県赤十 字 ｊｊｕＮ液センタ ＭｾｦｲＧ 号 支 所として 開

設された 。昭和46年に独立以来、愛知県東部地域

の血液卒業をすすめてきた 。当初、年間の献血者

は 1 万 5 千人を想定していたが、 平成元年度には

7 万人を越えるようになり、製剤 ・検査の処理能

力の向上のために、また血液製剤l方法の変化 ( 全

血製剤か ら成分製剤 ) に対応するためにも、三河

港に jli- ぃ柳生 川友岸に新しい施設を新築 ・移転した 。

血液セ ンターの業務は、高度な品質管理の もとに

採血ー検査 一製剤卜供給というー速の作業をい か

に迅速円滑に行うかに かかる 。特に採肌 ・供給部門

は、各地より 血液 を集める採血車と、需要に応じ医

療機関へ製薬を属ける供給車両に係わる人と物の

出入りが頻繁である 。これ らの車両と直接関連す

る部門 をまとめて本館 l 階に配置し、外部サービ

スヤードをはさんで大小の車庫 を設けること に よ

り、錯綜しがちな動線を整理し、短縮化している 。

また業務のフ ローに従って 21滑には検査 ・製剤音11

門、 3 階には事務部門を設け、全館にわたり明快

な動線の確保に努め た。基本的には各階ワンルー

ム方式を採用し、間仕切り は最少必要限とし、将

来のレイアウト変更に対応できるようにした 。玄

関ホ ールに隣接して設けたオ ープン形式の採血室

は、献 lU l 者との応対を重視しながら看護婦の作業

能率の向上をはか っている 。

( 森口雅文 ・鈴木賢一/ 伊藤建築設計事務所)

所 在 地 愛 知 県 豊 橋 市 東 脇三丁目

敷 地 面 積 3，01 4 m
'  

建築面積 1  ，204 m'  

延床面積 2，166 m'  

権造規模 R C、 3F 他

工 期 1989年 6 月一1990年 3 月

最 寄 駅 J R東海道本線豊橋駅

撮 影 55 名 古 屋

玄関ホール
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正面外観

ユーグリーン中津川ゴルフ倶楽部クラブハウス

設計施工 竹 中工務庖

46 



中央アルプス、御岳山、笠笹山を 一望のもとに、

水 と緑に恵まれたこの青木ヶ l京高原に位i I T してい

ます。地元 中津川商工会議所とユニー株式会社が、

市の発展の氷年の夢、として結実したものです。

コゴe ルフ を通じてのコミユ ニケ一シヨンの場として、

一般的なクラフ

クテイフブ，対応のてで鍋き る特別専用ス ぺ一スを設け 、

管管-哩連型II 走述E営の答易さと省人化をは均か‘ りながら 、シン

プルなプランを目指しています 。

「ヨーロ ッパ調」という 、あえて決然、としたテ ー

? のもとに、エキゾチ ックな芥囲気をねらいまし

た。エントラ ンス キャノピーや建物両端の屋根に

は、長崎 「グラパー邸 J の多角寄煉屋根のモチー

フを採用し 、i l A 行する大屋恨は 、 コンパクトなプ

ランでありながら、変化に富んだ形態を芯図して

います。 また、外壁には 、二丁掛と小口併用のス

クラ ッチタイルによりヨーロ ッパ的な壁面を構成

しています。更に要所要所には 、現地産の$ : : 那錆

石を使い 、柱製 ・窓台 ・パラペ y ト等の造りの充

笑をはかっています。

最近の過剰とも思える高級化の 中にあ って 、節度

ある豊かさがインテリアにもとめ られました 。 j羊

似の天井 と、ほの白いスタ ッコの壁により、重苦

しくなく 、暖かみのある落ついた雰囲気にバラン

スさせる事をねら っています。 ロビー、ラウンジ 、

レストランへと一体化 したのびやかな空間 を、ウ

ッディな雰囲気につつみ込んでいます。

ロビーの陶板は、当地出身の日本画の大家てーある

前回青市11の 「出臨むを拡大製作したものです。

( 古田隊司/ 竹 中工務庖 )

所 在 地 岐阜県中津川市茄子川字中垣外 1688- 4

敷地面積 89，099 m'  

建築面積 2，582 m
'  

延床面積 4，149m'  

構造規模 R C、(屋根S ) 、BI F、2F

工 期 1989年 9 月ー1990年 9 月

最 寄 駅 J R中央本線中津川駅

撮 影 車田写真事務所

配置図

口

北京 よりI持室 ・ラウンジ を見 る
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2 階平面図 1  :  1200 

エ ントランスロビ一、フロントを見る
l '皆平面図 1  :  1200 
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エグゼクテ ィブラウ ンジの テラ ス

- 屋根伏図 1  :  1200 

断面図

エ グゼクテ ィブラ ウ ンジ
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シンコーコルフ倶楽部ローズコースクラブh ウス

設計監理 東海設計( 小坂忠勝)

施 工 清 水 建 設 名 古 屋 支 庖

50 
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所 在 地 般 阜 県 可 児 市 西 怜 子 125-1

敷地面積 16，739. 82 m'  

建築面積 3，11 8 .39 m'  

延床面積 4，289 .63 m'  

情造規模 R C、一部 S 、2 F

工 期 1988年 10月一1989年 9 月

最 寄 駅 名 鉄 広 見 線 西 可 児 駅

撮 影 5 5 名古屋

ゴルフにおける五立大の楽しみは、何はともあれ、

コースをプレイして一汗流した後の一杯のビーノレ、

そ し て 友 と の 諮 ら い の 中 に こ そ あ る だ ろ う 。 この

楽 し み を 、 男 性 の み な ら ず 女 性 や 家 族 共 々 、 心 ゆ

く ま で 満 喫 さ せ て く れ る 空 間 を 演 出 し 、 提 供 す る

こと 。 これ が こ の ク ラ ブ ハ ウ ス を 計 画 す る に 際 し

て の 基 本 理 念 で あ った。

ンン コ ー ゴ ル フ 倶 楽 部 ロ ー ズ コ ー ス は 、 名 古 屋 市

近 郊 の 縁 箆 か な 可 児 の 丘 陵 地 に オ ー プ ン し た ば か

り の 新 設 ゴ ル フ 場 で あ る 。施 主 は 、 ウ y デ ィ な 感

覚 と 本 物 志 向 を キ ャ ッチ フ レ ー ズ に 、 幅 広 く 、 戸

建 住 宅 や マ ン ン ョ ン を 供 給 し て い る 地 元 業 者。 ゴ

ル フ 事 業 へ は 初 参 入 で あ り 、 流 行 に 流 き れ な い 本

物 の ク ラ ブ ハ ウ ス を つ く ろ う と い う 熱 い 恕 い が ス

タ ッフ 全 員 に み な ぎ っていた 。

計 画 に あ た って は 、 女 性 専 用 の ロ ッカー ル ー ム や

浴室を優先的に確保し、ファミリーレベノレの少人

数に対応する個室化されたコンペノレームを設ける

等 、 一 味 違 う 空 間 構 成 を め ざ し た 。 ま た 浴 室 の 洗

い 場 や 女 子 化 粧 室 の 隔 板 、 男 子 便 所 の ブ ー ス 化 等 、

す べ て 快 適 な プ ラ イ ベ ー ト ス ペ ー ス づ く り に 工 夫

を こ ら し た も の で あ る 。床 仕 上 げ の 決 定 は 、 あ る

窓 味 で ク ラ ブ ハ ウ ス 設 計 の キ ー ポ イ ン ト で あ る 。

ロビ ー の特設ノ叫ノレカーペ y ト 、 便 所 の 弾 性 ゴ ム

シー ト 、 ロ ンカ ー ル ー ム の 板 敷 、 浴 室 の 青 石 等 、

い ず れ も ス パ イ ク シ ュ ー ズ や 紫 足 で の 、 徹 底 し た

機 能 性 と 快 適 性 を 追 求 し て 、 慎 重 な 検 討 の 上 に 決

定 さ れ た も の で あ る 。

そ の デ ザ イ ン 手 法 は 、 一 見 相 反 す る よ う に み え る 、

和 と 洋 、 古 典 と 現 代 、 自 然 的 な も の と 人 工 的 な も

の 、 軽 い も の と 重 い も の 、 溢 か い も の と 冷 た い も

の 等 を 意 図 的 に 並 置 し 、 そ の 融 合 と 対 立 の 緊 張 関

係の中に、i ' ! t かな空間lが 生 ま れ る こ と を め ざ し た 。

デ ザ イ ン モ チ ー フ は 、和風をベースにしているが、

そ れ に こ だ わ る こ と な く 、 新 し い 空 間 を 創 り 出 す

こ と を 意 図 し た 。

全体 と し て 、 落 清 い た 外 観 と イ ン テ リ ア に な っ て

いるが、 エ ン ト ラ ン ス ロ ビ ー に は 、 枯 山 水 を 現 代

風 に ア レ ン ジ し た 中 庭 を 取 り 込 み 、 加 藤 卓 男 氏 作

の ラ ス タ ー 彩 壁 画 と メ イ ン 階 段 の ブ ロンズ手摺、

間 接 照 明 を 組 み 込 ん だ 米 松 練 付 合 板 の 段 状 天 井 が

一 体 と な っ て 華 や か な 空 間 の 広 が り を 演 出 し て い

る 。 ( 岡 本 光 生 / 東 海 設 計)

配置 1階平面図 1  :  1，500 

外観東国

便 所 軽食 コー ナー

浴室

2 階平面図 l ・1，500
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東海カントリークラブクラフン、ゥス

設計施工 大林組名古屋支庖

所 在 地 愛 知 県 豊 川市 平尾町糠J l I I I- 31

敷地面積 9∞，000 .00 m'  

建築面積 2，779 .83 m'  

延床面積 3，710 .34
m

'  

車膏造規模 RC、S、B I F、2 F

工 期 1989年 2 月一 1990年 3 月

最 寄 駅 名 鉄本線国 府 駅

撮 影 ss 名古屋

東海カ ン トリークラブは昭和36年にオー プンした 外観は素焼瓦の屋似とコ ン トラストをなす、スタ はエントランスホールの吹抜を 通 って、ゆ った り

ゴルフ場で、笠知県下有数の名 門 クラブです。この ッコの白壁で構成され、スポーツとしてのゴルフ した階段で結ばれています。内部空間は木剰の111.

時代のほとんどのハウスがそうであるように、手 の健全さと、伝統あるメンバーシ ップの風絡 を表 ! 平感と プラスターのア y トホームな材質感を基澗

狭 ・老朽化が進んでお り、 30周年を迎えるにあた 現しています。平面計画はプレーヤーゾーンの動 とし 、要所にト y プライトを設け充分な自然保光

り、その記念事業の一 環として建て替えられるこ 線の明確化と管理11ゾー ンの合理化、単純化に留意 を採り入れてお り、明 るくて/ " ' '/ クな空間椛成 と

とにな りました 。新しいクラブハウスは 30年間に して決定されました 。広〈明るいエントランスホ しています。

育てあげられた樹木や環境になじませるとともに、 ールを 軸 として右に ロ y カ一室、浴室、 脱衣室 な また、エントランスホールには当クラブの会民で

氷年にわたって税しまれた l日ハウスのイメージを どのプレイヤーゾーンをまとめ、左に管 理 ゾーン ある平 川敏夫画伯の作品が彩を添え、歴史ある |百l

継承し、スパニ ツンユを基調としたデザインとし である管理事務室、カート置場等の諸室を配置し クラブに漠然とした趣を 1mえております。

ました 。 ました 。 2 階部分一一談話室 ・食堂 ・コンペ室等 ( 鈴木一義/ 大林組名古屋支広設計部)
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エ ン トランスホーノレ

コン ペル ー ム
2 階 レ ス ト ラ ン

⑧ 

l '皆平面 図 1: I  ，000 n皆平面図 1: I  ，000 

( ! 3 ε二D
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津カントリー倶楽部クラフン、ウス

設計施工 大成建設名古屋支庖

吹抜け

54 

所 在 地

敷地面積

建築面積

延床面積

情造規模

工 期

最 寄 駅

三重県，章市片回薬王寺町他

1，581 ，060 .00
m

'  

4，168. 88 m'  

4，499. 27 m' 

S 、一部 R C、 B I F 、2 F

平成元年 9 月一平 成 2 年 6 月

近畿日本鉄道津駅

1畳 影 ss 名 古 屋



エントランス ロビー

ジャンポ尾崎の設計監修に依り、コースは、世界 表現し、全体的に高さを tf J l え、自然との調和を図 スケールの落着いたクラブハウスの実現を目指し

を目指す名門コースとして 111) られ、クラブハウス りながら表情の箆かさの表現に努めた 。 また、こ た。そのため内外装をイギリスから輸入したビク

もこのコースに相応しく、また、当倶楽部のコン れらの僚で固まれた部分には中庭を配し、オープ トリア王朝時代の古いレンガや自然、石、無垢の木、

セプトであ る 「インテリジェントクラブライフ」 ンな廊下で接続する事に依り中庭の雰囲気を楽し 或いは漆喰塗を採用し、自然の素材をふんだんに

の具現化を要求された 。 この機なクラブハウスの みながら、抵抗なくそれぞれの棟へアプローチ出 使用した重厚感のある温かみにあふれたムードを

設計に担り、先ずこの豊かな自然環境との調和と 来る様に考えた 。ク ラブハウスのデザインコンセ 演出した 。 また、オーナーに依り世界から集めら

ユトリのある建物のレイアウトを前提とした 。 プトとしては、華美に過ぎたクラブハウスが出来 れたアートコレクションがクラブハウスのあちこ

具体的にはクラブハウスの主たる機能を 3 つにま る中でクラブハウスの原点でもあるレジデ ンシャ ちに展示され、他にはないオリジナルな、まさに

とめ、この 3 つの機能をレベル的に多少の変化を ルなカントリ ー ライフスタイルを意識し、ポリュ 当倶楽部のコ ンセプト 「インテリジエントクラブライフ」

持たせながらそれぞれ独立した棟 ( 方形屋根 ) で ウムで勝負するよりはア ッ トホームなヒューマン を実現すべ〈努力した。 ( 川地正数/ 大成建設)

役只室
レストラン
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ホリテ三ィ・タワー

設計監理 大成建設名古屋支庖

協 力アトリヱモブ( 伊藤隆道)

藤原ー建築設計事務所

施 工 大成建設・日本国土開発・銭高組共同企業体

所 在 地 愛 知 県 豊 橋市藤沢町 141番 地

敷 地面積 58，342. 70附

建築面積 7、116.80 m'  

延床面積 33，495.  10m'  

構造規模 S 、B2F 、3 1F

工 期 1989年 l 月一1990年 9 月

最 寄 駅 J R東海道新幹線豊橋駅

j量 影 セ ンヲ ーフ ォ ト

⑧ 配置 l 階平面図

l 階エ ン トランスホーノレ

1，500 



当地設は、 J R 型 的 駅 新 幹 線 口 よ り 南 西 2 kmに 位 ン施設の機能拡充を主 眼と している 。 ｾｴｾ 町地区は

出 し 、 敷 地 内 に 既 存 ホ テ ル ( ホ リディ ・イ ン 型 紙 ・ 勿 論 、 名 古 屋 凶 内 に お い て も 注 目 を 集 め る シ テ ィ

B I - I0F ) を始め 、 シヨ ンピング地主主 ・映画館・ リゾートｾ超高層ホテノレとして、また、国際ホテ

ス ポ ー ツ 地主主 ( ア イ ス ス ケ ー ト 場 ・ ポ ー リ ン グ 場 ノレチェーンのー伎として 、そ の公共性をi ! 'l j < 認 識

・プーノレ等) 等の 諸 施 設 を 有 し 、 北11111 が ホ テ ル 中 し た 上 で 盟 怖 の 新 し い 副 都 心 と し て の 役 割l を 十 分

心 地 設 、 南11111 が 物i仮 中 心 地 設 と し て 敷 地 の 機 能 ブ に 発 搬 す る ラ ン ド マ ー ク た り 得 る こ と を テ ー ? と

ロ ッ ク 分 割 を 行 い 、 総 合 レ ジ ャ ー 施 設 を 構 成 し で した 。

いる 。 地 上 1 1 2 Mの ホ リ デ ィ タ ワ ー は 、 中 部 地 区 最 高の

今 回 ホ リ デ ィタワーは 、21世 紀 に I"J け 発 展 を 続 け 高 さ を 誇 り 、 ス カ イ ラ ウ ン ジ ( 3 0 F ) や フ レ ン チ

る 笠 怖 市 の 「 サ イ エ ン ス ク リ エ イ ト 21J な ど の 国 レストラ ン ( 29 F ) か ら の 眺 望 は す ば ら し い 。 客

際化への動きに対応して、ホテノレ ・コンペンンョ 室 は 379 室 を 有 し 、世! t 存ホテノレを加えると計 505

2 附J長:i!

1  ｾ皆大宴会場 ＨＴ ， ＰＰＰ 人収主主Ｉ

室 と な る 。 ま た 、 コ ン ベ ン ン ヨ ン 施 設 と し て ホ リ

ディホーノレ( ホワイエを含め最大収容人以 4 ，000

人 ・ホーノレ部分 1，531 111') を低層膏I1に 接 続 し て お

り、 Ａδ 附 ｩＭＧｊ の 守在 ｻｩｩｩｪ などにより国際化を続けるｾ紙

市 の 国 内 外 の エ グセ' クティプビジネス 7 ン が使 則

するに) E りるプレステージと合理性を持 っ た地足立

づく りをしている 。

J I ! に付帯地殻として、今後の多目的な利用形態に

対応できるようにチャペノレ ・人 工 滝 や 池 ・屋 外 プ

- J レを配した中庭を計画している 。

( 倉 岡 誠 一 / 大 成 怨 設 )

ＳＰｾ 皆スカイラウンジ
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d  ， 

白鳥47(HAKUBA FORTY  SEVEN) スキー場は中京テレ を最大限に生かしたコースづくりは 、環境の保全 質 7 ヵ月 ) 位体の一部をのぞき 、すべて乾式工法

ビクソトープの 中京テレ ビ リゾート企画により開発さ にも万全を期している 。 を係用している 。 シンプルな形に微し、耐候性の

れ 、1990年 12月 1 日に 開場した 。 日本有数のスキ 主婆施設は、約2，000台を収容する駐車場の 中心に ある索材をi i ' l び、厳しい気候条件を克服すること

ーエ リアを誇る白馬 山麓の 中心地、 ちょうど八方 あるベースセンターとゲレンデにあるアルパイン の工夫をしながら、安全な施設づくりを心がけた 。

尾根と五竜とおみスキー場の間の北斜面に 、一宮11 センターで、これらは 8 人采りのゴンドラで結ば fil j設な 中にも焔設全体を通じてのカラーコンディ

の険しい斜面を克服して、 日本国内ではめずらし れている 。ベースセンターはスキー場に迎え入れ ショニングやサイン計画で楽しさを iiil 出 している 。

い林間 コースを主体にしたスキー場が建設された 。 るデートとして機能し、アルパ インセンタ ーは、 冬のスキーだけでなく、北アルプスの大自然と美

総面絞 120haの当スキー場は、襟高820 mから 1，450 ゴンドラの 山頂駅として、また、ゲレンデのオア しく調和した景観をその名の由来の通り ( 4 S E A 

m の聞に、 7 つの コースがレイアウトされ、ゲレ シスとして位置づけられ、白鳥山麓の大パノラマ S ONS  7 DA Y S つまり 365 日)泰夏秋冬楽しめる

ンデ面指'1は約28. 6haで、残地森林率は 65% を越え を楽しませてくれる 。 リゾート施設であればと願 っている 。

ている 。 r 人と自然との調和」をテー 7 1こ、自然 建物は、工期が極端に 短かか ったこともあり ( 実 ( 森口雅文 ・桑原雅明/ 伊藤建築設計事務所)

47スキー場述望f アルパ インセンタ - 1幅見[111;
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白馬47スキー場

伊藤建築設計事務所

アンドー飯田支庖

熊谷組名古屋支庖

長野県北安昼郡白馬村大字神城字南ノ沢

1，288 ，066m'  

ベースセン? ー アルパイ ンセン? ー

建築面積 1，357m・ 2，129m
'  計 3，486m'

延床面積 1  ，336m'  3，558m'  言十 4，894m'

情 造 規 模 S 、平家 S( 一 部RC) 、3F

工 期 1990年 4 月 - 1990年 11 月

最 寄 駅 J R大糸線 白馬駅

④ 

ゴンドラ 駅 舎

加藤敏明

理

理
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グ
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作
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割
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称

村
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総

建

土

工

施

工

ー

キツ
デ

所 在 地

敷地面積

影I1 

｟，ｾ・ﾭ.. 
アルパインセンター「ミノス」 外観函苗l

-

-，. -
d

 

，

 

v

'

 

クボタ

1  :  1，000 

索 道 工 事 日本 ケ ー ブル 上 下 水 処 理 場 ・電気設備工 事

情 報 ・通信 設 備 工 事 名 古 屋 電 子 エ ンジ ニアリ ン グ

人工降雪設備・ コ ン サ ル テ イ ン グ スペ ー ス ハ ウ ス

アル パ インセン ｾ ＭＲ 踏平 面 図

北 海 道 ス ノ ー サ ー ビ ス

.  
ー、

.  - 一

也 、 - .・ f
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人 工 降 雪 設 備 工 事

ベースセンタ_ rュ- 7 ｉＩ Ｎｾ ド ｊ 外観南東 ｉ 自 ｬ

4  

7 1レバイノセンター「キャロル」 内観



日本車車両有松寮

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 熊谷組名古屋支庖

電気 卜 エ ネ ック

衛生 北嶋工業

空調 大菱工業

外観南東而
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ｾ号室

日本車柄有松祭は、絞り染めと古い町並みで知ら

れる 旧東海道有松の宿の近くに建設された。この

あたりは名古屋市の東南部丘陵地帯て¥敷地周辺

は閑静な住宅地であり、第一種住居専用 地域に指

定されており、付近には学校や幼稚園、大規模な

住宅団地 もあり、良好な住宅地区を形成している。

日本車綱製造株式会社は、この地区に、 1965年頃

から社宅や単身察、研修センターを建設してきた。

既に、ここには 2 人室で50室、計100人が入居でき

る単身察があるが察室が狭〈、また、寮生が個室

を好むこともあり、現在は 2 人室を l 人で使用し

ている。従 って、食堂や浴室などの共用部にはゆ

とりがあり 、これらの共用部を活用して察室のみ

を増築することも検討されたが、既設の建物は、

高き制限及び日影規制等で既存不適格にな ってお

り、一棟として利用できるかたちでの察室の拡充

整備が不可能であるため、隣接する敷地 を利用し

外観西前遠葺t

a  

〉イ「ご言豆戸 戸f ド

て新たに、単身寮を建設することとな った。

廊下

昨今、各企業で建設される厚生施設はグレードが

高くなってきており、また、単身寮では個室志向

が高いため、施設全体をワンルームマンション形

式でまとめ、日影規制や高さ制限なとの厳しい法

規制のなかで、許容容積一杯を利用して 35室の寮

室を設けた。平面は基本的には中廊下形式である

が、各察室に独立性をもたすために、察室を中廊

下に対して 45・振 って雁行配世とした。廊下の各所

には、各階吹き抜けの中庭を設けて屋外廊下とし

て、とかく閉鎖的で陰惨になりがちな中廊下に光

と風を導き、ゆとりある空間とした。寮生は 、基

本的には、共用施設は既設の単身寮のものを利用

することにな っているが、各寮室にはユニ ッ トパ

ス・ユニ y トキ y チンが装備されているので、寮

室だけでも日常生活を過すことができる。

(森口雅文 ・鈴木慶智/ 伊藤建築設計事務所)

策室 ・ 廊 下

寝室 目 廊 下

寝室 '  廊 下

断面図 1  :  5∞ 

道路

( 巾買6 m)

l 階平面図 1  :  500 

白

パルコニー

寮室平面図 :  100  

所 在 地 名 古屋市緑区鳴海町字 有 松 裏

敷地面積 711 m' 

建築面積 281 m' 

延 床面積 708m'  

構造規模 RC、3F

工 期 1989年 11 月- 1991 年 l 月

最 寄 駅 名鉄名古屋本線有松駅

撮 影 ss名 古屋
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東 邦 ガ ス 内 海 荘

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

監 理 東 邦 ガ ス 技 術 部

施 工 鴻 池 組 名 古 屋 支 庖

電 気邦辛口電設

空 調f前生 太 平 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

外観[軒f( !I

し '--- _ _  _ _ J  L  

口

配 置 図 I  :  800  

62 

内海 ( うつみ ) は、名古屋より尊で 1 時間余、知

多半島の西海岸にあり、伊勢湾に面して、古くか

ら海水浴場としてなじみが深い。

敷地は海岸から徒歩 5 分程の所にあり 、海岸沿の

丘陵地て¥南知多県立自然公圏内にある 。

敷地周辺は民家が建て込んでおり、四周の道路は

坂道で幅員も 2. 0- 3 .6m と狭〈、建築計画上法的

な制約も厳しく、既設建家のとりこわしを含め、

工事のしにくい立地であった。

自社の厚生施設である、内海r: f は海水浴シーズン

中の、海の家としての利用だけでなく、オフシー

ズンにも、会食や会合などに利用されるオールシ

ーズンタイプの施設として建設された 。周辺の状

況から建家は道路に沿 って、中庭を図 った口の。

型の配置とし、全体を 地下 l 、地上 21滑にまとめ、

中庭も内部空間として扱 った平而とした 。地階に

は浴場をはじめ水廻りをまとめ 、海水浴客が更衣 ・シ

ャワー・洗濯などに利用しやすいように直接外部より

出入できるようにしている 。その他にクラブ室や、

娯楽室を設けている 。 H 皆には、ロビー ・大広 l首1・

食堂なと' のパブリ y クスペースと南 lH1J の日当りの

よい所に、管理人室をはじめ管理部門をまとめて

いる 。 21滑には家族あるいはクループ単位で楽し

める 和室の宿泊室を設け 、それぞれ 外には 開放的

で内には独立性の高い宿泊室としている 。熔屋に

は展望室 を設け、展望の他小集会も可能としてい

る。 内外装材は、石 ・タイル ・カラス ・木 ・布な

ど多様な素材を使いながらもそれぞれの素材のも

ち味を生かし、使い込んではじめてよさのでてく

る使い方と、そのディテールを工夫した。

( 森口雅文、岡田満弘/ 伊線建築設計事務所)

断面図 I  :  400  



所 在 地 愛 知 県南知多町大字内海字本 因

敷地面積 871 m'  

建築面積 520
m

'  

延床面積 1，447
m

'  

構造規模 R C、BI F 、2 F

工 期 1989年 10月一1990年 6 月

最 寄 駅 名鉄知多新線内海駅

j量 影 加 穣 敏 明 、 セ ン タ ーフォ ト

1  F官エ ン トラン スホール
地下 l 階ホール
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ＮＮＮ ｾｴｪ 山よリ全対

栄ガスビル

総 合 監 理 東邦ガスエンジニアリング

設 計 監 理 日本設計

施 工 竹中工務庖・鹿島建設・日本国土開発共同企業体

名古屋の中心 ・栄の、今l i J <: もホ y トなフア ツンヨンストリート ・南大

ｩ 字通りに、束手 Ｑ ｜ カスと 三 井 ｦ ｾ ［ 託銀行との共同ビルとして 、 ＧＸＷ 年の盛夏 、

「栄カv スビル」の設計ーがスター卜しました 。街の活性と両施主の新拠

点施設を創出すべ〈、低 ｬ 古昔 Ｑ｜ にｲ，ｴｩ ｾｩｬｩ ・ 集会 ・ 情報等多彩な商業用途 、

高層部に i砧走行機能のオフィス用途、地下深くと最 l真青1¥に市初の本格的

地域冷暖房プラント 、を織込んだス 7 ートな高層ビルを目 指しました 。

端正な高層部、豊かな内外空間の低層部

高層部は i愛しいツ一トンのタイル壁面と必若いた熱線 l吸収カラスの機

連: 容を基調に端正なスカイラインを成し、バルコニーや頂部スリ ッ ト

の陰; 汐と最上| 渚レストランの大型透明窓をアクセントとしました 。

低層音1¥は石の高級感と大型ガラスの|品H皮! 惑の組合せを基調に通りの活

況に呈し、特に、 3 階の般一文字の石壁と深い横スリ ッ トを 呈すその

屋上庭園、足元ポーチを支える 2 本の象徴的円柱や柔かいパンチンク

メタルの裕子ノ マターンの 4汗天井 、人形ステージやガス燈のあるサンク

ンプラザ、等がデザインのポイン卜とな っています。

エネルギーと 情報発信の基地

地下 3 ・4I i 皆に地域冷l I Z: bJ プラントを担任し m者1¥にその巨大な冷却絡を

必いた当ビルは、隣接の松坂屋|長l係等へのエネルギ一基地 となり 、都

心 のエネルギ一対策の将来像を旋陥する一方、機々なインテリジェン

ト機能や術の情報発信装置を 備え ています。

( 鈴木利明/ 日本設計 )

マl  階玄 ｬ 均ホーノレＨ飛 ＮＡＮｉｾ ｉ ｉ ｉ ホールＩ T サンクンプラザ( 人形広場)
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企 5 附 多 目的ホー J レ(栄ガスホール)

"' 4 附干1I 'i1( 大広 tl ¥l . j屯のJi¥j)

800 

名古屋市中区栄 3 ー 15- 33

1，955. 24 m
'  

1，620. 35
m・

19 ，945 .43 m
'  

S R C、5 、B4 F 、 13F 、P 2

1988年 5 月一1990年 5 月 (第 l 期)

1990年 6 月一1991 年 3 月 (第 2 期 )

地 下 鉄 東 山 線 栄 駅 ・ 同 名 城 線 矢 場 町 駅

S S名 古 屋

l 階平面図

所 在 地

敷 地面積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

最 寄 駅

j量 影



日 本 電 装 基 礎 研 究 所

設計施工 竹 中工務庖

正面1; ; 1剥

66 

外 観迷宮l

所 在 地 愛 知 県 愛 知 郡 日進町大学米野木字南山 500- 1

敷 地面積 8  1  ，022.  16  m'  

建築面積 12，532.20  m'  ( 内研究棟 6，065 .96
m

' )

延 床面積 42，64 1  .  78 m'  ( 内研究棟 27 ，380 .78
m

' )

情造規模 SRC、一 部S 、7F (研 究棟 )

工 期 1989年 7 月一1990年 10月

最 寄 駅 名 鉄 豊田新線米野木

撮 影 S S名古屋



この研究所は、名古屋市の東方に広がる丘陵地の自然笠かな

環境の中にあり、敷地前面には愛知用水の人工池 ( 愛知池)

が広が っています。

次世・代紫子 によるカーエレクトロニクスを中心とした技術開

発の恭礎研究所としての当施設は、研究棟 ・笑験煉 2 練 ・附

属棟 2 棟の計 5 棟からできています 。研究棟は高層都R及び低

層煉からなり、高層線は研究部門・管理部門 ・厚生部門 、低

層僚は研究発表等に利用する大小ホール・展示コーナー ・外

来打合せコーナーから構成され、実験棟の l 棟はクリー ンル

ームとな っています。

外部と の交流 ・研究所内の交流を重視し、且つ従業員 の緊張

とリラ ックスの交互作用が図れるイ ンターフェイス空間の創

造を基本テー? として計画しました 。南に向か つて大きく聞

かれた愛知池側に広い庭園と研究隙を配置し、{ 昔長を取り込

んだ外部環境により居住性や快適度の高い空間とする事で研

大ホール

究活動をサポートさせ、又その外部環境に低層棟を突き出さ

せる事により内外部のインターフェイスのメインゾーンとし

ました 。

研究棟外壁をグレーホワイ卜の色彩でまとめ、横i M 窓とのシ

ャープな リズムで最先端の研究所とし てのハイテ ックやクリ

ー ンのイメージを表現し、各階研究室中央にあるアメ ニテ ィ

ホールの外壁を半円状に突き出させ、又低層棟に 5 字型カー

テンウオールを採用する事により、 堅 〈成りがちなファサー

ドに変化をもたせました 。
( 巽 浩 / 竹 中 工 務 庖 )

.. 

庭園

1  ，皆平面図 1  :  1，800  

打合せコーナー

ホワイエ
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開 冒・ ・・・ 圃 “ 脚闘瞳欝 Ｑ Ｇｾ Ｑ ，

回二
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円山ニッセイビル

設 計 竹 中 工 務 庖

施 工 竹中工務庖・矢作建設工業

所 在 地 名古屋市中 区錦 2 丁目 1421 外

敷地面積 1，964 .68
m

'  

建 築面積 1，041 .31 m'  

延 床面 積 15 ，756 .37 m
'  

事膏造規模 5RC、81 、16F、PI

工 期 1988年 9 月一 1990年 3 月

最 寄 駅 地下鉄 東 山線 伏 見 駅

撮 影 5 5名古屋

l 階平面図

玄関正面

近年の名古屋市の商業地は新規企業の進出、営業事業所の拡充と情報の高

度化 によりオフィスピルの需繋が増大しています。 これに{ 半ない土地の有

効利用が図られ、建物の高層化が顕著です。

当オ フィスの計画地は名 古屋市の商業地の中心に 位置し、昔から繊維製品

の商社、問屋が集中し、又、 中低層建物が密集している 地域であり、緑地

公園等の市街地環境施設も充分とは言えない状況です。

計画地の現況と不整形な敷地条件を踏まえ、総合設計制度を採用し、準公

共空間を創出し、市街地環境の整備改普を計画の基本方針と設定しました 。

具体 的には建物の南と 北に 2 ブ ロ y クの公開空地を 設けました 。北側IJ は道

路と同一 レベルのポケ ッ トパークと散策路を設け、エクステリアデザイ ン

の演出によ り、利便性の確保はもとより、 i担j いのある環境を 創り、 又、南

側 (豊島通り↑目IJ ) はメイ ンスト リートとしての都市景観の形成と歩行者への

圧迫感、威圧感の排除を考慮し、前庭 を設けました 。

外観は ンンプルな横述窓とブルーグレーのタイルに より、 清潔 、かつ端正

なプロポーシ ョンを 目指しました。

内観はライト グレーを基調色とし 、機能的て"落ち着きのある事務釜山1でま

とめ 、共用昔日は間接照明による柔らかな明るきでやすらぎを与えています。

当計閣は大規模ではないが周辺環境を的確に把握し、不務形な敷地 に準公

共空間を充分に設け、建物効率、投資効率の向上を図る 中で、周辺地域と

の調和に十二分に寄与していると考えております。

( 三鴨幸二/ 竹中工務庖 )

品在継階貸室
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松下・中日ビル

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

70 

所 在 地 名 古屋市中区栄 4 丁 目 1402番

敷 地 面積 734 . 56m'  

建築面積 563. 20m'  

延床面積 5，585. 47m'  

構造規模 S R C、S 、 臼I F、9 F 、PI

工 期 1988年 10月- 1989年 11 月

最 寄 駅 地下鉄東山 線栄駅

撮 影 車図写真事務所



事務室

基 準 階平面図 I  :  600 

Ｈｾ品

建築地は、名古屋市の 中心部て¥通称 10 0 m道路

と呼ばれる久屋大通公園に jJ i . 按しています。

25年前に誕生し、今もって市内有数の後れた複合

ビルである中日ピ j レの南fslJ に位置しており、中日

ビルのアネ ックスとして計画され 、全館オフィス

ピルとな っています。

配世計画上は、前面道路幅員が10 m と狭いため道

路斜線規制を有効に生かしており 、歩道に沿 った

ポケ ッ トパークを配 しています。 メインエントラ

ンスは、 中日 ビル内を南北に1' 1 " 過する歩道の制l線

上に設けており、それぞれのビルにおける動線上

及び、視覚上の一体化 を図 っています。

平面計画上は、明解なプラン、オフィスゾーンの

無柱化、各諸室への自然採光の確保及び、無人化

管理システムの採用等、オフィスピルとしての快

適性、 利便性を高めた計画としています。

外観は、狭い道路に 面 し、敷地の三簡を隣接する

ビル群で阻まれた 中にあって、正面性の強い 外観

を意図しています。本磨き 仕上とジェ ッ ト仕上に

よる本石と、二色からなる金属とに、繊細! と格調

を求めながら機成して お り、ポケ γ トパークを も

った新しい街区をつくりあげています。

( 古田智二 / 竹中工務庖)

エ ントランス

エレ ベ ー タ ー ホール
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大 河 内 ビ ル

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

外観JIHf ii (久島大通りよ り見 る)

72 

名古屋市のメインストリ ー ト久屋大通りは、今、

名古屋の文化 ・商業の情報発信地として大きく変

貌しつつあります。

N H K名古屋放送セ ンタ ービルや愛知県新文化会

館のオープ ンも近づき 、また、当ピルの位置する

南西部には、一昨年パl レコが進出、更に松坂屋百

貨庖も増築工事により 、 日本で最大の売場面積を

持つ百貨庖としてオープンを間近にしています。

この界隈について 言えば、ハイセ ンスなファ ッシ

ヨンアベニューとして生まれ変わりつつあります。

建築主は古くからこの地に住まわれ、当ビルは こ

うした周辺環境の変化や動向を背景に計画された

オフィスビルです。最上l渚は建築主の住居とな っ

ています。

外装は横: i i l i 窓サ y シと成形セメント板のメタリ γ

ク塗装、更にアルミフレームの組み合せて"構成し

ています。

久屋大通りにおける ラン ドスケープアーキ テ クチ

ュアの試みの 中て¥いかに周辺に埋没することな

く、その僅かな| 涼聞にファサード建築を作り上げ

ていくかを考えました 。

このI也に相応しいシャープで軽快なイメージを追

求すると共に、頂部においては単調に連続する水

平のスカイラインにアーチを架け 、小粋に自己主

張できるように意図されています。

( 土井敬三/ 竹中工務庖 )

④ 

|階 平面 図 I  :  400 



10階住宅玄関

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 栄 三 丁 目31- 7

敷 地 面 積 330 .71  m' 

建 築 面 積 258. 07  m'  

構造規模 S 、91 、 10F 、PI

工 期 1989年 2 月- 1989年 12月

最 寄 駅 地 下 鉄 名 城 線 矢 場 町 駅

海 影 車 田 写 真 事 務 所

E
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'
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エ ントランス魁リ

74 

日健総本社ビル

設計施工 清水建設名古屋支庖

外観見上げ

東海道新幹線岐阜羽島駅前に建つこの建物は、健

康食品会社の本社ビルである 。計画にあたり、内

音11の多様な機能を本社ビルとしての風格ある外観

にいかにまとめるかがテー? とな った。

外観は、 4 本のコアシ ャフ トで頂部アーチ屋根の

大ホ ールを支え るというシンボ リックな形態とし、

特徴的なスカイラインによ って 地域のランドマー

クとなる: !' ; を意図した 。 また、この大架椛により

必準階は、事務室をはじめ、研修 ・宿泊 ・研究 ・

展示など隙々な用途にフレキンブルに対応できる

無住空間を笑fJ t できた 。

( 穴井伸二/ 清水建設名古屋支庖 )

所 在 地 岐 阜 県 羽 島市福寿町浅平一 丁目 32番地他

敷 地面積 2，202. 31 m' 

建築面積 1，061. 01 m'  

延床面積 6，105. I Om' 

+構造規模 S R C 、 14F 、PI

工 期 昭和 63年 3 月一平成元年 3 月

最 寄 駅 東 海 道新幹線岐阜羽島駅

撮 影 水 野 励 治
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工場入 口付近

76 

アマダソノイケ富士宮工場

設計施工 清水建設名古屋支庖

富士 山畿の自然の 中で、新工場が脈動している 。外部空間は周り の来観と

共存するため自然林、溶岩、水路を工場周囲にとけこませつつ、機能的な

動線を形づく っている 。

建物の白い 外観と前室の鋭面板によるアクセントパネルは、富士 山をパ ッ

クに この地のランドマークとなるよう計画した。

内部は機械製作工場でありながら、次時代をみすえたクリーンな生産域を

ねらい成層空調を行うとともに エアーカーテン、エルミネーターなどで外

部の霧の多い厳しい自然条件を克服し た機能的 で快適な空間とな っている 。

また、メカニカルで単調な空間の 中に原色のアクセント ・カラーを配し、

視覚的にも心のなごみを与えている 。

コ ・ジェネレーションシステム 、アキュムレーターをとり入れた省エネル

ギ一計画はまさに時代を先ど りし、生産施設の新時代の代表をなしている 。

( 寺 田 宏/ 清水建設名古屋支庖 )



配 置 図

所 在 地 静 岡 県 富 士 宮市北山 7020

敷地面積 257 ，121 . 50 m'  

建築面積 42 ，094 . 87  m'  

延床面積 49，488 . 07  m'  

情造規 模 S 、 IF ( 一部 3F )

工 期 第 l 工場 昭 和61 年 6 月~昭和62年 9 月

第 2 工場 平成元年 4 月一平 成 2 年 7 月

保 安 寮 昭和62年 4 月一昭和62年 9 月

愚 容 駅 富士宮駅

撮 影 ss名古屋
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ト ン ボ 鉛 筆 新 城 工 場 食 堂 棟

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 小野工務庖

l 階平面図 I  :  500  

78 

所 在 地 愛知県新城市川田字本宮道6 8 - 2

敷 地面積 60，628. 00 m'  

建築面積 S I9 . 24m' 

延床面積 493 .  18m' 

情造規模 S 、平屋建

工 程 平 成 2 年 6 月一平成 2 年 11 月

最 寄 駅 J R飯 田線東上駅

撮 影 ss名 古屋

こ の食堂 棟は、東 京工場から新滅工場へ生産ラインの一部を移転する ｾ ＺｩＮ阜

の工事の 中で、老朽化し た既存の従業員 食堂の建て替 えと して計画された

ものである 。敷地は本宮山の山慨に有る広大な工場の少し 小高い一角て¥

工場全体が一望できる場所にある 。工場団地の "1' ではあるが、周辺にはま

だまだ緑が多〈、自然が残されている 。

「ク ルメ志向」の現在、従業只食: h l : においても多様化するニー ス' への対応

が迫ら れている 。 それには食事の質は勿論のこと、いかに 「食事の時間l を

楽しむ」環境を提供するかにある 。

昨今の入手不足の 中で、厚生施設を充実することにより 、企業イメージ の

ア ップと人材の確保を図るという 「トンボ鉛筆」の方針のもとに、 I引かる

くがl "i 紫で、使いやすい建物を意図した 。

椛内道路からのアプローチは、 欽 Ｇｾ ｊ フレームによ るゲートと雁行する舶込

を設けて 、 「働〈場」から 「氾! いの場」への気分転換ができるように配慮

している 。

建物は 南に面して 扇形に � Ｉｦｊいた ガラス リ 長 り の食堂を配して、食 ｾ ｊ ｽ と共に大

自然の展望が楽しめる空間とした 。 また 、桜の大木に図まれた 芝生の iiii 庭

にはテラスを設けて建物の内 外 を一体化し、金食時以外にも多目的に利用

できるよう工場内の 「リゾート空間JJ としてのがi 出を心がけた 。

( 中村哲士/ 安労ニ建築設計' 4 ] '; ;r)訂正)
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座 談 会

建て替え期の公共住宅

-・

出 席 者 ( 敬称略)

浦上和彦

( 愛知県建築部長)

根津国穂、

( 住宅 ・都市 整備 公団中部支社長)

前田義夫

( 中日新聞論説委員)

福田一豊

( 大建設計名古屋事務所長)

口 l会

中島

( 日本建築協会東海支部長)

( 愛知ヱ業大学教授)

とき平成 Ｓ 年 ｬ 月 ＲＸ 日 開 Ｑ ＱＴ ∞ ｾＱＵ :  30 

と 二ろ 名古屋国際ホテル

80 挫築と社会/ 1991'1' 3  H  '.J-

公共住宅の現状

司会( 中島) きょうは本当に大変お忙し いところお集ま りいた

だきましてありがとうございました。 きょうは「建て替え期の公共

住宅」をテーマにいたしまして、皆さん方からご意見を拝聴、いたし

たいとお集まりいただいたわけでございます。

公共住宅、これは昭和25年には公営・住宅法ができまして、国が地

方公共団体と協力し て、住宅に闘 ってる 人に低廉な家賃で賃貸しよ

うというのが目 的です。utif 日20年に終戦を迎えた後、 大変な住宅難

の時代であったわけですが、昭和30年になりますと、現在の住宅 ・

者11市整備公団の前身 である日本住宅公団が法律化されたわけであり

ます。 これは大都市における住宅難の著 しい地域に、耐火性能を持

つ住宅を大量に建設するとい うねらいがあ りました。 ホ団地族かとい

う名 前が出現したことも記憶に新たなところです。

それがどうやら最近、こうい った公共住宅は礁かにハー ドな商の

建築物としてはいいものでありますけれども、住み手サ イド からみ

ますと、現在のゆと りだとか 、あるいは明るい住 まいとし 、います か、

家族の生活様式もだいぶ変わ ってまい りました 。 また家庭電化製品

も変わってきまして、さらにはインテリア関係の製品が目を見恨る

ようなすばらしいものが出てきたわけであります。 こうい ったなか

で建て替えをしなければならない H寺期がきています。

最初に公共住宅の現状ということで、公営住宅、公社住宅の現状

についてお話をいただきたいと思います。

浦上 愛知県の公共住宅、公営住宅と県住宅供給公社の住宅です

が、全体で14万1500戸の住宅があ ります。そのうち県営住宅は267団

地、 約 5 万 7 - 8 00戸、名古屋市営を含めた市町村営住宅が750団地、

約 7 万9.500戸です。県の住宅供給公社の住宅は 39団地、 4，200戸で、

そのうち公共住宅の建て替え住宅の戸数は、県営住宅では82団地、

約6，700戸で全体の戸数の12% です。市町村営住宅は 120団地、 2 万

1，900戸、全体戸数の28%、公社住宅は 1 団地53戸、全戸数の 1 %に

ついて建て替 えが終わ ってお ります。

さきほど、全部で14万1，000戸 と申しましたが、そ の中で建て替え

の必要があるような狭くて老朽化 した住宅がたくさんあ りますが、

昭和40年代以前の住宅は、県営住宅は 3 万6，200戸、全戸数の63%、

市町村営住宅は約 4 万6，000戸、全戸数の割合が58%、公社住宅は

3，150戸、全戸数の75% ということで、かなりたくさんの建え替えを

必要とするよ うな住宅があるのが現在の状況です。

司会 それでは公団住宅に ついて。

根津 いま、中島先生の方か らお話がありましたように、公団が

30年に発足をいたしまして以来 4 半世紀以上になるわけ ですが、公

団全体としては、今ま でに 126万戸の住宅を建ててお ります。賃貸住

宅が6975戸、分譲住宅が24万戸 、それから賃貸用特定分譲住宅が33

万戸です。そのうち中部支社管内、これは愛知県、 三重県、岐阜県、

静 岡県、石川県及び、 富山県の 6 県ですが、 現在までに約13万4，000

戸の住宅を建てております。日4 貸が125団地、 5 万7，000戸、分譲が

89団地、 l 万4，000戸、それから賃貸用特定分譲住宅が 6 万3，000戸

です。 これは全国の比率で約10. 6% というこ とで、ほぽ中部支社 の

ｾＧ［業 ｩｌｴ というのは Ｑ 割とい うふうに考えて いただいたらよいかと思

います。

このうち愛知県 で笑に全体の74%の 9 万9，000戸を建てて おり ま

して、特に賃貸住宅では90%強が愛知県下にあ ります。 さらに名古

屋市内では 4 万7，000戸建てて おりまして、全体の35%ぐらいが名古

屋市内です。 その中で昭和]30年代に建てた住宅は、さきほ ど中島先

生がおっしゃっ たように老朽化をし ていま して、全国で17万戸あり



ますが、その中でいわゆる下駄ぱき住宅というか、市街地住 宅 l 万

ーを除いた 16万戸を建て替えていこうという計画です。 これらの住

宅をほぼ20年間にわた って建て替えていくわけです。 中部支社管内

では30年代 の住宅が 1 万戸あ り、その 中の1，000戸の市街地住宅を除

いた 9，000戸を建て替えていこうということで、これは 62年度から若

手をしております。 なぜ30年代は建て替えを しなきゃいけないかと

い うことになりますと、あとでこれは詳しくは 申し上げますが、住

宅の規模が大変小 さいということです。 2 D K、 3 D K以下の住宅が

じつに 97% で、その平均面積は37m'です。 それから設備 水準につい

ても、 例 えば床とか壁の厚さ、あるいは台所、 風 呂場、 それから洗

濯機の置き場がないとかで設備が近年の住宅と 比べまして大変格差

があります。 また容積率ですが、これらの地区はほとんどが法定で

200%ですが、実際は 70%ぐらいにな っています。中部支社の第 l 号

の志賀団地 もじつは 76%の容積率しか使 っていなかったわけです。

今後はこういったものを積極的に建て替えていこう とい うふうに考

えております。

住み手の考え方

司会 前回先生から公共住宅の{ 主み手の現状について、さきほど

隙腐化した公共住宅という、しかし、住み手は一体どうだろうか、

ちょ っとお尋ねしたいと思います。

前回 戦前までの日本人の住宅に対する考え方は、仏教思想など

の影響かも知れませんが一種の無常感みたいなのがあ りまして、「起

つい すみか

きて半畳、寝て l 畳」ですか、あるいは「これがまあ、終の楢 かε

五尺」ですか。方丈記なんか読んでみましても 、昔からそのままの

家は希れで、去年焼けて今年造ったものもあれば、大きな家が滅ん

で舟小さな家にな ったものもあります。「人の営みみな愚かなるなかに

さしも危うき京中の家を造るとて宝をついやし心を悩ますことは優

れて味気なくぞはべる」とあります。昭和の初めのころの統計で借

家率が大阪市 内て'90%、東京が70% です。 それが持ち家志向にな っ

てきたのは戦後のことだと思うのです。戦争に負けて、もともとス

トッ クが少なか ったといえ、政府は道路や鉄道、学校や下水道を造

らなければならない。住宅まで手が回らなか ったと思う 。住宅とい

うのは優れて個人的な問題ですから . 政治家の先生も嫌がるんです

ね。 莱になりませんから。 だから公庫融資住宅で公共の枠に入れた

うえ 、 コンク リートの箱とマ ッチ箱みたいな木造ばっかり造りまし

た( 笑い) 。無理もなかったとは思いますが。

そして、今の割増家賃制度などというのも追い出し政策の証拠だ

と思います。一方で民聞の場合は借家を造っても害IJに合いませんで

した 。戦前の大家と底子というのは 、 とにかく親子も同然で、一種

のゲマインシャウトだったのですけども、戦後やたらに権利意識ば

かり 強 くなりました。

そういうわけで公営、公共住宅が出来たが、そこから 出 る人はほ

とんど出て行ってしまったというのが現状ではないでしょうか。 そ

れで今、残 っている人たちは 2 種類に分けられると思います。 これ

からマイホームを持ちたい比較的若い人。 それに出て行きたか った

けれど、出 て行かれなくな ってしま った人、これは比較的高齢な方、

この 出 られなくなった人には 2 種類あると思うのです。 ごく少数で

はありますが、資カも意欲もあるけれども、住んでいるところが居

心 地がよくなってしまった。便利だとか、安いとか、もう子供も大

きくな ったから、 出て行くのが面倒だとか。要するに歳月の流れの

中で将来型の人と過去型の人に 2極分化 して、現在宅1というのが非

常に少なくな っているのが、公共住宅の今の入居者の現状じゃない

かと思うのです。 それを建て替えるのは入居者の気持ちの問題だと

思うのです。今の技術と金があれば家を建てるぐらい簡単にできる

と思 いますが、世論の建て替えが難しい。片方では仮の住まいだか
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ら結構だという人がかなりおり、 他方ではもう先が長くないから結

構だと ( 笑い ) 、二つの結構だが相手です。この二つの相手を説得し

なければなりません。一般論として言えることは、やっぱり入居者

の中にシンパをつくる 。 とりわけ家におられる女性ですね。あるい

は働いておられでも家事に携わっておられる女性にシンパをつくっ

て、むしろ住民の側から帆建て替えてほしい。という声が上がるよ

うにして持 っていくべきだと思うんですね。先週も N H Kのローカ

ル番組で、ある公団団地の建て替えが老人追い 出しの視点からとら

えられて、非常にネガティブな印象を受けるんです。 ドラマとして

は面白いけど、それじゃいけないと思うのです。私がれ世論の建て

替えかというのはそこなのです。 これに成功すれば、今のどうせ出

て行くんだという若い人が永住派に変わる 可能性もあるんじゃない

かと思うのですが¥どうでしょうか。

司会 昭和25年あるいは 30年 ごろから集合住宅という形体になっ

てきました。あの当時は簡耐平家建てとか、あるいはテラスハウス

という名前が出てきましたね。ブロ ック住宅はじめ壁式構造という

のが出てきまして、これは我が国の建築の建て方では画期的な内容

を持っていたと思うのです。

福田 この公共住宅といつのは、集合して住む住宅としての面で、

2 D Kに代表される間取りとか、壁式構造であるとか工法などを含

めてやはり先駆的な役割l をしてきたわけです。ただききはど前回さ

んがお っしゃいましたように、どちらかといえば隅の方に 抑 しやら

れながら進んできたともいえます。戦後から質の時代を迎えるまで、

量の供給がテー 7 であ った時代には、やはり一番シンプルな箱型の

ものしか出来なか ったことが今日、問題を残しているといえます。

当時はそれでもホ住む、ということが非常に大切であ って、恭のこ

とまで気がまわらなか ったし、余裕もなかったということです。 し

かし現在、それらのスト ックが大量に残り、広さ 、住宅性能が現代

の生活水準に合わなくな ったことにより建て替えの問題が生じてき

たと思います。

公共住宅と民営住宅の共存

司会 住むということはいろいろな住み方があるわけですね。部

屋の片隅で住んでいるのも住むですが、し かし公営住宅にしても、

公団住宅にしても 、住み方というのは非常に画期的な一つの住み方

様式をつく ったと思うんです。集まって住む、集住ということはあ

まり日本ではなかったわけです。みんな庭っき戸建て、厳密にいい

ますと大正 9 年の関東大震災のときに同 j問会アパートができまし

た。終戦後、公営住宅が先鞭をつけましたけれども、みんな集ま っ

て住む、それが階を分けて住むというような形、一つの団地の中に

集ま って住むというような住まい方というのは非常に画期的なんで・

すね。 コミュニティーをつくってきたわけなのです。一方、民間の

住宅は最初は庭っき戸建てを造ってきましたが、最近はどんどん集

合住宅化 してきました。 それがマンションと称しています。公共住

宅と民営住宅の果たしている役割の共存はありうるでしょうか。

浦よ 公共住宅と民営住宅の役割という観点で申しますと、戦後

の昭和25年以降、住宅が絶対的に不足していた時代は、民間の住宅

建設の供給カは非常に低か ったわけですから、公営住宅など公共住

宅が重要な主導的 な役割を、技術的な面も含めまして担ってきたわ

けです。

ところが、最近は民聞の住宅業者の住宅供給力が飛躍的に増えま

して民間住宅の建設の促進も図られておりますが、他方では公営住
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宅制度の趣旨である収入が比較的少ない世帯の方に対する公営住宅

や、もう少し上の収入の階層の方々に対する公社住宅の役割は、特

に大都市地域においては、民間の賃貸住宅の市場では、良質な民間

住宅、ある程度の規模も備えて、家賃もある程度妥当であるという

ふうな良質な賃貸住宅の供給がすくなく、公共住宅は重要な役割l を

持 っております。 ところが、特に公営住宅の: 場合は収入基準があり

まして、ある 一定の収入基準以下の世 'Mf でなければ入居できないと

いう 制約がありますので、バランスのとれたコミ ュニティーづくり

に問題があるといわれています。 いろんな方が住んでいるというの

が健全なコミ ュニティーの形成になるわけですから、そういう面で

問題もありますし、それから限界もあると思いますので、今後もそ

ういう点についても検討されなければいけないと思 っております。

もう 一つの問題としては、良質な民間住宅の建設促進も住宅政策上、

重要なテーマにな っておりますが、民間住宅の分野では、世帯人員

が 4 人とか 5 人の標準的な中堅勤労者の方々が落ちついて住めるよ

うな賃貸住宅の供給が難しい状況にありますので、今後とも中堅勤

労者向けの対策になるように公共住宅の制度を改善していただかな

けれはーいけないと思います。

また、公共住宅のもう 一つの側面を申しますと、それは居住環境

の問題です。公共住宅は40数年聞の設計計画技術の蓄積があり、優

れた設計計画システムがありますから、居住環境の整備についても

十分配慮、されておりまして、公共住宅の分野では、良質の住宅とあ

わせて良好な居住環境の務備や住宅団地周辺のまちづくりへの貢献

という函で 重要な役割を果すことが、必要であると思 っております。

質のよい民間住宅の建設促進も住宅対策上、非常に重要であります

が、公共住宅の役割も依然として大きいと思 っています。

公共住宅の先導的役割

司会 その中でも居住環境の整備というのは、公営住宅の場で

すと厳しい設計条件というのがあります。中層耐火ですと、冬至日

において 4 時間の円照がないといけない。 こうい った一つのモノサ

シがありますと、それに対応する民間の住宅もやはりそうい った居

住環境というものを守 って家を建てなければいけないんだというよ

うなこともありますので、非常に大きな役割l を来たしていると思い

ます。

根津 今いろいろなお話が出ましたが、い ってみれはι 0年代まで

は住宅難の解消ということで、公団もいわば質よりも量の時代とい

うことで一生懸命や ってきたわけです。 そういう意味では集合住宅

ということもありますけども、パス、水洗トイレあるいは流し台と

いうようなことで質の向上を図りながら、 一方では居住者のコミュ

ニティーづくりというようなことから、集会所であるとか、 児童公

園という施設もつく ってきたわけです。 その結果、さきほどいいま

したホ団地族。というような 言葉も流行しましたし、また一方では

住宅の問題として l D K とか 2 D Kという 言葉も定着してきました。

そういう意味で公団が果たしてきたいろんな役割、これは功罪いろ

いろあると思いますけれども、日本人の住まい方の意識を少しつ つ

変えてきたのじゃないでし ょうか。

それから住宅の質と同様にいわゆる外部環境の整備も先導的な役

割lを果たしてきたのじゃないかというふうに考えております。民間

との共存、役割分担でいえば、例えば公共の賃貸住宅では、自分で

は自らが最低居住水準を確保できない階層があるわけですから 、そ

うい った階層に対しては、適正な家賃負担で住宅を供給してきたと



いうことで、これは公団始ま って以来、第 3 分位中位の居住者に対

して、 16 - 1 7 %の負担でや ってきているわけです。 また分譲住宅で

いえば、大都市で賃貸住宅の補充をしながら、民間の供給が不足し

ているような良質な住宅の供給とい った役割分担があるわけですけ

れども、当支社の 中でいえば、 例 えば民間建物っき分譲宅地 という

ようなことをや ってお りまし て、これは公聞が宅地 を供給し て、そ

の上に民間業者が上物を つく って譲渡をするという形です。現在ま

でに 1，100区画以上の住宅を供給してきています。それから、宅地開

発したところで、住宅用地の民間卸しもや ってきてお りまして、 一

建てでは約485区園地 ぐらい、また集合では600戸 ぐらいのものを民

間不動産業者に卸して、そこで優良な住宅の供給をお願いしていま

す。 また、古くは保見団地な どにあるように民間企業との共同開発

ということで、民間は戸建て、公団は 中高層という ように、い ろい

ろと過去の歴史の 中では民間と の役割分担をしながら住宅の供給を

行 ってきたということで、公的機関 としてのいわゆる先導的な役割

を含めて、それな りに意義があ ったのじゃないかと思っております。

司会 良質な住宅を大量に建設するということは、民間住宅に刺

激を与えていると思います。例えばBL とかK J マークをつけられま

して、公共住宅の設備があります。 また構造的だとか、あるいは建

設の仕組みについてもそうとうや ってこられたのですが、そうい っ

たものが民間住宅にも導入されていることは事実ですが、そ のへん

のところについて福田さんからお願いします。

福田 公共住宅は質の向上 とい うことでかな りシビアな基準を計

画、設計の聞においてつくられてや ってきたわけで、 これは非常に

公共住宅の場合にも良か ったのじゃないかと恩います。 といいます

のは私たち民間の人も一緒にや っているわけで、今、 お話に 出てき

たKJ マークであるとか、標準ディテール集であるとかは一つの基準

として、それ以下のものは使わないとか、設計しま せんとい うこと

になります。そういう一つの基準がありますと、民間では当然、設

計を進めていく l時に 必ず公共住宅に使われている 以上のものを取り

入れていくよう努力していきます。

建て替えの必要性

前田 政府の持ち家政策推進の結果、地価が上がり過ぎました。

それで普通の人が家を持ちにくくな ったというのは、皮肉な現象だ

と思います。それだけに公共的な住宅と民営の住宅との共存が必要

だと思うのです。現に、建設省の来年度の住宅建設 5 ヵ年計画をみ

ても、融資住宅を含めて公的住宅の戸数が上回 っています。 それか

ら総理府の63年度の住宅統計調査結果を見ても 、前回に比べて持ち

家率 は61% に下がっているのです。借家でもいいという人がふえて

きました。 だからむ しろ公的住宅の役割が重要に なってきたと思い

ます。ただ、 地域とか戸数とか入居者階層にもよりますが私の印象

ではどうも 一つの地域で 公的な住宅と持ち家を混在さ せること は、

まだ不都合な点があるようですね。愛知県内の団地でも 賃貸の人 と、

持ち家の人の聞にかなり コミュニティ ーギャ ップというか、意識の

差がある 。要するに片方は終の住み家であり、片方は仮の住まいで

ある 。だからみんなで清掃や りましようとか、金おど りをや りまし

ようとか、運動会や りまし ょうとかい っても、賃貸の人は比較的無

関心 と聞いております。 ところが持ち家の人は、ふるさとになるわ

けだから 一生懸命や ります。だから 出てこない人から 罰金まて"取 っ

たりし ているとこ ろもあります ( 笑い)。 持ち家の人から神社ま でつ

くってく だ さい という運動ま で始 まって いる という話をよ く聞 くので
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す。 公民共存の地帯ではい ってみれば定住農耕民と遊牧狩猟民と 同

居さ せ ているようなもので、まずい面もあるんじゃないかと ，思うの

です。 これは入厨者世.{ IJ からの視点ですが、かつて団地 というのはさ

きほどの話じゃないけれど、 30年代は団地族などと 言われて、羨望

の的 でしたね。ところがいまでは恥ずかしそうに、「いまだに団地住

まいですよ」なんてい っています。団地ド ラマにあまりいいのがな

いという説もあります。喜劇とかポルノとか。 だから建て替えで魅

力的なものに改めることを住み手側から望みたいですね。

浦上 なぜ必要かとい うことについてですが、県営住宅、市町村営

住宅、公社住宅で 14万1，500戸、このうら昭和40年代以前の住宅、つま

り狭くて老朽化し た住宅は 8 万5.300戸で、全体の60% に当た りま

す。 これだけの建て替えを必要とする住宅があるわけです。今 後、

積 極的に建て替え事業を進めていかなけ ればならないと思 っていま

す。 理由を申 し上げますと 、居室が狭くて老朽化した住宅は、維持

管理費にたくさんの経費がかかります。 それと、現在、新設してい

る県営住宅は規模の商からも非常に広くな っていまして、その居住

性に非常に格差があります。 そのために、居住水準を上げるために

建て替え事業を 推進しなければな りません。 2 番目は、 40年代以前

に建設された公共住宅は 立地条件がいいわけで、昔は周辺市街地で

あったかも知れませんが、非常に交通条件のよい市街地にな ってい

ます。 そして、住宅の需要も利便の高い既成市街地に立地する良質

な市街地住宅を求める方が多いわけです。 そういう意味で、これを

建て替えることによ って、そのような需要に対応ができるというこ

とがあります。

それか らもう一つは、最近、 地価 も上がりまして、交通立地条件

のい い住宅用地 を取得することが非常に難し くな ってきて います。

その意味からも建て替え事業を推進する必要があるわけです。また、

建て替えするこ とによ って、駐車場の不足あるいはオープンスペー

スの不足し ている 問題を解消するために、土地 を有効 ・高度利用し

て、そ の住宅団地あるいは周辺地域 も含めまして、居住環境を よ く

する 。 このような観点からも建て替えをすすめる必要があります。

根 津 先ほど申し上げました理由は浦上さんからお話があ ったこ

とでほぼ尽きるわけですが、公団には賃貸住宅が約69万戸あるわけ

ですが、それはだれのものでもない国民的な資産なわけ です。従 っ

てそれらの住宅がH寺代に迎合したものになっていかなければならな

いというのは、大げさに 言えば公団の与えら れた使命 じゃないかと

思 っているわけです。

一 方で公団の賃貸住宅も大変な需要があ りまして、今、年間100万
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人を超えるような申し込みがあるわけです。 そうい ったことから考

えても、皆さんのニーズに合 ったものに造り替えていくということ

が必要ではないでしょうか。現に志賀団地の建て替えの第一号がさ

きごろ募集を行ったのですが、 10倍を越す応募者があ ったというこ

とから、やはり環境や広さ、あるいは設備水準を整えたものであれ

ば依然、として大きな人気であるわけです。 そういうことを考えて公

団としては時代に合ったようなものに建て替えていかなけれは、なり

ません。高齢者問題とかいろいろありますけども、そういうものを

乗り越えて、古いものをつくり替えることによ って社会的な役割、

責任を来たしていくというのが公団の仕事 ではないかと思 っており

ます。

、高、遠、狭。から、広、便、強。へ

前回 今の課題は何をもたらすべきかと考えています。かつて公

的住宅は緊急避難の意味としては非常に効果があ ったわけですね。

当た った人とはずれた人では受益の差にセ' ロと無限大。 そんな行政

の不公平があ っていいのかと思 ったこともあるのですが、いつの聞

にかソフト聞で硬直化したわけですね。住宅というものは社会と共

に生きている生き物である以上、入居者のライフサイクルを考えて

ほしか ったと思うわけです。一番大きな家がほしいのは、40歳から

せいぜい50歳代なんです。 あとは小 さな家でもいいのです。子供は

大きくなると出ていきますから 。私の友人で公団団地の近くに笑家

のある人がいまして、結婚して公団住宅へ入 っていましたカ、子供カ、

育ち盛りになると笑家のじいさん、ばあさんと家を交換して広い方

へ移りました。 じいさん、ばあさんは 2D Kの団地へ入 ったが、相い

ついで亡くなりました。 これは非常にうまいやり方だと思うんです

ね (笑い)。

建て替えが家賃の高騰をもたらすのは仕方がないと思います。 だ

けどそれ以上の環境まで含めて' 快適さをもたらすというのは、 l時代

の要請だと思うのです。建て替えは公的住宅だけじゃないのです。

ビルも、 30年代に建 った持ち家も、あるいは役所だ って今、建て替

え期にきているわけです。森鴎 外の短編小説に、、普請中。というの

があります。文明開化 で新しい国づくりを進める日本の姿を寓意し

た小説て萌すが、その筆法を借りると 、いま日本中が「建て替え 中」

じゃないかと，思いますね。加 藤秀俊さんという 社会学者が、東京の

屯話l阪でどういう職業が多いか調べると、何と土木建築関係が一番

多か ったといいます。 いまそういう時代なのですよ 。 日本中が建て

替え中なんです。 だから家賃が少々上かーっても、公団には申しわけ

ないけど 前高、遠、狭ぺ (高くて遠くて狭い) から建て替えで則前広、

使、強1" を目ざしてほしい。高は広い、遠が使、狭が強い。 これは

いろいろ意味がありまして、建物が強くなる、地域とのつながりも

強くなる 。 あるいは入居者の家に対する愛着も 非常に強 くなる 。公

団のPRに使 っていただいて結才体ですから( 笑い) 。

司会 建て替えということは、生活の建て替えになるわけです。

例えば新しい団地に入居した人たちの家族の構成の変化をみます

と、すぐに子供が出来ます。 そしてすぐにまた保育所を建てなけれ

ばならん、そ れから 小学校の増築、中学校の増築、まさしく生活の

建て替えですが、この公共住宅の建て替えというのは生活の建て替

えと連動しなければいけないというわけですね。

福田 建て替えをする場合、それをよその場所でやるのではなく、

その 中でや っていく方が意義があるととらえています。 といいます

のは、そこに住んでいた 人達が多く戻 っていただくことが基本原則

でないかと思います。現在公団の場合、約5 0 %ぐらいの方が一応戻

られるという推定で進めておられます。

長年ず っ と、昭和30年からですと 30年近くにそこにお住みにな っ

ているわけですから、その 中でいろいろなコミュニティーが形成さ

れてきたわけです。 人が入れ換 ってしまうと今まで作 られたコミュ

ニティーが全部失われてしまうわけで、都市が熟成してい くために

写真 3  建て管えが進む志賀団地
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は、今まで形成してきたものを大切にしていくことは u まちづくり'

にと って必要であると思います。

建て替えと高齢者対策

司会 さて高齢者問題になりますが、とにかくとソレどん高齢者が

ふえるということは統計資料を見てもわかるわけですが、建て替え

と高齢者対策というところに入りたいと思います。

浦上 県営住宅における 実 態に ついて 申し上げますと、県営住宅

全体に占める 60歳以上の高齢者世帯の; 則合が8. 1% ですが、建て替え

のl時期に きている建て替え対象住宅では高齢化が非常に進んでいま

して、平均で30%ということで非常に高いわけです。 中には50%程

度占めている団地 もありまして、つまり非常に既存の住宅団地では

高齢化が一般より非常に進んでいるということでして、今後、高齢

者住宅対策が非常' に重要になってきております。

写真一 4 建て替 え前のトイレ

まずーっは、高齢者の方々の生活に配慮した設備や構造、 間取り

を備えた特別設計の県営住宅を建設しています。 これは主と して老

人世帯向け及び老人同居、それから多家族世帯向けの県営住宅など

にそ ういうことをや って います。 その特別設計住宅てすま、エレベー

ターとかスロープ、風呂やトイレへの手すりの設置とか、浴槽 の 埋

め込みをや っています。 それから高齢者向けの住戸改善事業もや っ

ています。今後も県営住宅の建て替えにつきましては、住宅、住戸

だけじゃなくて、建て替えをします団地全体が高齢化社会に対応で

きるようにいろいろ菌己慮していきたいと思っています。

それから国の制度で、公営住宅でシルバーハウジング制度という

のがありますが、これはケアつきの公営住宅ということですが、そ

の国の制度も使いまして、 ケアっきシルバーハウジング住宅の建設

を進めることにしています。

もう 一つは、県単独の事業ですが、県が独 自に ユニークな事業 と

して始めておりますのに、大府市で計画している「いきいきシルバ

ー タウン整備事業」です。こ れは現地でい きいき、 快適生活ができ

写真 5  建て替え後の トイレ 手すりが設置さ れている.

/"ーー、

.  .  

-今

写真 6  建て答 え前の洗面所
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るように 、高齢者の方々だけの集まりではなくて、若い世帯の人と

交流しながら生活できるというふうなコンセ プ トにな っていまし

て、住民は全音11で170戸ぐらい考えています。その中で県営住宅で高

荷台者向けが30戸、 一般の若い方が入るのが20戸、それから県の住宅

供給公社等による分譲住宅、これは近居世帯向けが51戸、分譲住宅

67戸、県営住宅は全部で50戸、それ以外にも普通の一般住宅が57戸、

合わせて 170戸ぐらいで、いろいろな住宅をまぜまして、世代的なバ

ランスのとれた町にしていこうということです。

司会 なかなか心強いわけですが、我々の調査の中で、高齢者に

なってどんな住宅に住みたいかということをや ったことがありま

す。最初は庭っき戸建て住宅を非常に希望しているだろうと思 って

いたのですが、そうではなくて、出来ることならば者11心に近いマ ン

ションに{ 主みたいという答えがあるのです。 それは恕{ 象もしなか っ

たことですが、よく調べてみますと、台風のときに庭っき戸建ての

マイホームであれば、維持修繕をするのが大変だと思うとか、腰が

痛いのに木をせん定したり、設識なんてとてもいやだとか、それと

淋しくてしょうがないと 。ですから者[1心に近いマ ンショ ンなら文化

的な生活もできていく、こっいつふうな答えが:11ていまして、近住

だとか、あるいは高齢者と若年の世帯とが非' ; 日・に近くで住むとい う

ことも大変すばらしい計画だと思います。

公共住宅の家賃

根津 建てを幸えというのは、現にお住まいにな っている方に対し

て一時その場所を空けてもら って建て替えるという大変難しい仕事

でして、これは職員が大変苦労しながら個別にいろいろご理解をい

ただいているわけですが、 一般的な対策はい ろいろあります。例え

ば建て替え後の住宅には優先して入 っていただくとか、あるいは仮

移転をする場合には、いろいろ費用を負担するとか、ほかの住宅を

希望される方には優先的にあ っ綻をするとか、その場合の家fi の減

額をどうするとか、いろいろあるわけです。

高齢者対策ということでいえば、移転先の住宅の家立の減額とい

うことを考え ていまして、要するに 公団の家n とその地域のし、わ ゆ

る住宅援助扶助限度額があります。それをオ ーバーするも のについ

ては、その扶助限度額まで家賃を減免する 。 いずれにしても新しい

住宅に入 っていただくためには、我々のいまの努力以上に、特に家

賃負担の問題について検討していかなければならないと考えていま

す。 ただ、いま検討の材料の中では、国のレベルでいろいろ考えて

検討いただかなければならないいろいろな制約もあります。

もう一つは、建て替え後の住宅に入居する場合に、高齢者65歳で

すけど、この方の世 帯にあ っては第一順位で住宅選定が出来る制度

もと っております。 またこれは志賀団地で具体的にや ったハード面

ですが、浴槽を落し込みにするとか、浴室、 トイレに通報装置をつ

くるとか、あるいは室内の段差を解消する 。 それからトイレとか浴

室にてすりをつけるということをや っています。 そういうことで建

て答えの住宅についてのソフト、ハー ド而而での高齢化対策は進め

ているわけですが、 一方、高j議寺の中央台では「シルバー住宅」を

今年度から発注をして、ここでは同居あるいは隣居というふうな形

の新しい設討をしていこうと思 っています。特に公団て、はハードの

面はいろいろできますが、ソフトの面というのは、やはり公共団体

とのタイア ップがどうしても必要で与して、そういう意味で私は公共

団体の理解をいただいて、両者あいま って高齢化対策をや っていか

なければと思います。
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司会 高齢者も 65歳以上になりますと年金生活者がほとんどにな

るわけですね。 そうしますと家賃が向いということは大変なことで

すが、日 本の公共住宅の家主14の関係というのは、用地取得、造成費、

建築工事授を入れて、それが基準にな って家賃が算出されるんです

が新しいものはいいということですし、また家賃も安い方がいいこ

とは事実ですが。

前回 この家賃問題が一番難しい。統計を見ても全世; I t ¥: の 1 害IJ を

超えているのですね、老人世帯というのは。 まして家の古い公共住

宅というのは 3割、 52罰lは当然のことで、いままでの建設行政に民

生行政的な視野を入れていかなければいけない。 どうするかといわ

れても妙案もないんですが、外国のように補助するとか、年金生活

者は据え澄くとか、あるいは堪えられない人は近くの安いところへ

移 ってもらうとか、それから建て替えによ って家がふえますね。 そ

うすると増収があるんですね。分譲の場合それができるらしいので

す。けれども 、そういうものを回すとか様々な方法があると思うの

です。 そのためには論議を十分尽きなければいかんと思いますが、

建て替えのための法律とか、条例というものも樹脂してもいいので

はないでしょうか。 ただ、私はどうしてもある程度の法制化が必要

だと，思います。 日本人というのは、とにかく やド よし社会で、なあな

あで進んできたのですから、余計ことが進まないと思います。異民

族や異教徒が争 ってきた外国ではルールがきち っとしていますね。

例えばノマリの街なんか色まで統ー されているでしょう 。昔のダンチ

ッヒいまのグダニスクは li 或災でめち ゃめち ゃにやられたのを元どお

りに建てたでしょう 。ある意味でものすごい私権の制限ですね。西

ドイツでは適正な規模の家に住まないと住民登録をしてくれません

でした。住み方にもルールがあるのです。 入浴の時間は 10時を過ぎ

てはいかんというのは序の口で、家の前の雪かきもやらないと、泊

べって転んだ人が出れば損害賠償しなければなりません。集合住宅

のごみ箱まで統一 しています。

建て替え公共住宅と都市計画

司会 それでは建て替え公共住宅と都市計図についてです。

福田 これだけ都心の中の非常にいい場所で建て替えをしていく

わけですから、やはり波及効果は非常に大きいと考えます。 そこで

地区全体、あるいは団地周辺までとらえていかないとまずいと考え

ています。例 えば道路のイ寸け替えはもちろんの事、公園があれば周

辺を含めてより良い位置へ換えるとか、用地の用途すらも替えなけ

ればいけないということも生じてくるだろうと考えているわけで、

それだけ建て替えはインパクトがあるといえます。

今後うまく進めていくには、行政と早い時で、公団の考え方を行

政あるいは地元及び周辺地区の人々にも理解してもらいながら進め

ていくことが必要です。 ですからスケジュー/ レブく りが大事にな っ

てまいりますしあまり早急に事を進めますと、将来に禍根を残す

ことになるかも知れません。

前田 政府が公的住宅にあまり熱を入れなか った結果、みんなマ

イホームに走 って、今では楽しい我家どころかローン地獄や通勤地

獄もみられます。 2 代 3 代にわたるローンというのは、私は正気の

沙汰じゃないと思います。愛知県下ても持ち家比率は全国平均を若

干下回 っています。エンゲルスの住宅問題というのを読みますと、

「大都会の労働者にと って、移動の自由こそ第ーの生活条件であ っ

て、土地の所有は経時でしかあり得ない」と、い っています。持ち家

だと税金もかかるし、修理も大変だし、防犯設備もつくらなければ



写真一 8

なりません。 まさに名 言です。 こうなるとやはり公共住宅先導が見

直されなければならない。特にこの地方は単身赴任や転勤族が多い

ようです。そのためには極端ないい方をすれば名古屋の広小路の真

ん中でも人が住めるようにしてほしいと思 っています。外国の都会

へ行きますと 2 階以上はみんな住宅にな っています。や っぱり 一戸

建てマイホームというのはかなりお金持ちなんです。 だから公園や

緑地もずいぶん整備しています。 なければ暮らしていけないわけでレ

すから、大都市でも意外に向こうは狭い感じですね。 日本は横へ横

へ伸びてい って、みんな小さな箱庭をつく ってしまいます。外国は

通勤ラ ッシ ュもあまりないですね。職住が接近しておりますから 。

みんなが一戸建てを仮りにつく ったとすると、東京都では 3 車! のう

ち l 軒は、はみ出しちゃうという試算もあるらしい。 日本列島改造

論当時でも、東京の建物というのは、1 . 7倍ぐらいにしかな っていま

せん。 こんな不経済な土地の使い方は考えものです。 こんなことを

言 うとしかられるかも知れませんが、いまマ ンションや公団住宅を

建てるとすぐ日照権でしょう 。 たった一人や二人の人のために何百

人が我悦しなきゃならないということが、むしろ問題ではないかと

いってもいいような時代に入 ってきたと思います。 それほど公的住

宅の先導的役割は大きくな ってきたと私は思います。

ホ風呂敷の発想f の再発見

司会 やはり街の中で住むわけですから、ある程度の秩序を保た

なければいけませんし、またコミュニティーの形成の中には、非常

に大きな役割を果たしてくれると思います。 まちづくりの中、ある

いは都市の改造の中で重点的におやりになるのは、そうい ったこと

をやると、こんなにもきれいになるかということを見せることも非

常' に大きな意味があるわけです。公団住宅あるいは公営公社住宅も、

やはり建て替えを通して、そうい った意味をもたしていただくとい

うことは、ある意味においては民間、民営住宅の先導的役割l を果た

してくれるという気がするわけです。 ただ、都市の中でこうあるん

だということは、やはり型解を一般市民の人たちに持ってもらわな

座談会風景

いといけないわけです。 そういう点がこれからの宿題かも知れませ

ん。 これは前回先生あたりもおおいにそうい った面で 'F らつに 一つ

論じ ていただきたい と思う のですけれと 。

前回 私自身が者11心の公団にでも入りたいぐらいで。子供たちは

全部出ちゃ って、 一軒持っていると、草は生える、用心は悪い、こ

のごろ毎日女房と銭湯へ行くんです。 それからど っかにうまいラー

メン屋がないかと、その方がよほど安上がりで楽です。 ( 笑い )

司会 しかし、あんまり住戸の中が完全にやられますと、閉じこ

もりの生活なんて'す。

前回 それが団地であるんですよね。

- J i 計量に、ひとことだけ 言わしてもらいますと、この座談会に出てこ

なければいかんので、戦後の住宅史から法律雑誌の集合住宅まで片

っぱしから読んでみたのですが、いろんなことが書いてあ って、み

んな忘れてしまいましたが、た った一つ記憶に残 ったのは、 100人寄

れば100人の意見があるということなんです。それほど住宅というの

はいろんな考え方があります。従 ってさきほどお話が出ております

ように建て替えをやられるときには、ぜひ次の建て替えのことまで

考えて、一つフレキシフソレにや っていただきたい。 日本人というの

はもともと壁で仕切られて部屋にカギがかか ってる外国の住宅に比

べると、ふすまや障子をと っぱら ってしまえばどうにでも使える農

家の田の字型の住宅とか、あるいはまた決ま ったものしか入れられ

ないかぱんに比べて、何でも入 ってしまう風呂敷だとか、あるいは

また寸法が合わなきゃ着られない洋服に比べて、デブでもヤセでも、

ノッポでも、チピでも着られる和服、さらにいえばー皿ー皿盛りつ

ける西洋料理に比べて、みんなでつ っつけるなべ料理だとか、要す

るに衣食住にわた って非常に柔軟な発想! があ ったと思うのです。 そ

れカずたまたまこの 2 DKなんかでがんじがらめにな ってしまいまし

た。ぜひとも、この次どうするんだという話が、仕切りや墜をとっ

ぱら ったら広くなるとか、そういうふうに水風呂敷の発想f でやっ

てほしいですね。

司会 お話がどんどんはずみまして、 30分ばかり超過しました。

申しわけありません。 どうもきょうは本当にお忙しいところありカず

とうございました。
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住 宅 を め ぐ る 現 況 と 将 米

桃花台ニュータウン - 当初計画と現在一

河 合 修 / 岩 田 利 通

1. 開発の邑的

桃花台ニュータウンは、新住宅市街地開発事業として昭和46年度

に基本計闘を策定し、事業を進めています。

当時愛知県下の人口増加lは著しく年間約 12万人に及び、人口の者11

市集中、核家族化の進行により住宅; 漏要の増大に拍車をかけていま

した 。

一方、民間企業によって、農耕地、丘陵地等の侵蝕による無計l血!

な宅地造成や居住水準の低いア パート建設が行われるなど、都市形

成上放置できない 問題も生じておりました 。

昭和43年の愛知県住宅統計調査によりますと、初めて住宅数が世

帯数を上回り、住宅の絶対的不足は一応解消されたことになりまし

たが、住宅の内容については、戸当りの延べ面積は平均で76 .7m'

便所水洗化率は 35. 6% 、浴糟の設置率は 71% であ り、住毛錐世新

( 狭小過衝住宅居住世街、非住宅居住世' 箭 、同居世帯、) E ; 何住宅屑

住世帯 ) も12 .5% と住宅の質的水準は低い状況にありました 。

この ようなことから、質量両面からの強力な住宅政策が1 ) ) 望され

る住宅事情に対処すべ〈 、本県は、名古屋大都市圏主主備の一環 とし

て、県第三次地方計画の趣旨に基づき 、尾張京都丘陵地の大規模宅

地開発を目指しており 、健全な住段段と都市的機能を兼備した緑の

多い住宅都市として、桃花台ニュ ー タウンを 開発することとしまし

fこ。

2. 事業の経過

昭和46年に新住宅市街地開発事業として、計画而松約 322ha 、計

画人口約 ＵＴ ， ＰＰＰ 人 Ｈ 約 Ｑ Ｔ ， ＵＰＰ 世帯 Ｉ 、 Ｖ 住区という、中高層 Ｑｾ 貸住毛

を中心とした高密度な計画で都市計画決定を受け、翌47年に事業認

可を受けて、 48年度から造成工事に若手しました 。

昭和53年度に用 地 質収がほぼ完了し、 54年度から住宅用 地の処分

を開始しました 。

このように事業が着々と進行していく一方、日本の経済 成 長およ

び社会情勢に大きな変化が生じてきました 。基本計画を策定した時

点では、住宅需要の増大に対処すべ〈大規模な宅地供給を行う必要

がありましたが、昭和48年秋以降の 「オイルショ ック」を 契機とし

て地域人口の配置をはじめ、環境 ・福祉 ・土地等の基礎的条件の見

直しを 必要とするようにな りました 。

一方、住宅をとりまく諸条件は、住宅需要実態調査にも見られる

ように、住宅の広さや環境なとの質の向上に対する要望が一層強ま

りました 。加 えて県民の持家に対する指向も恨強〈 、地元小牧市も

持家住宅戸数の増加 を強〈要望していました 。

このような社会情勢の変化を踏まえて 、 「ゆ とりある住まい」を
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核として、健康で‘ 豊かな都市づくり 、新しい地域づくりを目指し 、

基本計画の見直しを行いました 。

3. 計画の主な変更点

中高層共同住宅から戸建分譲住宅へ重点を移した結果、計画人口

は約54 ，000人から約40 ，000人へ、{ 主区数を 6 住区から 4 住区へ変更

しました 。 これに伴 って 小学校数を 6 校から 4 校へ変更しました 。

また 、地区センタ一、近隣センターの計画については、消費者の

消費行動の変化 ( 自家用卓、冷蔵庫の普及、 l噌好の多様化など ) に

対応するため、住区ごとに計画されていた近隣センターをタウ ンセ

ンターと、新交通東駅、西駅の 2 つのサブセンターに集約化しまし

た。

4. 計画の特色

1  ) ワン センターシステム

タウンセンターは周辺を含めて、地域全体の伎としての機能をも

たせ、誘引力の強いワンセンターシステムを採用 。商業、スポーツ 、

桃花台 ニュータウン当初計画とま見計画の比較表

ｾ＠ 当初計画 ( 昭和46年) 現計画 ( 昭和58年)

事業I也の而般 *()312. 8ha t甘312. 8ha

計画人口 約54 ，000人 約40 守 000人

計画戸数 約14，500戸 約10，400戸

中 高 層 住 宅 約13，100戸 約90% 約 5，400戸 約52%

低 層 住 宅 約 1，400戸 約10% 約 5，000戸 約48%

1主区数 6  f主区 4  j主区

土地利用計画

住 宅 用 地 138. 3ha  44 .2%  147 .8ha  47 .2%  

公 共 施 設 用 地 113 .3ha 36 .2 % 120 .0ha 38. 4% 

公主主的施設用地 61. 2ha  19. 2% 45 .0ha 14.4%  

言十 312.8ha 100. 0%  312. 8ha 100 .0%  

公益的施設 小学校 6 校 小学校 4f立

中学校 3 校 中学校 3 校

高等学校 l 佼 高等学校 0 校

タウ ンセンタ ー 1 ヵ戸ifr タウンセンター I ヵ所

近隣センター 6 ヵ戸斤 駅前センター 主力 iVr



文化、サービス施設を集中させ、者11市的魅力をもたせました 。

2  ) 少車道の分隊

人命の尊重、 交通事故の| 坊止はもとより、歩行者優先の原I ! I J を守

るため 、線道を設けて公図、学校、 ショ ッピンクへ安全に行けるよ

うな計図とし、 ｩ 放策路や子供の遊び場と の ｼ刻 ｩ 坐をも考慮した ｩｬｾｊ い の

ある道にしました 。

5. 現計画の概要

総同 .h't 約 322ha 、計画戸数約10 ，400戸、計画人口約 4 万人とな っ

ています 。

4 つの 住区に教育施設 として小学校 4 校、中学校 3 校、幼稚図 7

園、保育所 4 所を計画しています 。医療施設は、各住区に 2 - 4 院

からなる医者村を設けます。

幹線道路は、幅員 24 .5 m- 16 mで計画し、{ 主区単位で住区幹線道

路を設け、 6 m以上の制11街路と結びます。

公闘は、地区公園 2 ヵ所 、近隣公図 4 ヵ所、児童公園を各住区に

4 - 7 ヵ所設けます 。

紋道は幹線道路との立体化を図り、公共公益施設を有機的に結び

ます。

6. ニュータウンの現況

事業の進捗は、平成元年度末において、相造成工事はほぼ完了し、

主主造成工事も計画面積の約70% に達しています。

- } 子、住宅地の処分は、昭和54年度から開始し 、平成元年度末現

在、宅地分譲、公団 ・公社、民間] 住宅事業者の建売分譲、県営住宅、

社宅等約5，700戸分の用地を処分いたしました 。

この問、ユーザーの多機化した '; " 主要の変化に対応した魅力ある居

住空間の創造、より質の高い住宅の供給を行うため、各事業者は、

①不特定多数の需要者が企画者の呼びかけと支媛により、建築計画

から管理規約づ くりまで自主的に行つコーポラティブハウジンク、

②需要者がプランを選択できるハウスプラン選択方式、 ③街並み景

観を重視した住宅の供給 ( 共有紋地の創造、コモンス ペースの確保、

電線の地中化、シンボルツリー等々 ) ④地域のモデルとなる良好な

木造住宅団地 ( ウ ッ ドタウン ) 等ランドプラ ンニンクにも趣向をこ

らしてきました 。 さらに、住宅についても高規格住宅、省エネ住宅、

ホームセキュリティ等々 、それぞれテーマを持ち、その具現化 に努

めてまいりまして、人気も高〈、応募状況も高倍率にな っておりま

す。

分譲宅地等には、昭和55年 8 月から l順次入居が開始され、平成 3

年 3 月 1 日現在 4，674世帯、 16，692人の方々が生活しておられます。

公益的15U i 設の整備状況は保育所 ( 1 所 ) 、幼稚園 ( 2 図) 、小学校

(  4 校 ) 及び中学校 ( 3 校 ) が開校しており、さらに消防署、派出所、

共同庖宮市、銀行及び医療施設 ( 内科 2 ・歯科 2 ・耳鼻咽喉科) につ

いても開業され、都市的機能が充足されつつあります。

平成 3 年春には、新交通システム桃花台線の開通、タウンセ ンタ

ーのオープン、中央公開及び東海地方で最高の高さをほこる 33階建

ての分譲マンション、スカイステージ 33 ( 熊谷組) が完成を迎えま

す。 これを機会に 、県と 小牧市では、平成 3 年 4 月20 日から 5 月 6

日まで、桃花台会場、 小牧駅前会場を主会場として、人と 者11市の新

世紀をテーマに、 「小牧 ・桃花台アーバ ンフェア '91J を共同で開催

すべ〈準備を進めています。

写真 l 桃花台ニュ ータウ ン

写真 2 桃花台タ ウンセンタ ー (愛称「ピア ーレJ ) 3 年 4 月オープン予定

写真 3 33階建超高層住宅 ( 熊谷組)

7 . おわりに

桃花台 ニュータウンの基本構想、がたてられてから 20余年が経過し、

社会情勢も大きく変化 してまいりました 。

事業期間が長期化したことは、時代のニーズへの対応が可能とな

り、住宅 ・施設等の規模や来観に多様性が生じたこと、ニュータウ

ンの年齢別人口比も平準化するなど結果的にプラス効巣ももたらし

たと考えております。

また、この問、ニュータウンに求められる機能も単なるベ ッ ドタ

ウンから学術 、文化等の発信機能、高齢化社会への対応、余暇、サ

ークル活動等の形成等、複合化、高度化しており、的確に対応して

行けるようにしてゆきたいと考えております。

( カわい お さむ/ 愛知県建 築部住宅金同課課長術 的

いわた と し みち/ 同 上 校師 j
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住宅をめぐる 現 況 と 将 来 一 一 大都 市の 公 共 住 宅

公団住宅建て替え志賀団地 - 企画から建設入居まで

木 全 文 男

1. 公 白賃貸住宅建て替えの必要性

公団は、国の住宅政策の実施機関として、 H召和30年に発足し現在

に至 っています。 この問、住宅事情は大きく変わり 、現在では住宅

数が世帯干数を上回っているという状況にな っています。 しかしなが

ら、住宅統計調査によ りますと、国が定める最低居住水準未満の世

帯はまだまだ多〈 、住宅問題が解決したという状況ではありません。

このため、 国では、早期 にすべての世情が最低居住水準を確保でき

るように す る等の目標を 掲げ るとともに、公共賃貸住宅のうち老朽

化 したもの、狭小 なもの等については、建替え、増改築等により良

質なスト ックへの改善を促進することとしています。

さらi こ、今後も良質な住宅の供給を行っていく 必要があ りますが、

近年の土地高騰に伴い、住宅用地の取得が困難な状況にな ってきて

おります。

このようなことから 、公団では昭和 30年代に供給した住宅は 比

較的多くの団地が好立地にあ りながら 、土地の有効利用 が十分に ERI

られていないこと、また、広さや諸設備が近年の住宅に対する要求に

必ずしも対応 したものにな っていないことから 、

(1) 敷地の有効な利用 を図 り、好立地 を柄かした職住近接型の住宅

を供給する 。

(2)居住水準の向上を図り、良質な住宅を供給する 。

ため、建替えを梢極的に推進し 、国民全体の資産である公団住宅の

改善を図 っていくこととしています。

2. 中部支社の現状と建て替え事業

中部支社が現在管理している約 5 万 7 千戸の賃貸住宅のうち、昭

和30年代に供給した住宅は、約 l 万戸 (約 18 %) を占めている 。

これらの住宅は、そのほとんどが名古屋市内にあ って立地条件に

めぐまれていますが、その敷地についてみますと大部分が法定容積

率制限 200% 前後であるのに対して 、現況容積率は平均70%程度と

なってお り、敷地の有効利用 が図ら れていません。

また、この年代の住宅規模についてみると、 2 D K、 3 K 以下の住

宅が約97% を占め、住宅面積も平均で 37 m'程度( 単身住宅を除( )

しかなく、さらに設備水準も当然のことながら 、今日のものと 比べ

劣 ったものとな っています。

このような現況から 中部支社では、昭和30年代に供給した約 17J

戸のうち、 市街地住宅を除く低中層住宅約 9 千戸を対象に、立地の

特性、土地の利用状況、住宅需要の動向等の諸条例ニを総合的に勘案

し、原則 として年代の古いものから順次主主体えを実施していくこと

としております。

J . 志賀団地からアーバンラフレ志賀へ再生

中部支社 で初めての建替事業は、Htl HI62年度に当支社 て最も古い

団地で、しかも、住宅地 として立地条件もす ぐれ住宅需要面からも
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期待できる志賀団地 を最初の主主替対象団地に選定した。具体の事業

化 にあた っては 1316戸のうち第 l 期事業として448戸を対象に建替卒

業の説明会を、 utl 和62年 6 月 6 円から 15日までの問、開催しました。

その後、建替事業を円滑に進めるにあた って、最も大切である居住

者の方々の建替えに対するご理解とご協力をいただくため、現地に

建替折衝事務所を 開設し 、建替事業の 内容をよ り具体的に個々の居

住者の方々に説明をしてきました。 その問、多少の好余曲折があ っ

たものの、居住者の方々のご協力が得られ、平成元年 5 月に第 1J切

の第 l 工区部分会員の移転が完了し 、平成元年 7 月 1 9  J-I に賃貸住

宅326戸、分譲住宅80戸を発注しました。

工事もほぼ予定どおり進み平成 2 年12月15 日から従前居住者の

方々に新しい住宅へ入居していただける運びとな りました。

建替後の賃貸住宅326戸のうち従前居住者の戻り住宅が224戸あり、

一般の方々への公募戸数は 102戸とな ったが、応募者の総数は 1040世

帯あり 応募倍率が10倍をこえる 人気の高きであ った。分譲住宅につ

いては、すべて従前居住者の分譲住宅希望者で充足されるという 状

況であ った。

なお、第 l 期事業に引き続き、平成元年に第 2 期事業650戸を対象

に建替事業の説明会を行い、現在、建替後住宅への戻 り希望者の住

宅型式を基に建設計画の最終確定作業に入 っております。

また 、第 3 期事業として、 1 K168戸を対象に今後、引き続き建称

卒業に着手する予定をしております。

4. 第 一期建て替え計画と設計上の特車

第 1Wl建替え計画を従前住宅と対比すると下表のとおりです。

ｾ 、ｼ従前住宅 主 主 替 後 住 宅

住 棟 型 態 l '十: 層住宅 3 - 5 F I 中高 j宵住宅 5 - 10F  

練数20練 | 棟数11棟

住 宅 担 式 | 賃 貸 2 K ー 198T ; 1賃貸 10K- 39戸 l
I  ＾ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ . .  . " V， I  ，，，， Ｎ ｾ Ｂ＠ w ， I  386戸

11 2  D K- 250戸 1 11 20Kー 149戸 |

1  Ｂｾ Ｂ＠ n J ， 11工区- 326戸

計 448戸

2LDK .  3DK - 82戸 〉

12-[ 区- 60戸

3LDK .  4DK  - 96戸 |

1  ( 3年 1月発注)

11 4LDK- 20戸

分譲 3LDK- 68戸i 128戸

11工区- 80戸

11 4LDK- 59戸 }

12工区- 48戸

11 5LDKー l 戸J (3年 lJI 発注)

計 514戸

悦 専 用 面 積 | 平均 37m'"! 戸 |賃悶貸一→5閃 伽6伽何m耐，

分 設一7花8m附'/戸



主な設計上の特色としては、高齢化社会の到来に対応するため、

特に l 階の住宅について次のような配慮をしています。

- 浴 槽…… 落し込み浴槽 とし、にぎり棒を設置しています。

. 住宅内通路 一住戸内の段差を少なくしています。

- 便 所…・ーにぎり棒を設置しています。

- 緊急通報 .. 緊急I待通報 システ ム ( 緊急時に浴室及 び便所に

設置してある非常ボタンを 押すと住宅内及び玄

関に替報表示される ) の導入。

- 階段室への・・・犀外から 1 階へのアプローチは、階段を取り止

アプローチ

め、すべてスロープにより住棟内の共用廊下に

接続しています。

- その他 … … 浴室、便所のにぎり棒は各階全戸の住宅に設置

しています。

中層住宅にも 中層用エレベータ ー ( 4 人乗り )

を設置しています。 また、共用廊下の床のノン

スリ ップ仕上材 等にも配! 語、 しています。

5. 建て替え事業の進め方

公団の建替え事業の一般的な進め方をフローに示すと次のとおり 。

ム L 主tt 替え事業の概要を府住1 ' i の皆機に説

ーーー ーーーーー-

" "  I  ｉｾｉ する 。

移

転

則

主tt 容後住宅へ入居したい、あるいは他の

ーー ーーーーーー公団賃貸住宅等に移転したい等の希望

を聞 く。

1111 

戻り住宅の希望を反映させながら、主tt 設

一一一ー一一一一計画を縦定します固又、仮移転先確保の

ため工区を分け順次進めます。

2

年

間

)

- この際ご都合により他の公団賃貸

分設住宅に移転を希望さ れ る方へ

の移転先住宅のあ っせんをします

(本移転)。

延E昏住宅に戻られる万で主主併後の

住宅が ｈｾ 米るまでの ｉｈｊ 、他の公団Ｑｴ

貸住宅に一時仮移転していただき

ます.

似

霊 第一 工区部分の移転が完了しますと、

主tt 設 トーー lWI- ーー そ の 部 分 の 建 物 を 除 去 し 新 た な 住 宅

目 を建設します。

第 一 工区 の 住 宅 が 完 成 し ま す と 仮 移

転 し て い た だ い た 方 に 入 居 し て い た

だきます。

6. 居住者の方々への措置

建替事業を 円滑に進めるためには、現居住者の方々の建替事業に

対するご理解とご協力が必要でレあり、そのために、居住者の方々の

理解がえら れるよう、主に次のような措澄を講じています。

写真 l 建替 前の 中 層 住 棟

写真 2 建 替 後 の 高 層住 棟

(1) 建替後住宅への優先入居

(2)建替後住宅の家賃減額十昔置

(3) 仮移転が必要となる居住者に対する仮移転住宅のあ っせん

(4 )他の公団住宅への移転を希望される居住者の方に対する移転先

住宅のあ っせん、及び、家賃減額措置( 5年間、 移転先住宅の

家賃の40% 減額、ただし、 2 万問を限度)

(5)公団住宅以外の住宅に移転される居住者の方に対する移転先住

宅の家賃等の一部補積額 (100万円) の支払い

(6)移転の際、必要となる移転費用の支払い

(7)移転に 際 し、居住者負担となる退去時補修費用の免除

(8)生活保護世帯及び一定の要件に該当する高齢者世帯、母子世帯

及び心身障害者世帯に対する家賃の一定期間 ( 5年 間) 減額

1 . 今後の展望

中部支社において、現在、建替事業に着手している団地は、志賀

団地の外 に、東区白壁町に所在する清水 口団地、昭和区滝子通 りに

所在する滝子団地において建替後住宅を建設中です。また、千種区

の星ケ丘団地においても平成 2 年 8 月に建替事業の説明会を行い、

現在、居住者の方々へ建替事業の内容を個々に説明 しつつ、ご協力

をお願いしている段階です。

今後引き続き 30年代 に管理開始した団地について将来にわた って

の良好な社会資本の形成をめざし、 l順次建替事業を進めていくこと

としております。

( きまた ふみお/ 住 宅 ・者I1市務備公団" i " 部支社管理部住宅改普謀専 1"1役)
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住宅をめぐる現況と将来一一一大都市の公共住宅

千種台団地建て替えについて

中 神 俊 士

はじめに

名古屋市では 、昭和21年度以降昭和63年度までに 74 ，096戸の市営

住宅を建設し 、現在の管理戸数は、約59 ，000戸にまで'のぼっている 。

本市の住宅事情は年々改善されてはいるものの、市営住宅は、市民

の生活安定を社会的 に保障する有効な施策として今後とも需要に適

した供給に努める必要がある 。 ただ、既に市営住宅建設事業の過半

を建替え事業が占めている状況にあり、住環境の整備、土地の高度

利用等の要諮を背景に、 既成市街地等における既設市営住宅の建替

えが重要な課題となってきている 。

現在、名古屋市では昭和20年代か ら30年代にかけて建設された大

規模市営住宅団地の再生に取り組んでおり、そのうち最大規模のも

のが千種台地区の再生である 。

1. 千種台地区の概況と歴史

千種台地区は、名古屋の都心、栄から束へ5.5kmの市内でも 比較的

中心部に位置し、 典 型的な丘陵地開発の手法によ って開発された地

形的に起伏に富んだ古い住宅地である 。

昭和20年代の初頭までは、松. i義木の生い茂る丘陵地だったが、

昭和24年引揚者住宅等が建設されてか ら、同地区の住宅地 としての

開発は急ピ y チに進み、今日では公社の分譲した民間住宅等を含め

約3，500戸の住宅地と なっている 。こうして開発された 17万坪の団地

を総称して当時「千種台団地」と称していた。当時は、全国に大規

模な住宅団地のまだなかった時代であり、「昭和30年代には名古屋市

の観光名所 とな り、 毎 日、観光パスが往来した」という記録が残さ

れている 。

この千種台も 、40年余の年月を過ぎ建物の老朽化が目立つように

なり 、建替えの必要が生じてきた。

2. 千種台ふれあい タウン

名古屋市では 「住みたくなるまち名古屋」の建設を目 指 し、昭和1

63年「名古屋市新基本計画」を定め、その 中で「大規模な市営住宅

の建て替えにあわせて、豊かな自然環境を生かしつつ、高齢者にも

配慮した総合的 ・計画的 なまちづくりをすすめ、世代間の交流が活

発に行われ、心の豊かさとふれあいのあるモデルタウンを建設する」

として「千穂台ふれあいタウン」を位置付けている。

大都市においては、第 3 次産業従事者の占める割合が高くなり、
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図ー 4 つのまちづくりコンセプ ト

その中て帆 t . k まざまな階層 ・職業経験を持つ人達が高齢イじしてくる

ことにより、旧来の高齢者とは異な ったイメージの高紛者像を念頭

においた高齢化社会の計画フレームづくり、高齢者を含む居住者の

社会参加 をとおしてまちづくりを考える必要が出てきている 。

(1) 4 つのまちづくりと 2 つのプロムナード

そこで、千種台地区におけるまちづくりに向けて、地域の中で高

齢者も含む居住者の社会参加の機会をより具体的なものにするため

に次の 4 つのまちづくりコンセプトを定めた。 ( 図一 1 )  

①教育 ・文化活動による社会参加→ 「文化のまちづく りJ A  

②スポーツによる社会参加→「スポーツのまちづくり J B  

③健康増進 ・余暇活動による社会参加→「健康のまちづく りJ C  

④地域づくりによる社会参加→ 「にぎわいのまちづく りJ C  

同上 →「落ち着きのまちづくり J D  

また、 地域の 9"で 4 つのコ ンセプトをもっそれぞれのまちが、相

互に |刻連性を持 って ネ ッ トワ ーク され、地区の住民や市民に生活領

域として意識され、有効に荊 j刊されるために、ジョギ ング、散策等

が楽しめる「緑のプロムナード」と 「未来と歴史のプロムナ ー ド」の 2



つのプ ロムナー ドの整備計画を行 っている 。 (図 2  )  

(2)  整備計画の概要

現在の公的住宅など2，453戸のうち、 1，950戸 を建替 え、約2，400戸

の住宅を供給する 。 この うち地区内の市営住宅は、現況戸数程度に

とどめ、地域のコ ミュニティ ー活性化を促すとともに' 1 ' 間的所得階

層 ( ファミ リ一層) 向けに都市定住型住宅の供給を図るために、土

地交換などにより公団 ・公社住宅、特別賃貸住宅等を 約500戸供給

し、世幣構成、収入階府統成、ライフサイクルに対応した多様な住

宅の供給で ソウシャ ル ミy クス を図ることとしている。

各住練は、地区周辺部の民地に桜する団地では、周囲の町並みに

配慮して低層住棟を、 中心音11の団地では 1:1" ・高層棟を配澄し てなだ

図- 2 歩行者動線ネットワーク図
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図- 3 千種台ふれ あいタ ウン実施計画( 案)

写真 l  セン? 一地区イメ ージ図

らかな町並みを形成し、コ ミュ ニティの活性化を図るため 1 棟当た

りの戸数を 50戸程度に 押 さえた囲み配置を採用している 。 ( 図- 3)  

また、地区の活性化と都市的機能回復のため、センター施設、シ

ョッ ピングストリ ー ト、高齢者福祉施設、パスターン等の施設整備

を行い、広域施設として文化 ・教育施設も整備 する計画である 。

3 高齢者 へ の 配慮、

(1) 高齢者向け住宅の供給

千種台団地では、 世帯主が60歳以上の世部: が全体 の 3 割に達して

おり、高齢者世情予備軍とも 言える 50歳代を加えると過半数の55%

にもなる 。 これらの高齢者のうち、特に高齢化対応が迫られている

高齢核家族は、建替後400- 600世帯と推計される 。

このため新しく建設する住棟の l 階は、庖舗などを除き総て一般

高齢者向住宅またはケア付住宅として供給し、 2 階以上の住宅につ

いては、入居者が高齢化した場合にも快適な生活ができるよう総て

「力日齢住宅」とすることにより、全戸を高齢化対応住宅として供給

する予定である 。 さらに、住棟でのバリアフ リー化 を図るため当面

4 階以上の中層住宅にもエレベーターを設置することとしている 。

また、今後ますます増えてくると思われる 一 人暮らしの老人や高

齢核家族世帯に配慮し、家族構成に対応した住宅の型別供給やライ

フサイ クルに合わせた住替え制度、近居 ・隣居制度の充実を図る 。

(2)  高齢者福祉施設の整備

「特別養護老人ホーム」・「デイサービスセンター」等を中心に、

入浴、 リハビリ等のデイサービス、ショートステイ、ナイトケア、

在宅介護等のサービスが提供できる施設盤備をすすめ、高齢者が加

齢に伴い在宅のみで生活することが困難化 した場合にも、住み慣れ

た地域で安心して自立した生活ができるような支援体il1l 1を整備する 。

おわりに

昭和60年から検討を始めたこの計画も、ょうやく事業着手に漕ぎ

つけようとしている。事業期間は、建替え事業をベースと して進め

るため約15年の長期にわたることとなる 。

いずれにしても高齢化社会への対応は 、これからの重要な課題で

あり、この「千種台ふれあいタウン」を含め、長寿社会へ向けた各

分野での様々な取り組みが期待されるところである 。

( なかがみ しゅんじ / 名古屋市建築局千横台ふれあいタウ ン推進室主査)

93  



住 宅 を め ぐ る 現況と 将 来

高齢化社会に対応する住宅対策

壁 谷 又 嗣 / 石 橋 聡

はじめに

本県も全国傾向にもれず、人 U の高齢化が新々と進んでいる 。1980

年には 、7.4% であ った高齢者比率( 全人口 に 占める 65歳以上人 口の

訓合) が、1990年では 9.8% とな り、 さらに 2000年に は14% 弱、 2025

年には2 2 %程度に達し、高齢者を取り巻〈社会 ・経済情勢はもとよ

り高齢者自身の価値観も大きく変わ っていくことが予測されている 。

このよう な状況のなか 、今後、 高齢者の住まいの方のニーズも子世

帯・との 同居希望一 辺倒でなく、隣府、近照一、さらには単身・夫婦の

みでの居住など一 層多様にな っていくと考えられる 。

住 宅行 政 としては、これらのニーズに適切に対処 していくことと

併せ 、人生80年代 を迎 え、定年後の白 l主l時間の明大あるいは 高齢期

の心 身機能の低下とい った状況の 出現が隊突抗されることから、 「生

きがいづくり J r安心づくり 」 も抗野に入れた対策が求められてい

る。

このような 背対から、本県では、福祉施設や生涯学習施策との辿携

を街桜に図り、 「高齢者が地域社会の 中で安心して 、かつ生きがいを

持 った生活を営むに資する住宅の供給」 を行うことを目 的に 「いき

いきシルバータウン整備事業」や「シ j レバーハウジング ・プロジェ

クト 」 を市町村などの協力を得ながら実施している 。

今回はこの 2 つの事業の取組みを紹介する 。

l 多 世代がふれ あう コミ ュニテ ィ づ くり

いきいきシルバ ータウ ン盤 備 事 業

お年寄 りは、住 み慣れた所でいろいろな世代の人々と交流しなが

ら、安心かつ生きがいをも って生前をしていくことを望んでいる 。

いきいきシルバー タウンでは、このようなお年寄りのニーズに応え

られるよう 、「生きがいづくり 」や 「安心づ くり」の拠点となる施設

事業の位置 大府i l J 横根町

敷 地 而 絞 5.87ha

Jjf J  発 手 法 新 規 同地開発

地 設 計 阿 1 t U住宅 約50戸

(う ち高飴者向け) 約30戸

持家住宅 約130戸

住宅合計 約180戸

いきいき プラザ約 300m'

デイサービスセ; ，- ' 1- ki Jl OOOm'  

スケジュー いきいきプラザのオープン

ル( f 定) 平成 4 年

デイ サービスセ ンターのオープン

( い きいきプラ ザ) を整備する と共に、 市町村の協力 も得 て、居住

者が生きがい活動に取り組みやすくするのに 必要な人材 ( いきいき

コーテ伊イネータ ー) も配置し 、単なる住宅開発でなく 、生き がい活

動のソフトも 備 えた 、い わば、 ライフスタ イル創 造型の住 宅地開発

を 目ざしている 。現在、大府市 と豊橋市の 2 ヵ所 でモデノレ的に事 業

展開 しているが、今後は、この成果を基に 、いきいきシルバータウ

ンを県下各地に展開 していくことを考えて おり、 そのため市町村や

民間住宅事業者の取組みを支援する 方策 について検討して いく こ と

としている 。

いきいきシルバータウンの概要

ア 住宅の供給及び住都境の整備

高齢者の生活特性にも 配慮 した設備 ・仕 様が施 された住宅の

供給、並びに道路 ・広場 な ど高齢者の安全 ・快適な 利用 に配慮

した住環境を整備する 。

イ いきいきプラザの建設

いきいきシ/ レバータウンのみでなく周 辺地域 を含めた住民が

行う趣味 ・文化 活動や、タウン居住者の日常ー生活相談などの安

心づくりのためのサービスを行うための拠点施設を建設する 。

ウ サービスの提 供

専 門的人材 ( いきいきコーディネーター) を配置 し、 生きが

い活動の企画 ・運営に 対する支援や、タウンに居住する高齢者

に対 して生活サービス (生活相談、緊急、l侍の連絡通報サービス、

- JI寺的家事援助) の従供を行 う。

エ 住 戸 の 形態

住宅は、高齢者向け、三世代同居世帯向け 、高齢者向け住宅

に居住する親との近屑を 目的 とする子供 世帯向け、一般世帯干向

け等の機々なタイプが混在するようにする 。

オ モテソレ事業の概要

下図のとおり

事業の位置 22橋市石巻町

敷 地 面 総 7.75ha

開 発 手 法 既設県常u 宅の主主替

地 設 計 阿 賃貸住宅 約460戸

( うち高紛者向け) 約20戸

持家住宅 約90戸

住宅合計 約550戸

ケアハウス 約30 世'Hf

いきいき プラザ約300m'

スケ ジュ ー いきいきプラザのオープン

ル( 予定) 平成 6 i l三

デイサービλ センターのオープン

平成 4 年 愛知県地図 平成 6 年

県公住宅の入 居 平 成 4 年 県営住宅の入府平成 6 年

分譲住宅の供給平成 5年 分譲住宅の供給 平底5年-11年

( 1)  rいきい きタウ ン大府」 (2)  rいきいきタウ ン金田 J
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公的賃貸住宅

( 公営住宅、公団住宅、公社住宅等)

ライフサポート

アドパイザーの

住戸

生活相談・団らん室等

ケア付き住宅( シルバーハウジング ・プロジェクトの場合) の概要

2，安心 して暮らせる生活支援サービス付き住宅の供給

一一シルバーハウジング ・プロジェクト制度の導入

一人暮らしや夫婦のみで暮らしているお年寄りが急激に h河川 して

お り、これらお年寄 りの大部分は、 「急病などのい ざという時に頼れ

る人がいない」 とい った不安を抱いている人が少なくない。 そこで、

これらのお年容りが安心 して暮らせるよう、生t前中IJ 談、安否の確認、

緊急時の対応、家事媛Jl j J などの生柄支援サー ビスが付 いた住宅の必

要性がそこに 高 まってきている 。

そこで、今回、既設県営住宅の主It { 委えに合せ、市の福祉百II}司の協

力 を得 て、生活支媛サービス付 き住宅をモデル的に建設することと

した。今後も 市町村の協力が得られれば柏極的に文援していくこと

としている 。

県営シルバーハウジングの概要

シルノ〈ーハウジングについて

公的住宅供給主体 の佐設する集合賃貸住宅て¥この入府対象

者は、 日常生活上自立可能 な高齢者単身世帯 (60歳以上) 又は

高齢者夫婦世帯f (夫婦の いずれかが60歳以上であればよ止り る。)

とな っている 。住宅は、手す り、緊急通報システム装置さ年高齢

者の生活特性に配慮した設備 ・仕様とし 、住宅とあわせて生前

相談 ・団らん室など高齢者の利用に供するための施設を有する

ものとし、入居高齢者は生活指導 ・相談、緊急時対策等のサー

ビスも受けられる 。

事 業 の 位 置 ! 在川市 lil 辺町

敷 地 而 秘 0，52ha

IJ 日 発 下 法 既a9: 県常住宅の建符

胤 設 ;n 岡 県常住宅

(う ち高荷台t ; ' 向け)

デイサービスセ ンター

スケジュー ル デイサービ スセンターのオープン

( 子定) り ＺｉｾＧｾ Ｇ ｾ Ｇ・住宅の入居

特色

約70戸

約20戸

約300m'

平成 5 年

平成 5 年

rli'::¥' のテ' イサービスセ ンター ( 身体が段羽X は桜た きり等のため

に日常生活をうは・むのに文隙があるおおむね65歳以上の日給者が 円帰

りで各胞のサー ビスを受けられる地設) を併設し、このサービスセ

ンタ一事業とし て、ライ フサポート ア ドバイザーを問地に駐花させ、

必要な生前支援サー ビスを受けることとしている。

団地慨要

3，まとめ

以 上 、 相祉音 Ｑ Ｑ 局 や生涯教育 部 局と 連 携した Ｒ つの ｾ ｊ Ｇ［ 例 を紹 介し た

が、木県では、この他 にもお年寄りが安心 して住みがしけられるよう

県営住宅等の整備についても努力している 。例 えば、老人世 帯に対

する家: Q の減免措置や優先入居制度、親と子世帯の近賠入居制度、

さらには老人世帯向けに特別 に設計された県営住宅の新築や改造に

も杭極的に取 り組んでいる。

また、民間住宅においても、高働者向けの工夫や設備が盛り込ま

れた住宅の普及を l苅るため、啓発ハ ン ドフ' ック「おとしよ りと住ま

い」を作成し、以下各地 での住宅相談において、その所用を図 って

いるところである 。

住宅は生活の基縦であり、社会の亙要な基礎単位である家庭の営

みの場である 。特に住宅内あるいは住宅付近で過ごすl時間が長く な

る高齢者にとって、住宅及び居住環境の持つ意味は他 の年齢層 よ り

格段に大きいと 言える 。高齢化社会に対応できる住宅ス トックの形

成は、高齢化社会対策の最も重要な課題のーっと考えて いる。今 後

共、積極的に取り組んでいきたい 。

(カべやまたつ〈ぐ. ゾ/ 愛訓拘知州州lげ叫 リ 比 附 '

い L ぱし さと し/ Iト川，;J目;J J  技師 /  
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住 宅 を め ぐ る 現 況 と 将 来

三世代が醸すコミュニティタウンをめぎす「岡崎三世代宅地供給事業-

中 根 鎮 夫

はじめに

五 万石の城下まち、岡崎市は 、愛知県のほぼ中央部に位置する 。

地形は 「東高西低型」で、西部 ・南部地区は 矢作川、乙川に育まれ

たJj 巴沃な三河平野、東部 ・北部地区は三河山地の丘陵地帯である 。

大正 5年に市制が施行され、現在は人口 30万人を超え、四三河の

中核都市として発展している 。

社会経済情勢の動きをとらえ、さ きに平成 3 年度を初年度とする

第 4 次岡崎市総合計画を策定し f21世紀を拓〈活力と創造のまちづ

くり」 を目指し歩みだした。 その具体化として現在、長寿化社会に

対応した年金者住宅 「ゆとりの盟」の13日所や新福祉会館建設などの

福祉の充実をはじめ、 「愛知!のふるさと づ くり事業」の選定を受け岡

崎城枇公園務備、東岡崎駅周辺繋備を含めた 「乙) 11 リノ〈ー フロン ト

椛121」、康生地区回廊構想の折s . 進、丘陵地では技術革新の先端工業団

地メカトロピア 岡崎、健康文化都市の核となる 附l崎中央総合公閣の

建設などを進めている 。

岡崎らしさを活かし、新しい展望にた って 「明るく住みよい蛍か

な岡崎市」 をめざした魅力あふれる地策の一つに三世代宅地供給事

業があり、市民と行政が一体となり動 き出している 。

1.三世代宅地供給事業の目的

近年の経済社会の発展に伴な って都市への人口集 中が進行し、過

疎と過密の問題が生じてきた。生活は著しく向上する 一方で、急激

に長寿化社会へ移行しつつあり、家族形態は核家族が増加してきて

いる 。

こうした社会変化 を考えるとき、我が国の家族生活は背は左人の

生活が家族の愛情と責任で支えられ、 生活の知必が親 ・子 ・孫 に 継 *

されてきた。 この良さを見直し、同併にな った親と 一緒に生活しよ

うとしても、これを可能にする広い敷地を求めることは、地価の高

騰などもあり閃難な状況とな ってきている 。

阿崎三世代宅地供給事業は次のような施策を総合的に推進する宅

地供給事業として進めている 。

第一は、地価高騰にインパ ク卜を与え、地価の安定に寄与するた

め、求めやすい価格で良質な宅地 を供給する 。

第二は、長寿化社会に対応するため、 三世代同居により家族機能

96 建築 と社会/ 肌 年 3 月号

写真一| 三世代住宅のイメ ー ジ

を強化し、高齢者の在宅福祉を充実させ、世代間コ ミュ ニケーショ

ンの増進をはかる 。

第三は、過疎地域の活性化 をはかるため、計画的な土地利用に基

づき居住を誘導する 。

2 開発の規模

開発にあた っては、居住環境を整えるだけでなく、地元との人口

バラ ンス にも配慮し、地域と の コミ ュニティづくりを大切にした規

様で行う 。

1  . 総面積 5  - 20ヘクタール。

開発目的を達成し、快適な居住環境をつくるための最低限必嬰

な規模。

2  区画数 50- 150区画。

区域内での自助作用ができる l 町内会程度。

3. 区画面積 330- 500平方メートル。

'  



写真一 2 貌水公園イメージ

三世代が同居できるゆとりある住宅配置が可能な面積。

西暦2000年を目標とした国の第 5 期住宅建設 5 ヵ年計画に定め

る誘導居住水準 ( 6 人世帯- 4  L L DKS- 164m') にも対応できる

もの。

3. 米 河内 町地内の計画概要

現在、市役所から率で約20分、北東部の丘陵地、米河内町で岡崎

三世代宅地供給事業を進めている 。米河内町は、県道沿いに集落が

形成され、 ifrt背数166世帯、人口 671人のまちである 。昭和55年の人

口を 100 とした場合、昭和63年には 97 と減少し、過疎化が進行してい

る。同町内にある常磐東小学校の児童数についても、昭和58年の128

名をピークに昭和63年には 115名と減少傾向にある 。

開発面積は8. 8ヘクタール、宅地造成比率約37パー セント、 3.2ヘ

クタ ールで82宅地に務理していく 。計画人口は約490人としている 。

(1) 宅地計画

1.  1 区画当り面積

2. 建ぺイ 率

3. 容積率

330m' - 500m'  

5 0 % 

8 0 % 

家族のコ ミュニティ意識を醸し出せるよう 共同の空間を確保

し、ゆ ったりと自由な発想!の三世代住宅が建設でき、敷地内で

家庭菜園が可能な広さを確保。

(2)  公園計画

1. 総面積 3，771m'  

2 . 設置数 3 ヵ所

区域内の中央を流れている 小川 、荒井川にカスケードを造り

せせらぎと緑の水辺空間の親水公園やゲートポールなどが楽し

める公園など親 ・子 ・孫の三世代が遊べる場、出合いの場を計

問。

(3)  道路計画

1. 主要道路 幅員 10m

2 . 区画道路 幅員 6 m- 8 m

区域内を 1 周する区画道路を計画し、歩道を付けラ ンニング

や散歩が安全に出来るよう配慮。

(4)  緑地

1. 保存緑地 約10 ，400m'

2 . 回復緑地 約16 ，800m'

小段を広くとり威圧! 惑を和らげ、 季節の移り変りが感じられ

るような樹木を植栽。

(5)  その他

建築協定や転売、分筆の防止等により快適な環境とスラム化の

防止。

まとめ

本事業は、これから造成工事に着手する段階である 。私たちの家

族椛成や生活様式は、 l時間の推移とともに変化 している 。建築され

る三世代住宅はどのようなものか、ま ったく新しい発想による魅力

的な l町並み、コミュニティの形成を期待しながら、楽しみな事業と

して取り組んでいる 。

事業の成果をあげるには行政のみならず、市民やこれから住む

人々の努力に負うことも多い。粘り強〈進めていく必要がある 。

将来的には米河内町地内の卒業をモデルに三世代が醸す 「岡崎三

世代宅地供給事業」を市内数カ所に展開していく予定でいる 。

今後とも皆さんのご支援、こ:WJ 言 を頂ければ幸いである 。

( なかね しずお/ 岡崎市長)
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住 宅 を め ぐ る 現 況 と 将 来

民営集合住宅 現況とこれから

野 口

はじめに

東京情報で同級集合住宅を “ マンション " と日乎ぶことを教えられ

たのは 1960年 ( S 35年) だった。

当社では、第 Ｑ 号を千穂区 ｾｉ ｜Ｇｩ ｩ 伺過に設計したのが、現存する “ ｾｴ 自

ヶilii J7 ンション " R C造 3 附雄、 2 棟、 24戸である 。 ( 写真一 1 ) 当

社の創業期の代表作で、それまでの木製 ・鉄製サ ッシュから初めて

アルミサ ッシュ使用の集合住宅であ った。結露に悩まされたり、そ

の他数々の思い 11¥から 30余年、その川主1'111ョ設計の過半が民間集合住

宅関連の仕事であ った。

当初、集合住宅の設計は口一貨が主力だ ったが、段jli- では分譲が圧

倒的に多い。 当社は総てのイl 'J ' t が民II¥J依頼のもので、特定企業の傘

下に人ることなく多くのデベロ ッパーと嫁してきた。 それで集合住

宅に関しては、ある程度のlJ . ，; い視野で考えられるようにな った。一

設計 ・F務所の立場で与えられたテー 7 を論ずるのはいささか前 l決ゆ

い気がしないでもないが、分譲マンシ ョン のみで120件、 45) j m'の尖

総経験から現況をとらえてみたい。

1. 賃貸集会住宅

1987年頃までは 、 多くのun住宅が土地の有効利用を目的として、

佐訟行、tt 料のバランスがとれ建設予定可能だ った。 ( 写真一 2 ) ま

して相続対策、公的融資のfJ . よ娠等で;(i)1. 寄りの! 惑があ った。 - 11I 1の業

者は入府保証や ｾ J:r 方式( 入府家賃保証、竹= 理J l 込) で地主を説得し

j符花;反要を 4"} Hi り起こすことも l村苦Itではなか った。 また、 地下鉄東 111

線沿いには、単身赴任者用高級賃貸として、各種サービスを併せ備

J まt

I r: ヨ

えたワンルーム ( 18m) から 2D K  (50m ) の集合住宅が建てられた 。

( 写真一 3 ) ファ ミリーマ ンション は一部の特定高級なのを| 徐けば、

70mまでのものヵ、多く、収支バランスを存えればグレート、の向いもの

は比較的少なか った。111，今は建設費の急騰、高金利、税制の改正等に

より、 Ul貸集合住宅の処設は急減してきた 。よほと特殊な 4¥怖がない

限り供給サイドからみて建設不可能になってきた。察、社宅等従業

只対策や節税含みのケー スに限られ、今後当分のnlJ、 tt 貸住宅は土

地問題は別としても極度に減ることが予怨される 。

2. 分譲集合住宅

分譲マンションの康史はほぼ30年だが、当地の容積率地行 Iぬの

1971年頃の状況は、私の記憶て壮、 一年間に 5練位度建設されるだ

けでしかも名古屋市東部地区に限定された。 それは地下鉄烹使、環

J > ' Z 良好、通学通勤によく、買物利使等、マンション評仰Ii の決まり文

句の立地条件に合う 地域に |製られていたからだ。

今では、マンションが名市屋市内だけでも年f l ] ]l OO棟以上、東海 3

県で、それ以外 lこ200棟以上と地方 中小都市でも多〈建設されるよう

になり、 1990年前半までは、奥' 出な売れゆきで、いわゆる第 4 次マ

ンシ ョンブームであ った。

かつての 7 ンション立地条件の交通宅{ 更は、駐車場整備に代倭さ

れ、者11市地設不在の立地でも、マンションが建設されれば光先する

|時代にな った。 ( 写真一 4 )  

完れゆきの良い !日lは、マンションの専用面積もわずかながら jよく

なり一一平均75m' 一一外装タイルJI ，I i、' 家主在な玄関ロビー、システム

キッチン、タイル貼ユニ ッ トパス、セキュリティー、テレビドアホ

写真一 l 猫ヶ洞マンション ( S35年建築) 写真 2  一般的な賃貸マンシ ョン 写真一 3 ;.也下510 ビル

98 控築と社会/ 凹 l 年 3 月号

パー クサイド庄市( ) :己破地日 111) 85年頃は公的融資とあいま

ってよ地の有効手IJITJ で収支バラ ンス がとれた。

上階はＯＮＧｾ級 ＧＱＱ 身赴任省ｦｉｬ ｬｴｬｙ アパ ー ト



ーン、有線放送等と目先を変えたマンションが市場を賑わすように

なった。土地高騰、建設費上昇・によりマ ンションの売価 が 3 年前に

比 して 2倍近 くなった H乍今 (1990年) 後半からは、少々の工夫では

マ ンションの安価供給は不可能とな った。高金利や土地神話j崩右翼に

対する諸策のアナウ ンス効果により、 一転してマンションの売れゆ

きに1削言号が灯った。

3. 地域性と規模

東京では、住居地域に住居が建たないでオ フィスが建っている。

ところが当地の場合、並の商業地域 一 一 容 積If5400%以下一ーの建

築では 3 階以上は住宅以外に実需要がほとんどない。土地柄とはい

え賃貸マン ション も含めて再開発の場合は、住宅供給に貢献してい

るとみてよいだろう 。 ( 写真一 5 )  

マ ンション建設の一件当りの開発規模は、平均して名古屋市内で

20- 30戸、名古屋市以外で30- 40戸である。200戸以上の面開発は極

めて少ない。話題の超高層( セキスイ) を初めとして民間開発はほ

とんど再開発の跡地利用である 。蟹江 (大京) 烏見、松下 (三井不

動産) 等々。当社で担当したノマークシティー三郷( 三井不動産 ・フ

ロンティ ア開発J. V ) も配送セ ンターの跡地である 。( 写真- 6)  

4. 展 望

政府の目標の一戸当 り95mヘ10年後には 100m' とは逆に、今後短期

的には而積を向IJ っても絶対価格を 引pえる方向で与のマンションが建設

されるであろう 。又、 7 ンショ ンの資産効果が縛れると 、中古マ ン

ション市場が賑わないのが必定である 。その結果、より広〈、より

高い グレードのマンシ ョン に買い替えようと望んできた人達の理想

とした高級マ ンションの建設は控えめになら ざるを得ない。主 とし

て土地問題や利便性から、 戸建て より集合住宅という 一般傾向から

の根強い笑需袈はあるが、出 ｾ Ｚ￬主の買い控えから当分は調整 ｷｬ が統く

と思われる 。建設費の方も人件費及び一昔11の便乗値上げが若干は調

整されると思う 。

折感し〈湾岸戦争がますJ発し、今すぐには世界の動向がつかめない。

こういう国際状勢を加味すると、マ ンション市場は混迷状態が続く

かもしれない。長期的には広〈、高グレードの7 ンションに移行す

ると思われるが、経済のイrt びや土地問題との絡みで政府の目標にい

っ達するのであろう か。

5. おわりに

デベロ ッパー は市況に一喜一憂して企画を変更することが多い。

時には土地手当をした 時点と設計完了時の数 ヶ月の聞に 、考え方が

異 ってくることすら稀ではない。又、デベロ ッパー はどんな企業ポ

リシーがあっても、市況に逆ってまでリスクを負うことはほとんど

ない。展望を短期的にみるか 中期的にみるかによりマ ンション に対

する取りくみ方が変る 。 その上、“ 売れてこそすれ"が先行するのは

民間企業の宿命であろう 。

私たち設計サイドが企画に参加する範囲は限定されている 。 しか

し、 今までの経験か ら一時 しのぎでなく、長い目でみて若干広めの

マンションを造るべしというのが私の持論である 。職能人としての

良心 と目先の市況とのかい離に悩まされる日々が早〈解消されんこ

とを国Hっている 。

( のぐち ひろし/ 野口建築事務所代表取締役)

写真- 4 アーバンホ ー ム東刈谷

問凶は旺 ｉｉ ｉ￬ と布製造路、もちろん下水はない Ｎ公 共交通機関Ｈｊ ｒ 束刈谷Ｉまで ＲＮＵｾｭ パス

もない fl! L、駐市場は戸放分 ( 1 f; 1  p) ある.

写真一 5 サン大曽根

商業地域 (400%答績にでも上部は賃貸住，毛. 優良市街地再開発事J拡大台棋 B 地区.

写真一 6 パー クシ テ ィ三郷

総 J '数211戸、工期90年 l l n- 92年 8 月竣工予定. ダイエー配送センター跡地. 干I )J fじのた

め、バルコニータイル打込PC、床 オムニア版使111、小梁なし等。
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坂祝町は岐阜県加茂1mの西南部、山支 )i h県の中南

部に位置し、町の中央音I1 を郷部山丘陵が占め 、急

峻な 山地が速なっている 。 こうした地理条件のな

かで、坂祝町 のI也場産業A である「さかはき' 瓦」 は、

町西北部の黒岩深萱勝山 での良質の粘土を用い、

明治中Wl から II 製造が始められている 。 当初は、

j込家の副業として起こり、明治以降発展し、ヰi財産

の技術革新により工業化が進み、地場産 業 とし て

の体裁を整えたものである 。耐寒nにすぐれ、県

内はむろん、遠〈県外にも i仮売されているさかは

ぎ瓦は 、特に、製造方法の研究と生産の近代化に

より、耐久性を飛躍的に向上させ、より長期の耐

久性が望まれる堂宮建築では全国的なシェアを持

って いる 。 また、同様の特性から、文化財関係の

建物にも多く用いられ、明治村の建物の多くにさ

かはぎ瓦が用いられている 。

一般に瓦の製造工科は、 ー に土練り、 二に成卯! 、

三 が乾燥、そして最後に焼成となる 。 II の耐久性

は、使用する粘土とその焼き方で決まると言われ

ており、坂: tII で使用している粘土は、地元で産 出

され る粘土を 1 - 2 年寝かせ、十分に土を熟成さ

せたあと、数的類をプレンドしたものを用いてい

る。 また、燃成温度 1200"C の高いi :ui 度 で、25- 3 0

時間という長い 11寺問燃成し、幅十害事' 除、耐久性の優

れたさかはぎ瓦をつくり出している 。

美良い ぶし瓦の特性を以下に挙げる 。

① 耐寒性 燃 成 i!.il/:f0 200"C 、燃成時間25- 301時間!

という厳しい条件によ りl吸水率 6%以下を達成し、

- 30

0

C における超低溢耐寒試験装tnによ り、凍結

局虫解操作を 20回以上行 った結果、ま ったく異常は

なく、日本ー と言われる耐寒性を立証している 。

② 強度 200旬以上の荷重に耐えることができる 。

③ 耐久性 。真空土線機、高圧 プ レス、突の熱によ

る発熱均一乾燥、 力。ス コンテナ窯苦手の技術革新に

より、長期! の耐久性の向上を図 って いる 。

④ 美観 。屋般に紅よい重厚さを与え、品五ち着いた

色調を持 っている 。

⑤ 技術 あるゆる建物に対応できる数百問の役物

_ f i . や鬼瓦の製造技術を持 っている 。

200kg 
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資料提供

坂祝町役場

前川製 11:

美濃坂祝瓦

一一坂祝町一一一

|  東海の建築地場産業・ルポｾ I  

東海支部特別編集委員会

原土配合

土練り

成 型

製造工程

磨き、仕上げ

焼成

選別

- 原料の料i Ｑ は、凹より掛Ａり Ｑ ＭＱＱす 。 ｊ ｬｘ ｴｬｾ

はいぶし瓦の原料として良質の土がたく

さん係i L 、瓦工場が 5 工場ある 。

今は大 ｉｾｉｾ のユンボやダンプカーを使 っ

て1，000 1 Ijlj立で大量に係仁する 。

- 拘¥，) 出した粘 lーは 1 - 3 年総み上げて

おく 。こil をねかしと古 って 、これによ

りーl の軌 JJX: をはかる 。

Ｍ 大 ｊｾｉｾ の ＱｾＨ -1二配合工場でl点j を配令する 。

配合した民( t を土線機に入れ練り上げ、

iとい粘 i の似にして l i. の大きさに切断す

る。

プレス l蕊引 i七の大きさの粘土の似を

n動プレス、下創J プレスを使い瓦の引に

する 。

手造リＡ丸 ｽｾｉｾ ー 引のむずかしい瓦 Ｈ Ａ札 ｩ 玉、

1主k 場) は下で作る 。

- 引が出来上がった1I をi iU也または素地

と言う。 これを I 枚 l 枚へらな どで仕上

げをする 。

目仕上げのすんだ 1{ は乾燥に入る 。乾燥

はlLを焼〈祭の余熱を 利用する 。乾燥の

すんだ瓦は、i ' IJ 也と言う 。

- 向I也は 1. 150

0

C のr品J立て.'3611キ/111-3011寺IHl

焼き 上げる 。i副長の段階で、 t理化とい っ

て炭素皮膜 ( 3 ミクロンぐらいの朕 ) で

銀色の色を付ける 。燃料は L P Gを使用

している 。

焼き 上がった瓦を 色、 Jf3などで l 枚 I

校選別し、結束する 。

- 製品は九州、凶園、中問、関西、中部、

| 則束、東北など全国の現場へ出荷する 。

一 つの現場では Ｘ 雌ｾＱｩ ＭＷＰｦｂｮ の瓦を使

I  0  



仏壇のおニり

仏教がわが国に公に伝わ ったのは欽明尺皐の

13年 ( 552年 ) とされている 。 そののち聖徳太チが

史上に JJ I . れるに及び、半世紀を待たずして仏教は

日本人の精神生活に般を下ろすことになる 。「憲法

十七条」の制定 ( 604年 ) がそれであ った。太子は、

初めてわが国に慾法を制定したが、それは世 界に

も例をみない、手[1の精神に基づく理想主義に nか

れたものであ った。 このようにわが国の仏教は、

一般大衆の日常のなかで、精神 生前を高めていく

日佐ーのものとして位置づけられたのである 。

このJE徳太子の精神をさらに具体化したのが天

，. ζ 企のり

武天皇であった 。恒徳太子没後60年、天皇は詔を

もって全国の家庭に仏盤を安出することをすすめ

たと「日本書紀」にある 。諸国に家ごとに仏舎を

作 って仏像および経を置き、礼持供養せよーーと、

この認はきわめて具体的に指示している 。fム湿の

大衆化がはかられた最初の出来事と言えよう 。

では当時のfL.1. 11がどういうものであったかは想

像するしかない。 ただ、古い伝記に、この l時期の

ものを指して 「土hi j だったという記事が見られ

ることから、今日のように、木造りのきらびやか

なものではなか ったようである 。土をl l . 1t り上げた

り( 土凶 ) 、石を積んだり( 石組) 、木で組んだり

( 木迎) というように 、多機だ ったようである 。

ちなみに、( L ，ruの「凶」 とは字義どおり 一段高

い世界て¥そこに本尊を安置して仏教の高い理想

をff[ J ぐ、という形が表現されている 。今日一般化

1. 1t l - <' さん

しているのはもちろん木鹿で、これは須弥附と言

しゆ み ぜ ん

い、 ｾ ｮＱｦｊ［ 山という仏国土を表したものである 。

名古屋仏壇

江戸初期に誕生した名古屋仏凶は 、 もともと住

吉町や七間町を中心 lこ発展していた。尾張詩作の下

級武士が手 内職として仏壇づくりに携わり、彼ら

の住居J也に近いという理由からであった 。そして

明治維新の混乱で、名古屋仏檀も刺激したかにみ

えたが、明治 8 年には名古屋仏凶商組合が設立さ

れた 。 この組合の活動は 、京別院や西別院に近く

{言 fl[J の厚い人々の iJl Eれを吸収しやすいという理由

から、来橘町を中心としており、こ こから大須門

前町が名古屋仏国の中心 となる第一歩が始まった。

ところで、京都に源流を持つ仏恩の製作工芸が、

名古屋仏位として繁栄する素地はいくつか挙げら

れる 。 まず第一に、東本願寺巡営に参加した伊藤

平左衛門 をはじめ高度な技術を持った宮大工や寺

大工なと' 優れた職人がいたことである 。 また彼ら

にその力を発探させる背景となった強力な宗教的

基盤を見逃す ことはできない。 この具体例が「惣

仏 ( そうぶつ )j と呼ばれる報恩議 ( ほうおんこう)

である 。「惣仏 j 1; 1 : 各部落の檀家集団が毎年、年番

にあたる家に集まり、荘厳な{ ム担の前で厳粛に (I}J

めたもので、ここてがは{ ム檀は公の必需・品であった 。

第二に、繁栄の要素として、原材料となる良質

の木竹紛が入手しやすかったこと、さらに、水速

に便利な堀 川| がiliii られた こ となどもあげられる。

九つの専門職の合作

名古屋仏壇を一言でいえば、 「九つの溶き抜か

れた専門職の合作」と言える 。 木地巡りから Ml み

立てに至る九つの工位て¥それぞれが己の技を発

問し、その結果がハイレベルで統ーされたとき、

はじめて完成したと言える 。

伝統的技術 ・技法は、

① 「木地」の構造は「ほぞ組み」による組立式で

あること

② なげしは、「直線なげいまたは「かぶとなげい

とすること

@ 附子は「通し降子」または 「花頭 ( かとう ) 障

子」とすること

④ 台は、「みつまくり 」 を備えること

'5) 山・殿造 ( くうでんづくり ) は r ) J ot木桝 ( ひじき

ます ) 組み」によること

⑥塗畿は精製1奈の手塗りとし、「木目出し塗り」に

あっては「月色 ( ろいろ ) 仕上げ」をすること

⑦蒔絵 ( まきえ ) および金箔 ( きんぱく ) 押しを

すること

とな っている 。

雅やかななかに生きる生活の知恵

300年以上の歴史。そこには、この仏担を守り育

名古屋仏壇

一 一名古屋一一一

東海の建築地場産業. ルポ24 I  

野 沢 英 希

ててきた人々の生前の一知忠が随所に生かされてい

る。台の高いこと、これは大きな特徴であるが、

その理由は二つある 。

一つは、「惣仏」と言われる報恩識は、 fL、出を床

の間lに飾 ったので見栄えを立派にするために台を

向くする必要があ ったことであり、もう 一つの理

由は、たびたび製う水害から仏邸を守るためであ

る。「水を治める者は天下を治める」と 言われるほ

と Ｇ ｾ＿ｦ￬ 水が困難なｉｦ寺代て Ｇ あ っ たので、人々は「自分

の手」で水に対する守りをする必要があ った。 ま

して仏壇は単なる家財道具ではなく、「生きる 総 」

すなわち「信仰心の象徴」だ ったので、万一、水

害にあ ったとき、少しの水なら、台を高くしてお

くだけで十分だ ったが、さらにひどいときには、

真 っ先に仏壇を安全な所へ運ぶことが人々のなら

わしだった 。

このように信心の厚さを誇示すべ〈、時絵や金

箔で飾られた雅やかな名古屋仏ruは、 300年の歴史

を生きる人々の暮らしのなかで、ずっしりとその

位置を占めているようである 。

( のざわ ひでき 愛知県立芸術大' ' Y 大' 下院 )

参J j '文献

名古屋仏皮肉工協同組合 「名自民仏塑 J

建築と社会/ 1991年 3 Hサ 101 



愛知県西春町を中心とする地域は 、静岡、崎玉

に次ぐ、全国で三番目のひな人形、五月人形の産

地 て¥県下の生産の50% を西春町で占めている。

部品製造下請けを含めると 30以上の企業数になり、

全国的な競争の激しいなか、合理化も進み、最高

級品で知られる京人形に負けない立派な人形が作

られている 。

そこで、西春町を訪ね、ルポを試みた 。

西春町は、名古屋市南部に位置する西春日井郡

の中央部にあり、名古屋都市圏のベ ッ ドタウン的

色彩が強くなっているが、もともとは農業主体の

地域であり、人形の制作も 、農閑 j切の片手間にい

っとはなく始められたものと思われる 。 このため

地場産業としての人形制作の歴史はさほど古くは

なく、人形師( 着付け師 ) と言われる人形全部を

制作する技術を持つ人は、主に lj 財産のことと考え

られる 。西春では人形は、戦前は「金太郎」 と言

われる五月人形が主体で、ひな人形の制作は戦後

に入ってからと言われている 。

西春のひな人形の技術は、戦前、名古屋市内で

ili lJ作技術を修得した山北美好氏が西春に移り住ん

だのが契機と言われる 。氏は、関東風の比較的安

価な人形と、高価 で高級な京都製人形の特性を4虫

学で研究し、技術の向上をはかり、西春のひな人

形を全国的な生産地に育てる主要な役割l を来たし

たのである 。

一方、五月人形の代名詞とも 言える「本作り金

太郎」は、制材の粉に生皇室糊を加え繰り固めたも

のを使用しており 、絞維な工れi と，:1，越した伝統の

校術が" * められるものである 。西森での金太郎の

ihiJ 作は、大正の終わりごろ、現イi も西春で活桜中

の池山玉三氏の伯父の手により始められたと言われ

る。

五月人形とひな人形の産業としての繋がりは明

確ではないが、戦後始めたひな人形仰の中に、五

月人形を手がけた人もおり、ひな人形の制作開始

の土撲を形成していたものと考えられる 。

ひな人形

一 一西春町一 一

十時徒会地場産業・ルポ.

東海支部特別編集委員会

「本作り金太郎」の製造工程

制村の粉に生是主糊を加えて和I i リ固めたものを、

繰り製品という 。古い記録では、煉 1) 物とも i!r-か

れている 。

i l i : ごろプラスチ ック議材の主主場で人形の世界は

かなり変化しているが、優れた高級な人形には、

ゃにや泌l気が少なく、続くて I波打i しに くく、仕上

が 1) が滑らかで占月粉塗料に合う和I i り製品が用いら

れている 。

本事I i り頭による金太郎の製造工位を追ってみょ

っ。

硫

を

型

。

)

当

、

峰

、
」

に

虫

雌

す

粉

適

頼

て

は

や

雌

を

さ

の

で

、

つ

え

松

、

の

燥

波

等

山

卯

よ

ぱ

、

で

も

乾

只

水

、

に

来

リ

ん

た

、

(

、

。

れ

筆

出

作

込

つ

後

粉

揚

る

ぱ

を

の

を

し

紙

た

州

を

裕

一

呼

凸

頼

る

形

流

で

し

、

の

を

も

凹

、

れ

原

を

糊

り

れ

も

粉

と

な

で

き

で

の

魅

取

入

た

問

げ

妙

業

右

刷

も

生

砲

を

っ

た

上

微

作

左

、

た

と

、

目

線

め

リ

等

る

に

松

煮

。

粉

め

は

で

す

践

と

げ

業

小

を

る

の

つ

に

勝

、

7

名

も

上

作

姫

此

作

制

に

頑

と

に

一

日

リ

の

一i

J

一

一1

J

一
一

一

一
4

ノ一

一

開

一

一

断

二

世

一

一

社

一

一

原

一

一

生

二

士

一

一

章

一

粉

人

、

粉

ヂ

リ

く

で

す

刻

人

一

。

ン

、

ぞ

す

を

初

本

で

州

、

作

し

業

こ

即

時

、

が

る

チ

。

も

。

れ

を

装

い

日

ど

。

度

く

か

作

を

で

が

と

れ

ラ

る

つ

る

そ

み

衣

な

。

は

る

溢

な

ず

な

両

刀

る

こ

さ

ゼ

す

ま

れ

、

。

組

等

少

す

る

あ

、

ら

む

事

て

。

小

れ

る

と

と

を

、

入

き

る

刷

チ

の

山

山

れ

で

溢

む

か

大

せ

る

を

わ

切

っ

粉

リ

℃

を

吹

す

、

ン

服

を

わ

業

気

中

な

も

ま

す

等

言

を

一

削

塗

伺

シ

を

を

て

デ

し

昧

言

作

、

年

か

れ

取

含

に

ぬ

と

自

の

面

上

、

カ

)

け

め

少

九

も

な

は

一

な

は

に

か

小

窓

の

事

の

、

れ

ボ

ポ

じ

付

と

崎

り

の

と

手

方

り

、

て

当

・

旬

、

の

こ

仕

質

り

入

、

(

努

ま

版

よ

形

術

大

り

よ

は

し

適

消

口

心

、

い

上

作

を

て

ガ

じ

を

粉

人

芸

は

塗

に

と

と

を

を

、

は

は

し

い

を

掻

い

ス

応

胴

後

初

、

粉

き

や

化

こ

口

問

水

聞

き

目

で

か

経

色

に

摘

、

に

・

の

り

り

州

と

A

n

変

る

製

。

に

肌

問

。

政

ず

く

の

た

を

後

飢

足

み

る

塗

徐

は

粉

制

酬

の

け

り

る

か

州

、

を

る

の

む

か

肌

ぷ

紅

削刊

の

・

。

組

せ

地

を

形

相

の

節

続

線

あ

胴

り

目

す

形

番

制

で

ま

口

而

れ

手

る

胴

清

一

}

一

一

F

ニ

刻

一

一

j

=

き

一

一

一

一

一

一

せ

一

一

』

一

一

一

礼

二

彫

一

一

ド

=

富

二

付

=

組

=

着

一

一

哩

一

一

U

二

師

一

一

法

=

間

=

劃

=

附

=

新

一

一

中

一

一

水

二

縦

一

一

上

ニ

酎

=

f

ニ

1

=

出

一

102  

資料提供

西蒋商工会

山北人形株式会社

株式会社雛令



• 

三重県 f色山市は、鈴鹿山脈より- * 南に向か つて

延びる台地上に位位している 。起伏の多い絞維な

J山形をなし、! 打の中央官11を鈴鹿 山脈に ilhl を発する

鈴鹿川が、北部には安楽川 ・御幣川などが流れて

いる 。

この地域は、 r .1.反は l照る鈴鹿はうまる ・」と古い

ＡＱＳ チ ｬ 唄にもうたわれているように、鈴鹿峠の ｾｉ 県 ｬ

rl として、また 京海道五十三次の宿場 Ilr[ として栄

えたところである 。文永 2 年 ( 1265) に関実忠が

((1山古城を築いてからは、城下町としても発展し

た 。 現イ ｅ も、 ｪ 再ち ｾＱ いたみどりの 中 に、天正 Ｑ Ｘ 年

( 1590) 岡本示態が築いた亀山新械などが残 って

いる 。

産業は、市くから生糸、 AFなどで抗 t，だが、近

年では今回お i話しする美術ロウソクの特産地とし

て園 内はもとより、海外にもその名が知られてい

るのである 。

ロウソクと 3 え1;[ 、わが国では欧米諸国とはj i J

い冠婚葬祭、特に葬祭のイメージがまだｾＡￍ ｬ < 残 っ

ている 。 しかし最近では、日本人の生活傑式も欧

米化に伴い、キャンドルを室内装飾 iil: とする傾向

が強くな ってきており、 1jO; : 実、美術ロウソク ( ア

ートキャンドル) のお要が高ま っている 。

ロウソクの起源

れていた 。 しかし中固との凶交が中断した平安後

JUI になると、t ' : ゃにロウソクの製造が発達した 。

そして国交- I 4HHと同時に木ろうそく ( 和ろうそく )

の製法も伝わり、天文~文被年間] ごろには、日本

で初めて国産ろうそくがな場する 。 この和ろうそ

くは、 lませ'の突から取 った1;1;1体脂肪を原料とし、

職人の手のひらで喰りかけて作られたものである 。

1818年プラユノ一、シナモンによ って初めてス

テアリ ンロウソクが製造され、 1830年頃には パ ラ

フィンロウソクが作られた 。 しかし、地万の炭山

漁村までロウソクが行き波 ったのは、I l JI i; 'i にな っ

て西洋ロウソクの製造が始められてからである 。

これは、新l，EE を始1ぷとして J マラフィン、ステアリ

ン椴などを原料として製造するもので、多数の金

属製の円筒鋳ｾを側 ｩ えたロウソク製造機を使用し、

まず、i 1i砲の 中に芯を通し、 1作品虫した原料を it ぎ

込み、冷却して縫固させた後、 J型から取り出して

製品とする 。

在来の和ろうそくは 、手工業的に創造され、色

もlIt宇品色で、光J交も非常に H古いものであ ったが、

I/Y洋ロウソクは、機械的に多祉に製造され、その

色も乳白色で美しく、光度も IYIるいためにその伝

ロ ウ ソ ク は 蜘 脂 肪 休 刊 ブ ド ウ の つ る l魯 山 草 術 門 向 け ク

やその他木片などを束ねた松明 ( たいまつ ) から l  ーｾＭｾＭ - ・ーー - - -- -

発達したものとれられている 。 I 一 一亀山市- - -

r': i くはエジプト人やギリシ ャ人に知られ、蝋製

の小神{象やローマ人死而が有名である 。J ; ' 蝋を パ

ピルス" 4f や1;r のま鹿を束ねたものに 在住ったロウソク

を寺院で使用 したとプ リニウスの 即物誌に記され

ており、すて'にロウソクは、紀 J じi河3 世紀には存

心: し、ギリシャ末期に発明されたと与えられてい

る。

わが国では、仏教の伝来に fi ' ってロウソクが輸

入され 、奈良時代には、宮廷や寺院の一昔11で使 わ

ローソクの製造工程

東海の建築地場卒業・ルポ.

野 沢 英 希

容器入りキャンドル オートマチ ック機により、ガ ，芯糸がf l ' J れないほどにロウが

ラス ・陶磁総等の容器へロウ 悶ま ったら、芯糸を入れる 。

を注入する 。

*'= .  ittr 1. 止に 1'Ioって、イ「来の利] ろうそくは急激に哀

ill してしま った。

美術ロウソク

一般に、ロウソクというと灯火mの白くて紛l長

いロウソクを述怨するが、美術ロウソクとなれば、

灯火よりもむしろ装飾的な要議を多分に持 ったも

のを 言 う。

I9I j え1;[ 、人形、動物、花などの復維な形のもの

が多く 、必;糸は 2 - 4 本のものもある 。 よって、

7 ニアが暇に任せて魁 l味として行うものならばと

もかく、大i止生産、作業性、コストなどの面で検

討が必要である 。美術ロウソクは、アイデア 、デ

ザイン、色により利用価値が大きく友右される 。

美術ロウソクは、通常次のように分類される 。

① ディナーキャンドル ( 食卓装飾用)

② パースデイキャンドル ( ケーキ装飾用 )

③ ブロ y クキャンドル ( ピラーキャンドル)

@ ノベリティーキャンドル ( 人形ロウソク )

⑤ ポーティプキ ャンドル ( コップロウソク )

⑥ デコレーションキャンドル

⑦ ホニーキャ ン ドル ( 宗教儀式11'1 )  

③ ウェディ ングキャンドル

⑨ グローキ ャン ドル ( ハウス法府11'1 )

ロウソクの今後の展望

キャンドルにも、ファンヨンと同じように流行

がある 。 とりわけアートキャンドルに関しては、

デザイン、色調、仕上げ方法、形などは、その固

の風俗、 i町村1、生活様式の変化により、感覚に合

ったものでなければならない。

i改近、ロウソクは日 用品fU' i : の一部と い うものか

ら、宅内装飾品へと徐々に変化してきている 。 ワ

インが当たり前とな った今、税しい仲間とキャン

ドルを灯して、粋な会話を肴に、パーティとしゃ

れこみたいものである 。

( のざわ υ でき 愛知県立 iE術大' 下大学院 )

参4・文 献

ローソク のはなし く(附カノヤ7 ローソ7 研究開発部〉
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MON- PONT I  9 6 9  

W 400 X D  3 8 0 X H 850 .  S H  420 

Oesi gn:  Gi o Pont i  

MON- 4 9 0  

W 670 X D  530 X H  720 ・S H 470 

Oesi gn:  Enz o 8erti  

MO N・4 1 0

W 5 10 X D  480 X H  1050 .  S H  450 

Oesi gn:  Enz o Berti  

圏到52FJ

104 

MON- 4 2 4  

W 670 X D  4 5 0 XH  770 .  S H  48 0  

Desi gn:  Enz o  Berti  

イタリア「モンティナ社」は、 70年の歴史をもっ一流家具ブランドとし

て、 「イタリアン・スタイル」の発達に大きな足跡を残してきました 。

そのデザインの質の根底にあるものは、合理主義と職人気質、そして

建築の歴史という伝統的なヨーロピアンスピリッ卜です。デザイナー

たちの研ぎ澄まされた感性と椅子職人の高い妓術が結品した、選ぴ抜

かれた優越の逸品 。 ｾ町、 ｡ ブランドからお届けします 。

本祉 TE L :  052-931-5931開 〒461 名省置柄拘置E 筒井3 T 目21・25<t

車草本館 T E L :  03-3槌5 - 0 0 出帽 子車官. 所 T E L :  0412-13-1113 

車京ショールーム T E L :  03-3585-1回 11柑 西軍軍曹・所 TEL :  0422-21-2246 

名古置官・圃・ショールーム T E L :  052-935-622酎@ 繍 埠 嘗 . 所 γ E L  :  045-314-8111 

大阪本 . ，yョールーム T E L :  ＰＶＭＳＱ 砂舟伺附。 Ｑ 医師世Ｎｾ荷 。T E L : 015- 即2-3639

札幌宮揖所 TEL :  01 卜222-4531 神戸. ・所 T E L :  018-516- 5181 

MON- 3 7 1  

W 570 X D  440 X H  8 3 0 .  S H  470 

Desi gn:  Ber nar d Ma k ulik 

MON- ME KI  

W 470 X D  570 X H  1040 ・S H 490 

Desi gn:  Sl udi o Monl i na 

MON- GARMI S CH 

W 590 X D  520 X I.1700 .  S H  440 

Desi gn:  0110 Bl umel  

広島世Ｎｾ府

高松宮. 所

福 岡 宜 庖

鹿児島官. 所

叫 車北アイチ

暢北関車アイテ

T E L :  082-263-3220 

T E L :  0818-22-2202 

T E L 凶 2-44ト 1246

T E L : O旬 2-54-3118

T E L :  022-245-3536 

T E L : O柑イ迅6-3121



任9 )
< m> 械式会柱市つトヲ 本社団干485 霊知県小牧市上京東山叩日番地190 TE凶 瑚 (7附 81

< m> 而つトヲ販売械式会社一一一中部支社干460 名古屋市中区錦E了 時 四 { 幽 出 l T 肌 (201 )3531 
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E ロ同I : : E

m 同 H E

5 1=1同I: : E

S P A C:a 株式会社スペース

本社名古屋市西区加吉野トト l 干451 TEL. 052-565-1253仰

東 京 名 古 屋 大 阪 香 港 静岡 ・浜松 ・犬山 ・金沢・滋賀

家一軒分の、

Nat i onal  

松下電工

住まいの設備がご覧いただけます。

お宅に合わせてつくるオーダー感覚のキッチン

プラン 17点をはじめ上手に収納できるアイディア

一杯の収納設備、 最新の全身シャワーのできる

進化したシャワ一、チラツキカットの

インバータ照明も豊富に展示ペンダントから

シャンデリアまで2. 000灯用意 しました。

松下電工名古屋ショウj レーム

Li fe Sketch PLAZA 

〒450 名山崎r 1i 'l'付1>( れ駅出2-7-55 tt W52l 583-8281 午前 10時~午後6時間飢

量 f. j ; ( ぉ盆・年率年 ifot 除o ・JR・近鉄日山/ i 1駅、名鉄新名 ，'..tft駅より徒歩15分主瓦t' lil 品1; り



タイル復元。

付与。

生ヤI ｬ 変 ｾｊ ) 美ト、タト壁タイ Pし

外収タイノレのｾｾ Ｂ Ｎ Ｇ ，Ｈを徹氏 Ｈ ｉ ｚｊ に追求し、その結Ｊ誕惜した、 吸収 ・ 柔 軟 ・ 追 従

構造をもっトータルシステムてす。劣化汚11' ( した外峨タイノレに 'J ! 1l さと美しさを匙

らせると同時に防水性と超耐候 工程の概要

性を与え、さらに老中" ] イヒを防止。 コノクリート躯体

ト地モＩｾタ ｊ レ ー

外情タイノレ符返りシステム t，:"(1 張付けモルタル

が Ｂ ｲ￭ｪｾ とした ｊｬ Ｑ￭ ｉ ｊｴｊｊＨ ｉ ＧＮ ｊ ｕｬ ｾ てがて九
(P AT. P.)  

. 責任施工で10年間の保証付

NY- エラスティ y クフィラーメジ

NY-ーカラーコート ー一

Nト9090ト・y プ コート

超耐候性特殊弾性アクリJレシリコン樹脂系仕上げ

rn司全国書庖で好評発売中/

T I MBE R 

木によ4 5 C OMP A NI ON

空間構造へのアブローチ

構造家と しての空間認識の 1 手法 を木造空間への

適用 の試み とトー タルデザ インの展開 を描 〈。

今川憲英 ・岡田 章 共著 85判 220頁税込定価4，800円

建築技術者の疋めの

建築構造問題快答集圃

建築構造設計に嶋わる技術者が実務の上で迎

過 した疑問に対して、 |リ! 快に |旦l答する 他 に知

書を見ない Q & A シリーズ第 14巻。

石黒徳律i 監修 A5判 296頁 税込定価3.800円

復旧事例による

耐震診断・補強設計の実務

悦存および被災した R C建物の診断と補強日 |

問・ 設計・施工のノウハウをわかりやすく解説。

建設省建築研究所

広沢雅由・山崎裕監修 A5判 572頁 税込定価8.500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1- 2 福西 ピル

TEL. 03-537ト3811 F AX. 03-537卜8282

カタログをご鵠求ください。

図 ］ｾｺＭ 吉田線式会 ｍ
*  H  干435 紳岡県浜松r 1i 1:. 凶町1314fff 地 虫<053>464-2111 FAX<053>464-2U7 

常業所収) ; ( 1i <03>3718-7695 大阪 宮<06>399-7958

最近のフυース構造

今回の特集では、プレース構造の

基本的な考え方から、超高層建築

物にも使用できるようになっ疋経

緯を実際の建築物を例に解説し、

ま芝、国際的にはプレース構造は

どのよう芯位置lこ置かれているの

か、 ピジユ戸ルに紹介します。

1 . プレースの

一般的性質と使われ方

2. 意匠設計とプレース

3. プレースの設計法

b 小規模建物の引張りプレース

砂大規模建物の引張り ・圧縮プレ ス

4. 最近の特殊プレース構造

惨偏心 ・アンボンド ・高張力鋼プレー

ス，制震装置としてのプレース

⑨速報 新適齢限界状態設計法

1990年12月11 日千葉県茂原市の その可能性在求めて

竜巻による被害調査報告

法k

r
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特 集

関西の祭事の研究

はじめに

日本建築協会は 1987年に創立70周年を迎えた 。

協会の Ｇ ｊ ｾ［ 佐委員会に所属する新い会員の集い小委

員会では、 70周年記念事業への参画を終えたのを

きっかけとして、従米の活i! l i f J についてあらためて

巧えようとした 。具体的には、企肉の発案および

笑胞のあり方をより広い視点から従え椛そうと fi:

見を交わしたのである 。このような動きの中で、

「研究会」が提案された 。「研究会」の最大のねら

いは、小委貝会を柿成する委只 円 身の勉 ｉ［ Ａￍｾの場を

つくり、情報交換を行うことにある 。 これは、多

僚な分野から委只を集めている本小委員会の特質

を生かし、委只相互の連繋を深めようとすること

にはかならない。

ところで、本小委員会の事業企画はこれまで協

会会員や一般の人々を対象とした講演会、見学会

なと' 外へ li ，J( t た活動カず主 であ った。 それに対して

「研究会」では当面 、活動のあり方を継続的で息

の長いものとし、その成果を内部で自主成しようと

思 っている 。そして、節 目に報告舎を作成し、 最

終段階では対外的な 目j工業企画へと発展できれば望

外の喜びとするところである 。

以上のような位置づけでスター卜した「研究会」

の第一テーマ『関西の祭事の研究』における故初

の 2 年!li] の成果をまとめる機会が与えられた。現

段階においては剰資司王例も必ずしも多くはなく 、

未消化の点も多々あると 思われるが、 この報告で

は断 中快索て'や ってきたこれまでの活動の軌跡を

整理し 、これから進むべき方向を採 ることを意図

した 。

108 l J l 築と社会/ 1991年 3 月号

- 序 -

• 
はじめに

A  

今なぜ( 祭) か一研究の背景ー

B  

研究の方法

( 1  ) 祭事の捉え方( 目的・ 略報)

( 2 ) 調査の方2

( 3 ) 分析方法- t!4造化の試み

1  ) 空間について

2 )道具立てにつ山て

3 ) 演出 !こついて

C  

平成元年の活動内容

D  

池田愛石の火祭り( 平成E 年度活動内容)

( 1 ) 調査の概要

( 巴) ドキュ メント ・火祭り

1  ) 演出の道具立て

2) 祭りと人々

(3) 惰造化の試み

1  ) 空間について

2) 道具立てについて

A 今なぜ〈祭〉かー研究の背景ー

最近、頻発するイベントやフェスティパルの多

機化に、全国的な関心の高さが見て取れる 。花怖

を含め近 年 ｬ ｾｩ ｊｦ ｭ された線々な大ｽ ｊＮｬＮ 悦博覧会やフェ

スティパル、また新しい文化 - 商業総設などカ<tH

米るたびに Ｑ ｭ される ｊｾｩｬ 繁なイベント Ｈ コ ン サート、

コンテスト、バザール等 ) から 、地域の前性化、

村おこしとい った目的の地万イベントまで、この

傾向は浸透し続けていると 言えるであろう 。これ

らは、いずれも、もともとエフェメールで、 ｾ ｉ ，日

常的な空間として、より強い独自性をその表現形

態に求め続けているのである 。

一方で、現イf ほど 、人が 、街が、それぞれに刊

かなア イデンティティの表現を望みながら、それ

を永続的に手にすることが難しいH寺代も怖かもし

れない。 人も街もその表現のために次々に出現す

るトレンドに追われ、 トレンドと同じ i生きで走れ

る言わば表現の遊牧民だけが価値ある存在である

かのような錯覚に陥ってしまいそうな l侍さえある 。

しかし、縦かなアイデンティティの表現を手に

したいと考える以上、ある柑狂乱とも呼べるデザ

インの生成と消費とい ったトレンド洪水の図式の

外に出ていたいという欲望もまた縫実に膨娠し* ，7c

けているはずだ。

それゆえ、現イlゴほど逆に表現形態のーっ として

の建築にもその空間や形態の意味、似J処が間われ

ている 時代もないのではないだろうか。言 うまで

もなく建築デザイン界においては、デザインの生

成と 消費の激化は、空間や形態の意味の解体や il'i

去が主流である時Jtl I と重絞して始ま って いるが、

形態操作 を含むこの鰍のゲームに 飽 きた者は 、そ

のII R差しを新たなる意味の発見や生成のフィール

ドに転じつつある 。 まさにこのフィールドを自ら

の拠 って立つ場所にすることこそ、現不正のトレン

ド洪水の図式の 外に身を世くことであり、同時に

ｾｈ ｜ ｉ や形態の意味、似 ｴ 処に終えることにもつなが

ってゆくのである 。 しかしながら 、そうするため

の優れた万法論がいまだに維立していない以上 、

このことは意味の消去と解体のゲーム に参加する

ことほど容易なことではないことも明らかである 。

それゆえにこそこのフィールドは、泡 ｬ ｦｾ 力Ａ在かな

ず; にと って はいまだほとんど手付かずの沃野であ

ろうし、 ｉ ｾ ｉ らの創造性の試金石たる場でもあろう 。

〈祭〉はこのような今目的状況に対しての示唆

的要素を ｾＲ｢ｓＧ こ内包して我々をいざなう魅力をた

たえた存点である 。 なぜなら、第一に、祭リはま

さに非日常の世界を現出してみせる優れたイベン

トであり、フェスティパルである 。第二に、然り

は微々な共同体あるいは集団がエネルギーを傾け

て行う nらのアイデンティティの表現そのもので

ある 。第三に、然りはその表l再を部分的に変えて

きてはいても、 ff 寸ことなる ZE↑III および形態と意味

の関係は極めて安定的であることがJ t l l待されるか

らである 。

幸運なことに |剥西すなわち我々の 身近には実に

多彩な然りがいつもどこかで行われている 。本研

究会において くl刻西の祭事〉に眼差しを 向け 、然

りの紫lI i' i らしさを実感すること、並びにその構造

的解説を 通 じて 、 ＼ ｲｾ ＾ の 内 包するであろう 上 記の

示唆的要素の一端に 触れ ることができ れば幸 いと

考えている 。



B 研究の方法

(1) 祭事の捉 え 方 ( 目的・ 視点)

|湖西の祭事と一言で言っても俄礼的なものから

レジャー的な要素の強いものまで幅広くあり、ま

たその祭 Ｇ ｊ ｾ の般 ｾｩ によ って、 風紋・場所 ・ 主体等

極めて多憾である 。 それゆえに祭・J'; への興味は尽

きないものであるが、本研究会では一般的な祭事

の紹介というスタイルから一歩跨み込んだ方法で

調貸し、者宅 白 ｊｾ と いうものを精進的に捉え直す こと

を目的とした 。そこでどのような視点で見ていっ

たのかを少し務理すると、以下のようになる 。

祭事の持つ諸相を捉える視点としてく内容〉と

く形式〉 といっ 二つに大別することができるであ

ろう。ここでいう〈内容〉の側面とは祭 ｾ ｊｾＧ こ内在

する潜イE的な背景のことであり、 〈形式〉の側面と

は、形象として現れる事物的対象のことである 。

つま り、前者に関しては 然'J'; の歴史的背設や社

会的役者 ｉｊ など、祭‘ ｊ ｯ［を司る広範な信 ｪｊｉｊ ・ ｾｬＩｬ 俗的な

意味などを歴史 ・民俗学的見地などから捉え、ま

たf走者は祭事の場における空間! の{ 変われ方、仕掛

けとしての道具立てやその装飾的特性などや、そ

れらとともに展開する祭りのdr ama性等の表面的

に形に現れ たものの演 出的特性を、機能性や芸術

性に渚目して捉えることが必要となる 。

なお、より視点を明確化 ・ 存在 ｬｴ 化 ・ ｾＧｷ 化する

ために、民族学、民俗学、文化人知学、社会学、

建築史、建築論等、関連する学問分野での成果を

参照した。

〈祭事の諸側面〉

(A)内容( 意味)

川歴史的背長

・信 jJ IJ (宗教 ) ・習俗との|剥係

・縁起来歴

・過去の社会状況との関係… 等

(2) 社会的役割l

・生前の彩り ( 季節感 ・折り目節目の意織 )

・共同体の安定、活性化

・伝統的文化の継承… 等

(8)形式

( 1)空I11J の機能

・建物の使われ方

・境内 ・参道等のf変われ方

・集落 ・都市空| 均等の使われ方

・人の動き ー等

ＨＲＩ 祭・ ｊ ｾ の道具

・仮設物、お飾 1) 、行列等の配置とその諸特徴

・彩、色等の扱い

・locati onの取り込み方・等

(3) 演出のdr ama性

. story性を内包する process

- zE閉め機態の経時的変化 ( story性の演 出) ー・等

(2)調査の方法

まず、笑地調査として実際に然りを見に行き、

その く場〉に身を澄くことによ って祭事の魅力を

発見 ・実感することから始めた 。

研究会としての客観的なデーター の収集という

立場から、以下の事項を 中心に繋理- 検討を行 っ

たが、現場での調査に関しては、特にプロセスの

観察 ・記録に重点を置いた 。

- 写点 ・V T R織;;15のポイントの決定

・凋査現在l の作成

・建築・集合存 ・者I1市空間、 tま起米歴等の縫認のた

めの資料収集 ( 文献、パ ンフ レ y 卜、地図、配置

・ ｾ ｆＭＺｩｩ 町図等 Ｉ

(3)分析方法一構造化の試み

この研究は主に祭事の 「形式」的側面] に絞るこ

ととしたが、祭 Ｇ ｊｾ を特徴 づ ける務要業の構成を ｾｾｬ

立した形で取り出し、これらを再柿築する こと で、

新たな祭'J'; のイメージの喚起を期待できるレベル

まで祭事を解体( = 構造化) してみたい。 そのた

めに、 ｾｬｩ ｬｊ・道具 ・ 演出の Ｓ 方向から追ってみた 。

図- 1 に、予備調査した祭りの中から原の蛇祭

りを取り上げて試みた構造化の ｾ ｊ ｾ ｦＷＱｪを示す 。

1  ) 空間について

まず祭事の行われる場を平面的に見ると、街路

を妹合とした直線型のものや 、や11干上の境内の場合

の広場明 、さらにその融合型に分けられよう 。地

ｊｦ ｾ ＨｉｾＩ＠ . 断間的に見ると、山と平野にまたがってい

るもの、陸上と水上、街中と郊外、さらには一時

記内に入るも のもある。平商形状が同じであって

L 、街中であれば空間的に閉ざされている度合い

は当然、高〈、そ こでのノマフォーマンスも単なる移

動ではなく、観客を意識して演出されてくる 。

環境的要素については、主に音と 19j るさについ

て注目したい。太鼓や' E l ) iの音は、 観衆のざわめき

とあいま って周辺の車や氾車等の騒音をマスキン

グし 、 一僚の 非日常的 雰囲気をつくる。祭、 ｊｾ の際

の色彩は、松明や級 ・提灯などの色めいたものが

浮かび 、そ のほかの町並みは沈んで見え 、ここに

も一般の7 スキンク初j よ!i: が見られる 。

そのほかには、 以上の空間的な特徴から 「宅と

1lt J 等の概念との対応に注目していきたい。 この

ような対立概念としては 、「動とi ' i 1.J  r生と死J r普

と悪 J r  l!f l とl市」 などが々えられる 。

2) 道具立てについて

道具について考察するに当た って、登場する人

物もそのーっとみなし、まとめて考える 。道具の

純 :((i は、生物 ( 人間 ・有I t ・動物) と非生物に分け

られるが、いずれも祭 Ｇ ｊ ｾ の中での位置づけによっ

て主役となった りl協役とな ったり機々である 。 ま

た、 l協役でも先導役を来たしたり、最後の締めく

くりとなったりする。 ｾｉ Ｇ 生物でもそれが移動する

場合と、建築物のように装置として固定された物

がある。 これら の道具がどのように配世されてい

るのかも注目すべき点で、直線状、同心問状、ラ

ンダム等であるが、それは然・J'; の中での道具の役

'，Ifll を表現し、鳥居や備などは r ｊ｜ｾ と俗 」 等の空間

の給界としての役割が前段より明確になる 。道具

の大きさや形状も 動きの中で変化する場合もあり、

それが祭$ - に関係している 。

3) 演 出について

プロローグに始まりクライマ ックスを迎えやが

て終わりにいたる一連の流れと抑錫を捉えてみた

い 。 ｲ ， ｾι ｊ ｯ［に はこれらの起伏の激しいものや、非常

にゆるやかな調子を続けるものなどがあろう 。 そ

して、この流れの中に story 性を持つもの 、 さら

にそれが宗教性を反映しているものなどもあろう 。

ｪ｛ｾＩき自体を見ると、それが直線的なのか回転す

るのか、速く激しい動きなのかゆっくりしている

のか、 動きの始まるのがどこの場所なのか、つま

り動きの位置 ・方向 ・大きさについて見てみたい。

これは、 ｾｉ 詰 ｩ の意味とも関係し、行事 ｉｊ が山から街

へ下 りてくるとき、 「聖」から r Jii ' J への下降指向、

逆であれば上昇指向が伺える 。

祭・ ｊｾ の演出の中で、「日常と非日常」についても

触れる必要があろう 。祭 りに参加して、あるいは

見物して感じる精神的高協は、この 「非日 常」的

妹f? に接することなしには与えられず、演劇やコ

ンサート から受ける感動と共通している 。$! l l の音

や松 l明の明かりなどの通常; 桜する ことのできない

状況、無数に続〈提灯の列などの仮設物を通して、

われわれに「非日常」を感じさせてくれる。

〈集落ー神社〉空間 縄( 蛇) の変容

日常 |  蛇祭 り

普段の日は鳥居. 垣. 川.1草殿、参道. 階段 |祭りの日は. 参道、その入口のr' l . 両側の民 |縄を蛇に見立て、そこに神の強L 、力方守冨る

等によって本殿に向かう馳が‘ 偽成され |家等に提灯が飾られることによって本殿への |として s t oryを倫成・展開している. 祭りの

ている |軸が強化される. 同時に的射のt:Jl>境内から l 進行に伴って縄の線態は変化してゆく.
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i 原の蛇祭り

場 所 大 阪 府 高 槻 市l京 八 阪 神 社

月日 4 月第一 日1I!，1日 ( 元|日暦 2 月 8 日)

す，の" のみこと

祭 事 Ｑｉ 索差問尊 Ｈ 須佐 ｉｉ ， Ａ ｾ命 Ｉ

祭りの慌姿 。毎年 4 月初めに行われる「綱

引制巨! らである。ワラで直後25側、長さ 30

m もの負掛lを作って大j t に見立て、村中を

練' ) 歩いたあと、弓て" ! f t JI二める。その昔、

有ド社の西北、阿路ヶ谷の際、ヶ池に {主み、村

人を悩ませた負dじを八阪事l'社に祈願して退

治したという故 ｉ ｊ ｾ にちなむ 。 明 ｩｦ￬ｕ 寺イｴｊＺＩ前

は、度内を流れる川をはさんで上下に分か

れ、大非闘が切れるまで引き合ったという 。

古い習俗を今に伝えるとともに、出Z基地方

( 島被県) の神話との関係をしのばせる tt

重な 神 ｉ ｊ ｾ である。

2 やすらい祭り

場所京者断行北区紫野今宮町21 今宮判 牡

月日 4 月第二日 11M日 ( 元|日!替 3 月10 日)

ｈＧｓ ｉ， なむも の Ｎ二 とこ ｈ ろ ｾ ，の Ｎζ ｴ＼ ｬＮＮＧ ｉｦ Ａｏ ｊＧＩのＮ 二 ｫ

ri 桝t 大 己 "i ' i : 命、事代主命、奇品ffi 凶h臣命

然リの慨童書 . 打砕土疫抑1I杜の名守札であ り、 「夜

m礼 祭」 ともいって、H t 史的に由緒深いも

のである。 また町谷圭: 古凶こも重要な然りで

あって、「太秦ーの4ニ祭J r*' !i，I，唱の火祭」 とと

もに 『京の三者干祭』のーっとされてきた。

この終りの行法は、 :tE. の村iにあおられて陽

気の中て骨b放するという悪魔の品目没、時t

ずや花妹によ って追い立て、 :(Eをあざむ〈

風流傘に街らせ、紫ｾＡ付 Ｑ Ｚ (今I吉村時土) に送

り込み神威を fJ I l いて市制えさせるというもの

である。
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- 参道を前後で押し合い、行きつ戻りつし

ながら、 14 : 30，Co居前に到着。

・やl' 主の出迎えを受け、持と紋付きの人達

は、神主と共に参集所に入る。

・参集所内では、十日2司カ叩昌和され、柄が振

る舞われる 。

- その問、法被の人達は、仲良lから縄をは

ずして自そJ場に設置した後、参集所の外でオ寺

機する。

・15: 00 法被の人が、的を掲げて参集所

から走り出て、自J ! ; 易のむしろの上に設置。

- 神主と 持の人達が自〈片品の囲いの中に入り、

所定の位置につく 。

・片肌を脱いた将姿の射手が、子供に手渡

された矢を 、 2 回ずつ的に向かつて射る 。

コ且がこれを、交代で 3 回 繰 り 酎 。

・16: 00 祭リのクライ ? ' y クスも終わり、

(I(j は参集所へ戻され、縄は符殿脇て'i l J l ばさ

れる。

・紋付き、祥、法織の人達が鳥居を出て、

rlf リは終了する。

. 12 :  00 行事11に参加する人達は、様々な

祭リ装束を身にまとい、町内の待儀所に集

令する。

- 行事11は今宣1市川土lこ向かって出発。「先立ち」

rf. t
J  

r御幣持ち J ( ! ' ，干衣を若た祭りの代表

者一) r特殿J (繰り衆の指録者) r凋妓J (事1I

イ、子鬼ともいう 。亦の長援をつけ 、，朗日

f を被リ、緋の小制l 白待を着用、鴻鼓と

いう小散を持つ) r潟鼓ま わし J (1肘止の介

I内生で、持を活用 ) ｲ 大ｾ Ｈ 赤と黒の長髪、

それぞれ 2 人ずつ、白衣 ・白 袴 緋 の 大 制l

微をつけ、亦J祉が太鼓、i ) A鬼が白Tを持つ )r花

傘 J r:tr頭取り J r時間三方」と 統〈 。

. 14:  00 今宮神社へ入場する 。疫枇殿、

利上殿の前て幣を掠げ、鋲疫祈願創刊 。

Ｍ 本社殿前、持殿備の Ｒ ヵ所てＧやすらい ｾｉ

りが者鞠句される。

・輸にな って、音頭取りの唱詞に合わせて、

太鼓 ・鉦を打ちながら跳踊する。
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3 当麻の練り供養

場所。朱良以北i:S晶矧l当麻町当麻 当麻寺

n日: 5 月14 日( I e 旧暦 3 月14 日)

ri寄りの概望書 「当麻寺お繰り J r 当麻れんどJ

rjfs. 再」とも州工れるもので、究弘 2年( 1005)

にlt f t X山備J l Iの，1[;: 心{ 刊仰が 「当麻蛇茶fUを

'ha依し、中将kl l . の符をおって型旅弱虫の有

機を見んがために、 25菩雌の装束と IL、聞を

作って、寄進したのに始まる」 とli えられ

ている 。l i J ! 茶縦1 i t を西方極楽に縦し、その

点 ) j にある抄婆立を人間界とし、その111) に

長さ約150mの非ぜEの備を仮設として渡す。

その僑を渡り輿lこ乗った中将姫と 25i f ，繭が

現世の沙婆主へお盟し、再ひ極楽i 'H ( 1iJ!

茶羅堂) へ帰ってL 、くという儀式である。

4 正蓮寺の川施餓鬼

場所大阪市止 ＱＱ ＱＺＮ区伝法正 ｩ 準 ｾｆ

H 日 8 月26日

然りの概要・事{ 呆 6 年( 1721) 、正i草

寺第七世寂f官淀日解上人により、日

必大』4・人が海中にて衆生済度された

I)j{志を緋if({せんとし、川供養の行' ) j :

を始められたのが今の伝法の川施餓

鬼である。 日本三大川施餓鬼のうち、

現存する唯一のもの。自1) 始以来、正

i!f.i.，' i'Jl Iに棚を作りいろいろな供物を

して有無間織の万鐙を供養してきた 。

域作、奉n会が迅l営協力している。

mil i 名所絵図には、数百般の船団で

参持者カ常持Eするさまがf苗かれてい

る。陸て・は数百の綜庖が名物を商っ

て賑わい、天神祭を凌ぐほどの、大

阪の夏を締めくくる行 ｾ ｉ 主である 。

. 1;1:茶剥佐Eから抄2会堂に向かい、約 150mの

紛が型 ｴｾＱ ナ ｴ 度されている 。

・14 : 00 [>1，4こ乗ったE何%臣カ没茶軒はより

現) l 、 1 人のi将1:5と 2 人の推児に導かれ、

怖を渡り抄湊堂に入る。

- 仏Ilii をつけた人達 (氏-f- ) カ明日りながら

織を渡った後、動物のような中n子を被った

(¥'H:5j主か沙i会堂に向かう .

. U叙をした椴児が母親に手を号| かれ絡を

iJ .立った後、微々な函をイポナた25菩維が、羽

車紛号の人に干ーをづ| かれて統〈 。

- 特設の妹1tt てサtJ 院が奏された後、先ほど

のi亜のl似て守合婆堂からl i J ! 茶羅堂に向かって

Ｋｲｲｾ っ てゆく 。

. 1主に、中将姫の輿カ守合I集室から出て、再

ひ析を渡る。折しも背後の二上山に太陽が

l頃き、 l'!: っ，IJ 、lこ染まった夕陽に向かう中将

般の' J : i . 均九人尽の感謝J を誘フ 。

. 10 :  00より鈴められた御輿Jil lにおける税

申やや本盆における説放、法聖書を終え、 15

00御興行手1) は正迎寺を出発。

- 行手1) は、 i主椴を中心に、信者が経文を日昌

平nしながら新佐川へ向かつて市街地を進ん

でいく 。

・道路?Uいには、南無妙法迎撃終のh 11がえli

*Mと立ち並んでいる。

Ｍ 行 ｾｉＩ は、新淀川へ至る水路に設けられた

南柿似こ歪1) 活。

・南無妙法，迎撃経の掛tが立てられたi鰍白 10

数l ，I ' に分乗する 。

Ｍ 船は、 ｬ ｩ￭Ｂ ｩ 淀川に入ると ＭｾｉＩ とな っ て、大

きな円を術きながら、何千枚とし、うお札を

川に投げ入れる。

・船内では経文を日目え、太鼓を打ちI鳴らす。

・16: 10 船は元の水Sれ と 戻 り 、 制 は

終了する。
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C 平成元年度の活動内容

6Jf 究会をI ; . f i めるに当た って、初年度は、 r (i}f :允の

}j 法」の-I' j ' - f . を決めることが目燃とな った。よL体

(I (J には、第一に、アウトプ y トとして提示してゆ

くもののイメージを明俗化すること、第二にイン

プ ｹ 卜とかかわる 調子 ｦＮ ｊｭ ｬ をはじめとする ， ｖ ， ｾｦ ｴ }j  

法の 7 ニュアルおよび一次調作 データーのスト ッ

クのためのフォ - 7 '/ トの作成の検討である 。 い

うまでもないが前者を固定化 し過 ぎることは包M

(1") な然リの而 (1 さを 見務とすことにな りかねず、

同時に後者の内容とも直接かかわることでもある 。

，j宮"

そこで、祭事 を観 る体験を各メンバーが重ねる

ことと 同時並行して これらの検討を行うという方

針で、予備制読と して 6 事 例の 祭・J'; の捌1 f . を行 っ

た。 そのうち 4 i. J'; 似IJ は前頁に桁介した 。 このこと

を通じて、 柿造化の概念と記述 )J 法のモテ'ル( ['1i I-

1  ) の従示 、「形式」的1ft リ而からの然‘ 1';のカテゴラ

イズの必要性、プ ロセスの観察i I ! /.i 引の訓iィI-f. スタ

イルなどが主な成果 として待られた 。

日 出 発 式 会 場

l  丈れ2. +  ， fL - t  肝 +  ，1  

{υ}陶、刷1) ( 同F 吊) (υb仲ラ'"汁) (げ6糾Lト-ヅグ川
}  

(  ＼‘ ド成 ｊｃ 年 ｊ Ｎ￦ Ｇ Ｑ 見 ｩ 内 のもヰ Ｇ ｉ ＾ ｊ 由「先会調作骨 ｬｻＧ［Ｇ ＮＮＧ ｾ ＾ をｻ午 ｉｶｴ Ｉ

D 池 田 愛 宕 の 火 祭 り 一 平 成 2 年度活動内容ー

(1)調査の概要

子 ｦｊ ｬｈ ｩ￬Ｑ ， ｜ ｪ ゴＧｴを ｩ 泊 して ＱＹ Ｑ らかになったことは、 ， ｾ ｴＮｪ ｎ

刀法とその分析方法の幣理! であ った。 そこで本年

は 、それらの陥立のためのサ ンプルとなるべき然

リ を 一 つｾび、集 中 Ｈｉ Ｈ ｊ 制 ｴｴ を行 っ た 。 選択に際し

ては、少 人 数によ っ ても手におえる脱枝、 小 Ｚ［ｾ ｉ ， ｪ ｪ そ

に入るまでに Ｇ ｊ ｾｬ ￬ ￭ ｪ 剥住の ｊ ｕｉ 附 Ｑ が持てること、 ｉｊ ｦ ｈ ｉ￮ｩ

場所が 比 較的近いことなどが選択の Ｉ， ｾ i¥f¥と な り、

その結果 、池|日愛宕 山の火然りを採用することに

なった。

事 li ij ;:1l. j査は、然 りの全体像 の 犯jkl と、然 りの if，E

i Lの rt でのキーポイン トとなる J也f 人・H年!日! の拾い

H't しが 目的 であった 。 そのために 現地説祭のほか、

池川市 役所や池 1111烹史民俗資料館 にある文献など

の資料収集と 、実際 に然りを込li '討する主 f1i・[ ，I[休 会

長の |珂- 1' 純9J 氏と康史民俗資料館の 11' 1r[， i":作氏か

ら祭 1) についてヒア リングを実地した 。 |河本氏か

らは、然リの l時間的流れや道共 ・衣装等の枠制Hと

然りの記録ビデオ 、回中 氏からは、廃史的経緋や

位世 付けなどを 伺 った。本調査ではこれらの的報

を法に、主要ポ イン トとポ イン トIi¥! ごとに予め調

作 カードを 斥 ｬ ｾＺ 、 し Ｈ 図Ｍ 3  ) 、そのほかカメラやビ

デオなどとあわせ て 然 りの状 況 を取材 した。

この然 りは、池 闇市市街地北111リのli ) - j 山山 IJ 主に

ある愛許制1社 を起点 として、大工姿の大勢のすう者

がjII，(-大きな松lリ1を中心に 、$iil や 子供 fi: 1列などが

タIJ をなして 市中 をキヰ11) 歩くもので( 図 - 2  ) 、その

起源は江戸時代まで遡る 。 当時かられ1! 日] は交易の

要所として栄之 、そこで業を営んでいた多 IFI ! i ほ

か 4 人の商人が五月 山山 l血に愛宕を 肥 ったのが始

めとされる 。やがて、本家である京都 の愛宕布|唯

笠 間 | 行 a

. Ili I 温 貝 l 人 | 遁 貝

ー 芥 ， ｊ Ａ ＿ 宣 ｉ ＮＮ ｾ Ｎ ｾ Ｚ｟ ｾ ｾ Ｍ ｾ ｾ ｾｾ ・ Ｔｭ ｦ
匂 1 刊 . ) j '" lc'jQ惚 il ヰ 指 二 否

一 一 一 1酬 明 ¥bWI 岬 板 前 市町

一一 Ｚ 両 面 ［ＺＢ ［ｩ ｾ ｩ［ｩＧ［ ＭＧ ｉ 向 . 山… u 一一一

恥 耐 州、illf I  ，凶 拘 時 Ｇ Ｉ Ｇｮ ｾ 叫 ・・ 片噌昨

“二型空:史引場制M rJ MiJf部 竺“

ＧＮＮ ｴＺＡ ＡＮ＿ ｴ 泊畑 手 町 一… Ｎ ｌ ｉ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＨＮ ｾ へ Ｉ ｩ 一-
ＭＢ ［ｲ Ｎ Ｇｲ ＩＺ け ＢＮｍ ，Ｈ［ ｾ ( " ，且@ ) J  ｉ ，ｾ＠ ｾ 些 司 令

一一目⑤何回目 :. •.• I  ｾＺＺＮＺＮＮ｟ｦ ｊｦ ｾ ｟ＮｴｬｴＮ｟｟Ｎ｟｟ＮＮ＠ :  ..______________ 

ｧ ｾ ｏ＠ ｴ ｴ Ｎ， ｴ 、 Ｇ 刷ｉＷ ｲ ｾＩ I  向州 裕和 晴内脚

回 想 台

行 ゐ

人 l 道 具

ω12' ''''' ぃ
旬喝0" (1"3-0.> 

閥ω? U ( nらいを受肘〉 灯・( U./! -2).) (' C  

h{ . . mヲ¥¥t':HIO

府樗 待ｾ ＮＮＮＮＮＮＢ， ＮＮ ｉ ｾ “ Ｂ ー
1 ，.. Ｚｴ ｲ 附録伽 Ｎ，札 ｉ 椅伽解 Ｚ ｾ ｾ

ｉ ＮＮＮＮＮＮ ， Ｚ ， Ｚ ｵ 川 ｉ ｾＮ ｪ ｬｴ 増 刊す ｴｾ ＢＢ ｾ ＢＧ ＱｦＷ＠

制ＢＭＱＢ ＢＧＮ Ｂ叫ｾ Ｍ ｴＮＮ ｉｊ Ｑ ｾ Ｇ Ｉ I  仰 や 。& 胡t" h

3 叫 急のl i h苦 '..'I' .! .......... I  

Ｑ Ｗ ，ｾ‘ ｈ 川 Ｍ ＢＧ Ｑ 吋 司 をＢ 紙、リ 的 ｴ

;l-;r.:... R 叶 h ・川 判 官. .......... 1州 円 品 作刈 嗣 H

‘ 7'W '、""" T-門 家 r- A.. :t，

から、然 りの開催に ついての断り のなか ったこと 図 - 3 鯛査 カードのサンプル

に対し てク レーム が つくこと もあった よ うだが、 (2) ドキュメント・火祭り

本来商人が起こし た 然 りでもあ り、合玉虫的 に対処 本調設のキ古来を 以下にしめす。 ここでは 、なる

しながら今日に至 っ ており、 宗教 上の色彩を重ん べ〈客観的 に事実を表現することを 心がけ 、とく

じた権力者の儀式と い うよ り、 市民のお祭 りと言 にH寺間的 な流れとの関 連がわかる よ うに 、然りの

えそうだ。 行程をいくつかの区間に分け て記録した 。
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町 時 i 出発式会場

空間

Ｍ 池川械跡の ｵ のｾＯｉｬ ｊ を Ｑ Ｇ￭ＧにしたＮｷ｝Ｈ 山 町内のを ｉ 也

Ｈ ガレージ Ｉ が ｡ ｾ 発式の会場となる 。

・式典の進行に必要な 7 イク、スピーカ一、パイ

プ附 f などが並べら れているだけで、特に装飾は

地されていない。 しかしながら、然装束に身を包

んだ大勢の人々が集まり、会場は然リの l拘の，'fftか

な ｲ 円主 ｴ が＿Ｚｾｻ っ ている。

道 具

・行列に f止J l J する大松191、小松川、八丁銚等の iii

II は、 f'l け伴え j司t公明を除き、すべて会場に' * め

られている 。

・会場周辺の道路沿いに、一定1111隔でもひ l が立て

られる 。I也J滋盆が1"l l:I llf lf mされ、従*1 が*1された

iJ if1j のJ也l縦立が?，"，: 1) の ム - ｾ Ｍ ， を依り七げている 。

演 出

・午後 5 :  OOl jij になると 、大工姿の大人やf - ( J 色、

そして法被'!Jcの女性迷が会場に集合。

・5 :  10から 保存会の会長をはじめ、 di 長、 ，] ，会

泌U などの米ままの挨妙があ り、功労 者に対するぷ

杉式の後、記念槻彬を行い、 5 :  40ばlから f 供、

k の子のIllii に出発。大松19'14 本は ilhかけJ也l様、 小

松 ｉ ｾｉ 2本は iUI かけ地蔵を経て愛宕神社へ

釘 ' EN E '2 愛宕神社

空間

- 愛抗争II{上のH 般には、しめ織が耐li られ、 "lflll f. II'/

の ｉｪ ￭ｪ には小松 ＱＹ Ｑ がし、 」 のＧＢｦＧＺｾＧｾに世かれている 。

・局内には食 '1与など接待の用意がされている 。

道 具

• ￞ｉｉ 火の ｩｊ ｴＮ ｴ とな っ た ， ［ＨＡｊ Ｑｴ ｴ をきをした ｪＭ ｾ ｪ ￯ｦｲ はすでに

柵がされてお り、}[ ; IUlリ とな っている 。

• TI I行イ7↓止のJ i l，i /協の怖の校が若衆によ って払われ

ている 。この伎は行列の|祭、松lijl を111，ぐ人に必ち

る火の粉を払うのに使用する 。

演出

・松町lの1 J ! ぎ予の若井b主は J克内に歪IJX1すると、 i世

話役や法被姿の女性i主により柄や食' 1' ; が振る妹わ

れ、行列のil
l
¥1lii を行う 。

・6 :  20 会長、世話役はノド般に、絵191を引t. <・米

［ ｾ＼は 作 般に入 リ 、 有ｪｊ 主からお ＮｴｬＢ 、を受ける。

・6 :  35 神主が本搬の布11火をロウソクに移し、

11'殿内の必l併l自の 11巴松に移す。その火に、 3 人の

)¥: 衆に J II がれた小松11)' 12本がJllnに点火される 。

・6 :  45  r ワッショ イ I J の掛け，11' とノ¥. nmの

71 とともに、 50- 60人の行手1I が徒灯、八 「錦、i卸

弊を先導に、 Ｒ 本の 小 絵明が愛宕 事 ｈ 土を ｈｾ 発し 、

秀望台へ F る。



釘 'E N E 3 秀望台

空間

・秀望台 五月山の中版、際向 140 m付近に ，設け句

れた、地[ 11市街からげE名川をはさみ川西 rli !J 1師を

望むl民望 f; と、その Fの斜 Ifl I が大一文" ( のかがり

火のｾＧｉｦＧ ｦ￬ となる 。

・見物平等は 150人にも i主し、松I別の行者1) を待 ってい

る 。 ｬｬｩｬ 聞は Ｖｾ くなり、展望台からは、地 ＱＱＱ 、川西

市街の美しい{ l ( ) ; ( が広がる 。

道具

・道路脇には、火の点火やその後の速営を行う世

話役の乏人と、火災予防のため消防車が 1 f i 待機

してし、る 。

演出

・ 6 :  55 掛け ; Hと銀の汗が近づき、ハチノ〈チと

ｈｅ 松の燃える ＷＲｦ とともに小絵 ｲｾＱ が到着 。 ｊ 也 ｉ ｦｩￎに泣

かれた 11巴松に火を移し、 illl かけ地蔵へ向か つて F

山する 。

・点火の時/ i 11までのH1I に、かがり火の火純となる

肥松に石ilhをかけて、大一文字の準備を鍛える 。

・ 7 :  30 世話役の人達により、小さな 4公明にて

大一文字が点火される 。周辺は火と煙で騒然とな

1) 、見物人からは歓 )Ji がl玲き上がる 。

釘 舵E印N舵E4;糊虫帥カか州、

空問

・五月山の鐙の細長い階段を下った所に、イi!tl に

沿うように ilhかけ地蔵の柄があり、その Ijij てヮト松

明から大松明への火の付け答えが行われる 。

• 11ft <制11長: い路地の- J 11に、 I也『長持ーの徒士 l がi1 さ

れ、小さな市古] が一つ浮かび上がっている 。

道 具

・大 絵 lifl はすでに、; ，1，かけ地蔵前に運ばれてきて

いる 。

演出

Ｎ Ｒ 本の小絵 ｉｾｪ が ｉ 也 ｦｭ に置かれ、その上に ｈ 正の

大松明が顕を合わせるような形で置かれ、火の付

け答えが行われる 。

・松 11)' 1が燃えすぎないよう水がかけられ、火の勢

いが日lf. l1ii i される 。

釘 E 旺 5 呉春前~新田建材前

空間

・池田の川市街地は、 JJUI ーも古い町家が数多〈伐

っており、 i道芭貯路; の申幅日別i只:u.， J非ド 'l常i

多〈の見物干符等がひしめいている 。

・ 小さな ｭｊ｜ ｾ の行燈を止 ＺＱ 叫にかざしている 。

道具

・ 人ｊｦｾに紺 ｬ まれる Ｒ -1' ー剥lの大絞明は、 20人の抗

} 牲により 111.がれる 。

. 5 - 6 人のお衆に支えられた l 本の大松明は、

汗竹の先に Y 字型全只ーのついた支れでバランスを

とり、人引に結Lまれる 。

・一番下の古1¥分にはロープが縛りつけられており、

これを別の行衆が引 っ'iUり、地 II i i をこするように

して行列が進んでいく 。

演出

・ 先が太〈虫い松 ｉｾｉ は何度も ｴ 日 ｬ れそうになりなが

ら、民家の軒先を炎がかすめていく 。 スリノレi前山

であ 1) 、見物符をはらはらさせ飽きさせない。

Ｎ ｦＺ￭ｾ明の先端から ｾＧｩｴ けた大小の火の粉が、上半身

保のJ旦5 子の上に降 ってくる 。 これを、楠の校で

年少者が払いのけるのだが、 - 1交に払いきれなし、。

「あつい 1 j という絶叫が何度も上がる 。

釘 印E6 新田建材前

空間

・ 府道ｾＱ［而池間線沿いの ｩｬｬ 村庖の前 ｬ こ、大松町 Ｑ を

f. 1け替える場として、付けそFえ用の2 - 1 王の大絵 11/1

や、火を /I'j すためや勢いを調節するための水がHI

泣きれている 。

- 道路は特に交通規ILil が行われていないため、 交

通警官が唱革命に ＧＱＱ と礼物人の慾ｾに当たり、 ｴ￭ｾｉｾＱ

を誘導する 。

道具

・新しい総明に比べると、占いものは燃えてかな

リ短くなっており、約 3 mぐらいとな っている 。

演 出

・ 8 :  20 火の付け答えは、路上に倒した状態で、

先と先とを令わせる形で行われる。

・そのl問に見物客の中から、燃えかすを拾 う人が

いる。家に持ち帰ると御利益があると言われる 。

・道路沿いの民家の 21帯の窓や、通りすぎるパス

のをから 、こ の悌子を 見物する人々もいる 。

・銭の71や掛け声などの日立燥の中で繰り広げられ

た行列も、しぱしの休息の時を過ごしている 。

・寿司昼の l汚先では、 f旦ぎ手に酒やビールが振る

舞われ、 ｲｩｾｬＩ のムードを雌り上げる。

釘 'E N E 7 駅前~市役所

空間

・駅前から市役所にかけては、行列のコースの 中

で最も紫やかで、広域性の tf J い場所として位置づ

けられる 。

Ｎ ｬｉ ｦＱ やみの巾を糾リ Ａ� いてきた絵 Ｂｊｉ が、ｾＮに ｉｾｉ る

し、空lill Ｈ 駅前 Ｉ に牧場し、その全貌を ｉｾｉ らかにし

たへぷカずある 。

道具

・駅前の広場は一時的に火祭りの繰f; となり、そ

こに匁: かる歩道怖は鋭存 I，Y; となる 。 ニうして広域

ｦｬｾｊ なポテンシャルを持つ場に仮設の劇場が作りだ

される 。

・ 駅前の ｉｉｦｬｬ 仰のＧ［［Ｑ，さにより、松 ｲｾＱ の火の大きさは

半減したかのような印象を受ける 。

演出

・8 :  50 交通 ｩＧ ｊｌ 伽ｼの問題から、二組の松 ｉｾｬ のう

ち、駅前広場を通 ったのは一組だけで、もう一組

みは直接市役所へ( / 刊・う 。 この選択は、愛宕神社

:H発時にジャンケンで決められる 。

• r祭 1) j といえども交i創 立号を守らなければな

らず、安全面から絵明を倒して国道を横断する 。

釘 ' ENE 8 市役所~城山町ガレージ前

空間

・広域性のある場から、再び町内に戻ってきたよ

うな印象を受ける .

・スタート地点がゴールとなって松明を迎える 。

弘物人も町内の人々の制作が多くなり、ア y トホ

ームな雰囲気となる 。

道具

・市役所にて、 f- f共松明、日I;Uり提灯等の行亨1I の

道具ーが待機しておリ、全只が集会しフィナーレを

飾る 。

演出

・ 9 :  15 高張り縫灯を先頭に、子供訟明や鏡に

先導され、大絵 iリlがゴールのガレージ前へ向かう。

. j1l .ぎ手は疲労 l調態で、全身汗と煤にまみれてい

る。娘一後の力を振り絞りゴーノレイン 。大きな倣，_ l 1

が沸き起こる 。 ( 9 :  40)  

・ 9 :  50 一組を峨山町内の地蔵尊へ、 一組を作

業場へ運ぶ。火を il'j す前の松明から、大勢の人が

火を持ち帰る 。

・10: 00 作業場内て埠! t f - f が行われ、宴がHii され

る。
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1) 演出の道具立て

火祭りに用いられる道具や、その I貸出に関する

分析を通して 、鋲りにおけるそれぞれの意味や役

; 初等の A号察を行う 。

1 .行列の権威

大松明を 中心とした祭りの行列は、次の 5 つの

要素から 椛 成される 。( 行進順 )

① ｾＧｾ ｾ 長り従灯

長さ 401 の竹竿の先に「御神燈」 とf!? かれた1 r i 砲

の提灯が付けられており 、行列の先導役として重

要な役割を来たす。

② 竹松明 ( 子供松明 )

長さ 1. 301 ほどの竹の先に布が巻かれ 、火が灯さ

れる。紛の腹掛けに豆絞 りという出立ちの子供40

人によ って掲げられる 。

③ 半 鎖

直径約 15cmから 24cmの合計18t廷の鐙が、 11: 廷につ

き 2 人の子供によって値がれ、カンカンとけたた

ましい音が打ち鳴らされる 。松明が近ついてきた

ことを知らせる役目を果たす。

④ 大校厚l

直径約60cm、長さは 4 rn にも及ぶ。 中心部には 、

肥松と呼ばれる脂が多〈火持ちの良い松の根が用

いられ、その周囲を松材でとり巻き、縄て' 縛 って

{乍る 。愛宕神社から市街地まで、神火を下ろすの

にJ f lいられる小t公明は、機造は大総 i明と同じて¥

長さが 2 mほどである 。 これらに f変われている JJ 巴

絵は年々減少の一途を辿 っている 。

⑤ 八「締

高さ約30rmほどの釣銭であ り、 2 人の子供によ っ

て姐がれる 。?守は半鐘よりも低〈、ガーンガーン

と、行タ11のしんがりで余韻を残すように型i < 。

金j

豆l

①高綴 り徒灯

②竹絵明

③半鐙

@ 大松明

⑤八丁銭

⑤ | 図 - 4 行列の道具

114  

2 装 束

松明を m<-若名j 主の装束は、 l干の大工の装束を

) . ! i 本としており、 「予 rpJ  r腹掛け J rモモ引き J r地

下 足 袋J r豆絞り 」の各部から構成されている 。こ

れは 、昔、池聞に大火があ った際、消火に街の大

工などが活Ui . したことに由米すると{ ムえられてい

る 。 上半身はかなり業問 ｌ のｾＧｍｬ｜ｬＧｩｉ ｬ 分が多〈、火 ｦｬｨ

が気iiI われるが、不思議と大 '1...' こは宅らないと言

われている 。

3 大一文字かがり火

合計 ＳＲｾ 庄のかがり火は、 ｲｬＱ i封を凡下ろす 山腹に

設置されたコンクリートの基礎に回定される 。 火

純は松明同線、 ｊｊ 巴松が用いられており、極めて ｩｾｩ

! : ' ! ! な炎を発する 。全部のかがり火が点火された際、

その熱で周囲に風が起き、その 1i s . がさらに炎を似

るという現象が起こるほどである 。

大一文字かがり火

2) 祭りと人々

然りの主役は、絵 l列とそれを mぐ表者たちであ

るが、 その運営については、城山町の人々を中心

に、非常に多くの人によ って支えられている 。 当

表 - 1 池田五月山大文字が% がら火保存会

会長一一副会長 2 一「一一一会計 1

顧問 1

ト一一一会計監査 2

」一一一火祭リ委員 10

( 峻山町内)

相談役 2 ( うち l 綾羽 2 丁目子供会会長)

るように、当地肢においても若年層の人口流出に

より、1 l l ぎ手の不足に悩まされている 。高校の illi

1i)J ml の学生を 対象にアルバイト募集をしても定着

怜がなく、熟練を要する f旦ぎ手は年々減少する-

)i のようである 。 このため 、城 山町から 他 f也被へ

移 った城山町 0 8 の若者が当日松 i別をi J i ぐために

中J 司} りしていると Ilfl いた 。

f l:会附逃が急変していく中、かつて存復した、

辰之を臥点とした縦型コミュニティーは次々に品i

域しつつある 。然りの非日常性を探る調会iの中て¥

11ーの制; t I f ，リ社会の復活とも言える地域コミュニティ

ーの非円ｾ ｾＧ性に出合 った。 そこでは、長左はあく

まで威厳に満ち、若者は逗し〈、女性は lp斐中毒lj

し〈忠われた。その ような社会形態を全面的に i1j '

定するわけではないが、「若者と肥絞がなくなると

きが、池 111の火祭りが終わるときで与す」と語った

保存会会長の言葉が印象的であ った。

(3)構造化の試み

1) 空間について

池町愛宕の火祭りの場合、祭 Ｇｉｾｾｈ ｉ｝を極めて ｉｾｉ

際に提示することができる 。すなわち、地形 (I(J に

行え l i 山と平野である 。 それは、最初に山町の愛

山神社から御神火を H受する宅なる場ーとしての山

と、 t公明を 持 って練り歩き、市民がその御利低に

然りの直接運営に当たるのは 「池田 lL JI 山大文字 あやかろうとする 俗の場としての平野 ( 街 ) とに

がんがら火保存会 J ( 表 ー 1 ) であるが、笑際には、 対比される 。断面的に見れば、高から (J I ; への移動

機待や護符の配布等の前動 1mて I町会や婦人会な であ り、引から俗への下降指向に対応すると A 与え

どの協力を 仰 ており、械山 IIr[ l ( あげての大イベ ン られる ( 図 - 6  ) 。さら に、タ芥れどきに 開始され

トと言ってよい。 るこの然リには明と ｈ 背の対 比 も見られる 。 松 ｉｾ ｪ に

しかしながら、近年多くの地域でも 比受けられ よ っ てあかあかとＡ Ａ ｜ｾらしだされた街並みのうしろ

C  D  E  

す
t  

.、h a'a V  

t  

jiii 

44。・bb・444hhb4・・4b b  

人 444ahbh'f・F，・，uzr，・・m， ，e  p  キ

骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨

jii 
iiii 

集 合

「居CJ ー

俗

( 街)

火 図 - 6 池田・ 愛宕の火祭りの

権造化( 空間)

( 神社の; 釦事の火
松明の行列が山を下 って術を練

り歩くのに| 半い、行列の形 ・人

小ｪｊｾ明 也 品 品 品 品 品 品 かがり火

数、火の形 ・大きさが変化して

ゆく 。

図 - 5 池田・愛宕の火祭りの構造化( 道具)



には、 l情閣がt空えている 。あたかもスポ ントライ このようなドラマチ ックなストーリーを展開さ

トを浴びるがごとくして出現する この祭りの場は、 せるため、様々な工夫が随所に施されている 。-

j ド日常的な舞台として、日常的な空間から切り離 例を挙げると、大一文字のかがり火の点火と、小

される 。 また、前ぬのドキ ュメントにもあるよう

に、松明練り歩きの途中で駅前の歩道僑が、詰め

かけた観客にと って臨時の桟敷l市に早変わりした

ことなども、空間の日常から手1，日常への変化の-

j9IJ として挙げることができる 。

このように、池聞の火祭りにおける空間の役割

を対立概念として捉える視点のほかに、空間を単

休で捉えて、それが祭 1) の中で果たす役割lについ

て考える見方がある 。すなわち、上に述べた愛宕

神社は松明が出発する儀式を行う聖なる場であり、

絵明の終着点である町中の洞も同様の役目を担 っ

ている。また、松明の火を大一文字のかが り火に

点火する秀望台にも鳥居が置かれ、聖なる場とし

ての意味あいを有している 。 さらには、小松明か

ら大松明へ点火される illi かけ地蔵も同様で与ある 。

すなわち、これらの場所は、それが従来持 ってい

る本来的な役割を来たすことで、者宅りの中におい

校明から大松明への火のつけ替えは同時に行われ

る。 これは、 特l 火が俗域に下りたことを、より象

徴的に表現するための工夫であると 言えよう 。

また、祭りの雰囲気を盛り上げる音響効果につ

いては、明解なコンセプトを鳴り物の道具の設定

に感じとることが出来る 。一般に祭の鳴 り物とし

て登場する箇や太鼓は、池聞 の火祭りに限つては

一切用いられていない。 これは想像ではあるが

l暗い街の中を巨大な火の塊が練り歩くさまを、火

事場のンーンとオーバーラ ップさせ、そのシーン

を盛り 上げ るのに設も適した道具として 、半 jii!が

i選ばれた ように息われる 。「火ヰZ と喧嘩は 」では

ないが、 H音問の中に燃え上がる炎と舞い上がる火

の粉は 、真に、支の夜に咲いた撃のような印象を

与えるのである b

今後の展望

てキーポイントを 11j めているのである 。一方、俗 全図的に見ると、毎日どこかでなんらかの祭事

なる場の街中でのキーポイン卜はどこであろうか。 が行われている 。対象地域を関西に絞 ってもほぼ

松明練り歩きの途中で休ｾ，｛Ａをする数カ所は、松明 同じことが言える 。 また、近年、都市音11やニュー

の担ぎ手に水を供給できる特定の商家前や市役所 タウンで祭りの復活や導入がなされたことを耳に

であって、空 ｉｾｪ が有する本来の役割との関係は希 することも少なくない。祭事には、商業ベースや

稀であり、 IEなる場よりもむしろ融通性に日むよ 行政主導のイベントにはない、人の心を刺激する

うに見える 。 何かがあるのではなかろうか。

以上に述べたポイントとしての空間に対して これまで祭事は主に民俗学、l H i 史学などの分野

練り歩きの街路はリニアーな鈴均台笠間として位置 から 研究 されてきた 。我々は 祭4手の非日常性の魅

づけられよう 。 カを、空間にかかわる立場から探ろうとしている 。

2) 道具立てについて 具体的な手法としては、これまで述べてきたよう

池田愛宕の火祭 1) は、大一文字のかがり火と松 に、空間の機能 ・道具立て ・iiI i 出といった側面に

I明行列という 二つの イベントによ って、テー? の 着目して 、祭事空間の構造化を図ることから始め

主体である「火」が表現されている 。 これについ た。 しかし、その試みは緒についたばかりであり、

ては 、京都の大文字の送 り火と絵馬の火祭りの複 このような手法で祭事の魅力がつかめ、有効な椛

令型として捉えることが出来ょう 。 この二つの火 造化が図れるかは必ずしも明らかではない。今回、

のイベントにつ いては、演出効果や役割分担にお 第一報を報告したのも読者のご批判をあおぎたい

いて、非常に巧妙な組み合わせがなされている 。 という意図もある 。今後我々は、いくつかの祭事

前者は、かつて「大阪平野からも眺めることが の現場調査 を通じ、我々 の立場 における祭事研究

出来た 」 という記録にも見られるように、当祭リ の手法の合理化と総立を図りつつ、第二、第三報

を極めて広域的にアピールし、その存在を知らし と続報し、構造化のさらなる追求を進めていく予

める役割を果たしている 。これは、農村の収穫祭 定である 。

に見られるような、特定地域内で完結する然りと その過位では、祭事にかかわるいろいろな立場

は一線を画しており、コマ- : / ャリズムに目 IJ った、 の人達との交流や講減会を企画したいとも考えて

商人を中心に考案された祭りならではの演出とし いる 。そして、厳終的には活動の成果に基づいて

て受けとめられないであろうか。 新たな祭事の企画 ・開催を試みたいとも思 ってい

後者の松明行列に ついては、 f t也形 J f 火の形態」 る。

「火と人々との距離感」等の各要素を、時間の流 本報告を作成するに当たり、研究会メンバーの

れに沿 って巧みに変化させ、聖から俗へと展開す 龍野豪利氏、竹内利明氏、宮崎良彦氏のこ' 協力を

る強いストーリー性を演出している( 図ー 5 )。 いただいた 。記して謝意を表す。

最初、 聖域である 山の上で点火された小さな紳

火は、民衆からは速い存在である 。それが、若者

に担がれ山を下りると同時に、議j禁から小松明、

そして大松明と、その形態を地大させていく 。そ

して遠い存在であ った神 火は、次第に人々に近し

い存在となり、やがては火片を家に持ち帰ること

により、神火を所有するまでに至る 。 そして、こ

の神火の態様の展間に合わせるように 、火 を取り

巻〈人々も、人数や行動形態を次々と変化 させて

ゆくのである( 図ー 5 )。

本特集企画

事業委員会 ・若い会員の集い小委員会

関西の祭事研究会

主査/ 大森智子

委員/久村宗憲、田中康、藤記真宮野道雄
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岡 本 達 雄

近年、建築物の大スパン化に伴 って床の有感振

動対策が重要な問題となりつつある。こ れを解決

するために、従来は床梁の剛性をあげる手法を取

るのが一般的であ ったが、これは鋼材量と梁成の

増大を伴い、建築計画上の制約とな っていた。 ま

た用途の多様化に伴いエアロビクススタジオ ・体

育館等の振動源を有する音11屋と会議室 ・宴会場等

大きなメ リッ トがある 。

2  床荷重等の変動に対応で きるようにする

T M Dを用いた伽l娠は、床の揺れ方と 付カH質量

の探れ方が一致していることが必要だが、 lj 'ii l附tj

重の変動や模機替えによる機械振動の変化等によ

り、これがずれる場合がおこり得る 。このずれを

修正できるように 制娠装置に調整機構を持たせる

ことができれば、この 問題は解決するわけだ。

3  デザインの新分野を開拓する

今まで、 「揺れるからそんなに細くできない」と

されてきた構造物は、沢山ある 。たとえば、鉄骨

階段等はその代表的な例ではないだろうか。 この

揺れの問題を解決すれば、デザインの自由度は大

きく 増えること が予測される 。 このようにデザイ

ンの新分野の開拓を目指して、この市l振技術を適

用していくことも 一つの目標になる 。

制振装置適用例

自動向調システム作動状況( 測定点l )

秒
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図- 3 セミアクティブ床制振装置の槍成

の振動を嫌う部屋を同一建物に配置したいという l  大スパン梁の梁成を低減した例

要求を満足しなければならない場合も出てきてお これは、スパン 56mの横断歩道橋に適用された

り、より有効な振動対策手法が求められ ていた。 fhi l振装置の例である 。写真一 1 に、この歩道橋の 3  デザインの新分野に取り組んだ例

歩行時の振動時間波形

制振装置設置前 27. 0. - - 10ザママゲ7 ・- - d叩- ー やかなデザインを可能とした。写真一 3 に、その

振動する物体に、その物体の質量の 1 - 2 %程 .. f 定 者 1 ga1h; ，-f-，-，¥;; fAli 刷 lt l-ij lll :r inU --j 階段を 示す。これは、菜研修所のアトリウムに設

ｆ 一 一一一一 一一一 ｾ 測定点 1mlfYWl Yll llflJ i附 1"11附附州' W1J II( ' fOfIOII

度の付加質量を取り 付け、付加l' t ' : i i l i : の採れ方をそ ｾ＠ - - ｾ＠ ＢＧｾ］Ｂ ｭｾ Ｑ一 一一 Ｑ Ｑｭｾ Ｇ ｾ ｜ｉ｜ｬ ｬ ｾｉｕＧＭｾ ｉ ｙＱ ｙ ｉ ｟ ｉ ＡｾＺ Ｇ Ｑ けられた室内鉄骨階段で 、 スパン Ｘ ＮＰｭ の折り返し
の物体の揺れ方に合わせる (すなわち両者の固有 56. 0m -27 .0い i "I P I '1'11 ｾ ｊｬ Ｇ＠ 1  1 | の階段を、 19mmの鋼材 2 枚を組み合わせて、厚さ

1  ゆ れ が %

振動数を合わせる) と振動が著しく減衰する現象 ‘  ↓ Ｍｾに低減 60mmでヤ可能としている 。踊り場から上の、段昔日の

は古くから知られており、日本でも !j 攻前にゼロ l協 和l振装置設置後 27. 0
r ー

10手歩行マスダノ・
- - all ¥i γ I I 中央と、踊り場の 2 個所に制振装置が取り 付けら

の認の振動対策として使われた話は、ゼロ戦の附 叫 f 定 点 1 ｧ｡ｬ ｾ＠ -- ｾ＠ ，_ i一一 十一JL-- l-- i- 十十一H れて、それぞれ一次 と二次の 固有振動を減衰させ

ー ｾ Ｎ｟，｟ ｾープ雫 士 三ア］事 測定点 ｉ ｾ 吋 川叫附 ｖ ｗｍｖＧ￭ｖＧｩ 吋ｖＧＨ￝ｉｗｉＭ州判州
発逸話に登場している 。この原理を 図ー 1 ，=不す。↑ 時 装 置 ｾ＠ ＧＢＧｊｾ ［ｲｲＮ，ｾ ＮＮ ［＠ Ｍ Ｇ ｾｔ Ｇｾ ｾ ｾ Ｍ Ｇ ーい ｲｾ Ｇ ｪ 二 ＱＱｊ ｩｊ ー ｬ ている 。 制振 装置の 使用 によって 一 次固有振動に

衝撃 衝撃 56. 0m い ，

Ｍ ＲＷ ザｌ｟ｾ ＭＧＭＭｾ｟ＧＭＭＭＧＭ ｾー ι 」 対して約 Ｑ Ｐ Ｅ の減衰定数を得ている 。

ゆれを小さくする 4  図ー2 制振装置の設置前後におけるスパン中央部

a く: 樹、 - _ λ 仁〉。 偽 二一 。 応答加速度

、) 〉 f スプリング千i ー斗ーi ダンパ

)t : 号、 ト 制娠装櫨

・全床質量に対して 1 - 2 %の付加質量 、一一て (TMO)  

・固有周期の向調 ¥付加質量

図- 1 T MDを用いた制振装置の原理

これに対して、筆者らは、チ ューン ド7 スダン

ノ守一 (T M D) を用いた制振技術を実用化すること

によ って、この問題に一つの解決策を見いだした。

T M Dを用いた床制娠の原理

制振装世を 示す。図- 2 に、 i制l撮装置の設置前後

における 10名歩行i時のスパン 中央官11の応答加速度

を示す。制l振装置により、揺れが! . 1 - ) I ，i に低減さ

れているのが分かる 。

近年、この原理 を建築に利用 して建物の地震|時、

暴 風l侍の横揺れ を低 減する技術が笑j羽化 され、多

くの笑例 を見るに至 っているが、これ を床の鉛直

振動対策に応用した例は、いまだ多くはない。 し 写真一 1 スパン56mの歩道橋に取り付けた制振装置

かしこの鉛直床振動対策が、床版や、床梁の断面 2. 床荷重の変動に対応した例

設計に与えている影響を考えると、この床fl ，lI 振技 次は、床荷重の変動に対応した例 である 。 この

術の実用化は、 大スパン化、 多用途化やデザイン ｦｉ ｾＱ 振装 ［置は、床 の固有振動数が変動した場合に、

の新分野が求められる今後の設計に、新しい可能 その揺れ方を振動計により計測し、制緩装置{ のパ

性を与えるものになると思われる 。 ネ定数を、有限純闘 でレ自動的に調整して付加質量

床制振技術実用化のための目標

床制振技術を建築構造物に適用するにあたり、

目標とすべき項目として、次の 3 点が考えられる 。

1  大スパン梁の梁成 を低減する

大スパンの床を支える梁は、強度 よりも剛性で

決まるといわれてきた。 これは、床の振動障害が

問題と なるからである 。この床振動を克服 できれ

ば、 この梁は強度で決まり、高強度の材料を使え

ば梁断面 を小 さくすることができるわけだ。 この

ことによ って梁成を小さくできれば、ピルの階高

が小さ くでき 、建築計画上、また経済性の而でも
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の揺れ方を床の揺れ方に合わせる ( チューニング)

機能を持つもので、セ ミアクティブ( 固有振動数

変動型) 床fhi l仮装置とよばれている 。図- 3 に、

この装置の桃成 を示す。床の揺れと付加質量の揺

れを測定し、 制l街l回路を過して付加質量に取り 付

けられた板パネの支持点をモ ーターで移動させて

付加l質量の揺れを床の揺れに同調させる 。図- 4

に、実際の構造物に取り付けられた自動向調シス

テムの作動状況を示す。両者の揺れ方が異な った

状態から始めて、 4 秒ほどで自動チ ュー ニン グが

完了し、床の揺れが小 さくな っていることが分か

る。写真一 2 に、この装置の設置状況を示す。

鉄骨階段は、デザイナーの腕の見せ所であり 、

過去様々な工夫がなされてきた。 ここに紹介する

階段では、歩行i侍の揺れをきわめてコンパクトに

設計された制振装置によ って吸収することで、軽

'臥

写真一 3 制振装置を取り付けた鉄骨階段

今後の展望

床の制振装置は、初期段階の実用化を終え、い

よいよ普及の時代を迎 えている 。 ますます多機化

する設計条件を克服するための一つの有力な手段

として、建築構造物への適用は増加していくもの

と忠われるが、今後、部品の標準化による制振装

置のコストダウンか望まれるところである 。 また、

床振動が詰11振装置によ って克服された後、床版 ・

床梁に要求される部材設計のための新しいクライ

テリアを繋備する必要があるように思われる 。

(おかも と たつお 抹式会社竹中工務応大阪本広設計部情造課長)
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オフィスのパーソナル空調

今川 望

近年、人間を中心に考えた、健康的でより快適

な室内環境の自IJj きが求められている 。 これには、

例人の好みの環境を個人が自IJ り出す、パーソナル

空調システムが必袈になる 。

ここで述べるパーソナル空調は、セ ｾｍｾ 附 ｬ をア

ンビ エント( 雰囲気) 域とタスク ( 作業) 域に分

け、それぞれ別の空調系統としている 。アンピエ

ント域は従来空調と 問機に、 釜全体; が!6Jーな温度

となるように空調し、このときの温度. は従来より

も冷房i時には多少高〈、暖房時には多少低い、緩

めの設定にしておく 。 そこに各自のデスクから空

調釜気を I吹き出し、在席者の周回にだけ温度の異

なるタスク成を作り、この温度を例人が好みに応

じてコントロールできるようにする。

必要な温度調節幅

アンビエント域に対して、タスク域を例人て・冷

房l時に何度低くでき、暖房時に何皮肉くできると

よいかについては、 P.O. Fanger の 図 1 を用いた 。

これは、 P MV (Predi cted Mean V ote 予 illlJ 平均

申告) と P P D (Predi ct ed  Persentage of  Di ssat-

isfi ed  : 予 illlJ 不満足度 )の 関係図に、 col d-P P Dと

wa r m-P P Dを加えたものである 。 この図から、

P MV= :t 0. 9 ぐらいの範囲で個人がP MVを操作で

きるとすれば、 r品冷1替、的な不満を訴える人はほと

んどいなくなる。しかし、 P MV = :t 0. 9にできる

装置容量は現実的ではない。一万、 P MVの繰作

図 1 P MVの調整幅と P P D

可能範囲を: t 0. 3、: t 0. 4、土 0. 5 と拡げてい って も、

P P Dは1. 8、1. 2、0. 8 となり、不満足宥の減少祉1 ; 1 :

0. 6、0. 4て¥比例して伸びてはいかない。

これらから判断して、 実際上は P MV の操作 t可

能範聞を: t 0.35、P P D= 1 5%以下院皮とすること

が、省エネルギーからも、装世谷泣からも有利l と

巧えられる 。

このP MV = :t O 35の操作範囲を実現するために

は、 f閑人のぬj主調節中高がどの桜度あればよいかは、

P MVの感度解析結果から、冷房時は、アンビエ

ント域を 26 .3'C としてタスク域が26.3  - 24 .  I'C ま

でflbj 人で調務でき、 H是房H寺は、アンピエント域を

21.4'C としてタスク域を 21. 4- 24 .4'C まで例人が

調節l できればよいことが求められる 。つまり、ア

ンピエント域に対して 、冷房時は約 2 'c 低いタス

ク減、暖房11寺は約 3 'c 高いタスク域を作ることが

できる空調機能が必要ということになる 。作業強

度 (metf直) や蔚衣i止 (cl o値) がこの条件と具な

るときは、アンビエント域の設定温度を変更する

ことで、タスク域を P MV =: t 0.  35f M交の操作範聞

にできる 。

タスク域の形成

このようなタスク域の形成には、空調機能を持

ったデスクが必要である 。最近のオフィスにはロ

ーノマーティションを組んだ 、J マネル形式のデスク

がWI えてきているが、 このようなノ マー ティション

はタスク域を作るのには好都合である 。 タス 71或

を作るためのデスクの仕様 ( / マーティションの向

さ、1則前ノ マネルの布無 、空調機能として の吹き出

し風i止・吹き 山 し風速等) に l掬して、様々 な' A ! 験

を行った 。 これらから 、 パーソ ナル ｾ， ｖ ，ｾ デスクに

必要な仕機として、下記のようにまとめることが

できる 。

・側面ノ マネルを持 ったコの字形のパーティンヨン

で構成されたデスクで、その高さは高い方がよい。

・パネル高さがF L + ＱＰＰＰｭｭ 位 ｊｾ てＧも、 ｬ 吹出 ｌｉ を工

夫すれば、必要なタスク域ができる 。

- zE調機能としての l吹き出し風量は 2.5111'/ mi n、

l吹き出し風述は 1. 0- 1. 5111 /sてヘ冷風は上方から、

以風は下万から吹くのがよい。

これらの仕織によ ってタスク域を形成した一例

を図 2 に示す。

. φ.  

2TC 

冷房時温度分布 暖房時温度分布

図 2 タスク域温度分布

オフィスビルへの適用例

上記のデスクを当社新社屋のオフィス| 稽に設出

し、パーソナル空調システムを適用した例を 111介

する。

この建物は Ｉｾ Ｚｩ ｜ 主 Ｑ ，貯床面積約 ＸＳＰ ＱＱＱ Ｇ 、地下 ＳＱｗ￭ 、地

上 Ｑ Ｘ 階のオフィスピルで、二重床内に冷 ｊ Ａｬｬｾまたは

ぬJ! l l ，を通しておき、各自のデスクに組み込まれた

小型F U( ファンユニン ト) を操{ 乍することによ って、

E A  

4 ・4

写真 1 デスク配置風景

E A 

図 3 空調系統と運転時の各部風量( 単位rn m .  h)  

タスク域を形成する全空気方式としている 。小型

FUは、吹き出し風量の調節 、上部あるいは下部吹

き出し位置の選択、および二重床内の給気と室内

宅気の出合率の調節iの機能を持 っている 。パーソ

ナルEE，淵デスクは 105 台設置されていて、そのt菜

子を 写真 1 に示している 。営利系統と運転 l侍の名

古11のおおよその J! l l ，量配分は、 図 3 に示している 。

ノ、ーソナル杢 ， ｖ ，ｾ を正しく機能させるためにいくつ

かの新しい制御を行っているが、そのうちノ 守一ソ

ナル空調を使 っている人の割合によって、アンピ

エント域の設定温度の変更を行う制御を 図 4 に示

す。

CC)  

I  28 

ア|

長I 26 

J  

ｾ ｉ＠ 24 

設

定 1 22 

8  

度 1 20 

50 100 ( 0" 

パーソナl レ空調の使用率

図 4 アンピエント系の設定温度変更制御

これは、パーソナルｾ， ｖｍ 使用率が ＲＵＥ を越える

と、アンビエント域の設定温度を 1 'c 上下し、そ

れでもパーソナル空調使用率が上がり続け4 0 %を

越えると、アンピエント域の設定温度をさらに l

℃上下することを 示している。これに よって 、パ

ーソナル空調使用率が上がり続けることがないよ

うにし、タスク系AHU (エアハン ドリングユニ ッ

ト) の装置谷訟を抑えるとともに、アンビエント

系AHUの装山容量も小さくできることになる。

ノぞーソナル空調デスクはコクヨ株式会社との共

同研究によ って 開発を行 ったもので、 今回はこの

うち全空気方式について初介した。冷房時に使用

者の反応をアンケートした結果では評判は上々で

あったが、 i暖房 l時の状況や経年変化を見る必要が

ある。今後の課題として、アンビエント系とタス

ク系の装置容量の配分方法や、万式の選定方法と

いった設計手法の舵立が必要である。

快適性の例人差に対応でき 、自分で調節できる

ことの満足感が符られるパーソナル空調ンステム

の潟要は今後WI してくるも のと 思われる 。

( い ま が わ のぞf む 株式会社7 ジタ技術研究所 )
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. 建材委員会見学会レポート

関西文化学術研究都市見学会

牧 田 穎 治

. 積 水 ハ ウ ス 綜 合 住 宅 研 究 所 - 福寿圏 C H A研究センター 又、大阪都心部よりの地 F鉄の延イql ・リニアエ

キス プ レスの通過問題、大阪、京都、奈良からの

日建設計末木俊H召委只のお世帯{ により、建材委

只会恒例の現場見学会が開催された。

午後 11時30分、近藤センタ ー長の挨拶があり、 自動車交通等イ ンフラ務イiiiJ も含め、大変な事業で

ビデオテ ープを見て後、見学コ ースに従 って見学 ある 。

当日は、前夜からの雨と、寒冷前線の通過によ

って、少々寒か った。

した。延1000坪の建物は、お茶の福寿図が粕魂込 質問等も含め、短時間lではあ ったが、有意義な

めて建築したものであ った。 見学であ った。

近鉄京都線高の原駅から徒歩 15分、シルバ一色

タイルの現代的! 産党のピルであ った。

日本の茶が、栄凶禅師によ って'-1'図から伝えら 全体を通じて研究とは、手でさわり、休で体験

れ今日迄、 Culture(文化) ' Health(健康) ' Amen.  し、納得して: t i lli l ! t 物を開発するという方向に世の

延而秘 1万Pf、総事業m 50億円、積水ハウ ス株

式会社が、住宅産業の進展に l限ける意気込みが感

ぜられる 。

ity  (快適) の創造に果して来た笑級は、誠に大き 中が移 って来たような感じがする 。

なものがあ った。 末尾になりましたが、今回の催しについて、各

歴史的な部門 ・世界の茶( 紅茶やチベ γ ト茶、 社 ・研究所の方々のなみなみならぬご配慮につき

当研究所は、ハイタ ッチ ・リサーチノ マー ク( 興

業種目社の研究所によ って構成されている区間)

内にあり、技術研究部門と納得工房 ( なんでもタ

ッチし納得し体験する苦11門) とレストラン及び会

ロシア茶、イギリス茶等) の昔11門・商品展示コ ー 誌上をお借りして厚くお礼 [1'1し上げます。

ナ一等があり、是非一度機会があ ったら訪れてみ (建材委員 )

たらよいと思うところであ った。

議室の 3 ツの昔111"1から構成されている 。 ・住宅・都市整備公団

企画管理昔11主任遠藤竜治氏の挨拶、日建設計 関西文化学術研究都市整備局

設計官11 猪 子 順 氏 に よ り 、 建 物 の 説I! ! =J がありそ

れぞれの部門を二班に分れて見学した。技術研究 公団広報担当参事 井 殿 保 氏 の 概 安 説 明 を き

音11門では、 三階建の住宅が楽々入る高さ 20メー ト 〈研究敷地は 12のクラスターで成立し、 3300haの
と き 平 成 2年 11 月21 日

ルイ立の空間i をもっ実験場を始め、耐良耐火、耐視、 敷地を持つ、関西学術研究者11市は、関西の学術界、
ところ 関西文化学術研究都市

気流、車両射出度、色彩、昔、光沢、等色々の近代 経済界、文化古|げすの方々の努力により l昭和53年 9 - 積水ハウス綜合住宅研究所

化 された試験機械がイjJ [ i えられていた。見学は約 1 月調査態談会 (座長奥田 東京都大学名脊教授)
- ハイタ ッチ・リサーチパーク

l時間30分位で終' ) 、 川村部長の挨拶て未だハード が新者11市椛恋!を提案されてからに始まり今年迄12
- 福舞子園C HA研究センター

昔11門、ソフト音11門 ( 快適性、住み心地) 共、どん 年を経過し、今 日に至っ ている 。

- 住宅・都市整備公団

なものを彩り入れるか? 研究所の運営をどうす 夫々のクラスターには研究所や、学校キャ ンパ

るのか、は っきり決ま っていないとのことであ っ ス、レーザー研究所やイオン工学セ ンターに至る

た。 迄、様々な施設が確定している 。

関西文化学術研究都市整備局

参 加 19名

積水ハ ウス 総合住宅研究 所 福寿園CHA研究 セ ンター
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日本建築協会

月間の動き

平成 3 年 1 月分

理 事
.0. .  

"J ] ;  

第 3 回常任理事会

23 日 4 時 - 5  P寺 於本会会議室

出 席 者 市川市IJ会長ほか 8 名

議事 ＨＱ Ｉ 定 ｵ 寺評議員会 ｊ ｾ ｦＮｊ lili の件

(2) 平成 3 年度卒業計画 (素案) の件

(3) 平成 3 年度 1 級 ・2 級建築施工包:llli 技術

検定試験準備講 ｾｩ ＾ Ｑ 会の開催にともなう後援

の件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

評議 員

4 企h

A  

技術部門評議員懇談会

17 日 4 時 - 5 時 於本会会議室

出席者摘、! . f ! _村、下笠、下村、名手、 Jt 旺l各

評議只

議事 技術部門選出、評議員候補者 3 1，推せん

の{ 斗

編 集 委 員 会

第10回会員企画小委員会

8 日 6 時 半 - 8  U寺40分 於 本 会 会 議室

tB席者 高 僑 扇IJ 委只長代行ほか 3 名

議事 シリーズものの報告と掲載予定

第10回編集委員会

10 日 4 時 - 6  U寺 於本会会議室

出席者 港特i委員長ほか 4 名

殺事 (1) 2 月号「オフィス ・プレジャー」 ・ 「建

築の風景」特集経過報告

(2) 3 月号「東海支部」 ・ 「きんでι ん」特集

経過報告

(3)4 月号「建築家のための設備知識 商業

施設篇」特集経過報告

(4) 5 月号「今、京都J (仮称) 特集経過報告

(5) 6 月号「建築と土木」特集経過報告

(6) その他の検討 'J J.Jt{

(7) 収支状況報告

第10回作品作風小委員会

10 日 6 時 半 - 8 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 宮下副委員長ほか 4 名

議事 ( 1)披近の掲載状況 ・予定の報告

(2) r新建築調査表」の作品選定

(3) rG all ery J 内容報告及び予定

( 1)  r インテリア」の作品 t!，J .1世について

3 月号執筆者打合会

16 日 4  11寺- 5  U寺半 於本会会議室

tH席者 l族問茂、瀬戸良 H召( 日建設計) 、日似束

治 (安井建築設計事務所) の各氏

第 B 回広報小委員会

16 日 6 11寺半 - 8 時 於本会会議室

出席者 三好日IJ委以長はか 12名

殺事 ( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 第 1分科会からの報告と今後の企画

「建築家のための設備知識ー商業地設ね J I  (3) !:n 2 分科会からの報告と今後の企画

の執筆 |  第11 回若い会員の集 い「関西の祭事」研究会

第 B 回計画系ーインテリア・住宅一分科会 I  16 日 6 時半 - 9 時 於本会会議室

18 日 6 時 半 - 9  U寺半 於本会会議室 |  山席者 大森主在ほか 3 名

出席者 )m藤幹事ほか 6 名 |  議事 ( 1 ) 各担当分野の原稿の制慾

議事 平成 3 年 2 月号「オフィス ・プレジャー」

特集案検討

第自国計画系ー建築一分科会

22 日 6 11寺- 9  U寺 J六本会会議室

出席者 上杉幹事ほか 9 名

議 事 平 成 3 年 5 月号「今、京都J (仮称 ) 特集の検

討

第11 回広告企画小委員会

26 日 4  U寺- 5 1時 半 於 本 会 会 議 室

111m;者 機神委貝長ほか 4 名

談事 (1) 2 月号「オフィスプレジャー」・r J.建築

の風景」特集広告途 rl -'経過報告

(2) 3 月号「東海支部」 ・ 「きんでん」特集

広告経過報告

(3) 4 月号「主主築家のための設1flii 知識- jl官業

(2) 写点等のセレクト

(3) 椛成 ・レイアウトの検討

第 B 回見学会小委員会

17 日 6  U寺- 7 時半 於本会会議室

出席者 南副委只長ほか 6 名

議事 (1)前回事業委員会の報告

(2) 1  - 3 月の見学会について

(3) 今後の見学会の予定について

第 6 団事業委員会

24 日 1  U寺40分 - 3 1侍 於 本 会 会 議 家

出席者 {鴎 F11委只長代行ほか 7 1，

議事 各小委只会からの報告と検討

第 4 回広報第 2 分科会

24 日 6  U寺半- 91侍 骨子本会会議室

出席者 川村 ・桝井岡幹 'J'; ほか 2 名

施設1;1」特集広告経過報告 |  議事 「話題建築を聞く」について

(4) 5 月号「今、京者IIJ ( 仮林 ) 特集広伴経過 | 第 6 回リゾート施設見学分科会

報告

(5) 6 月号 「建築と土木」特集広告経過報告

(6) 平成 3 年度独自特集企閥、その他

(7) 収支状況報告

第 6 回材陣造分科会

29 日 41侍- 5 時 15分 於 本 会 会 議 室

出席者 山崎幹事ほか 3 名

議事( 1) r梢造の頁」の企画

(2) r建築と土木」特集合 同筋の経過報告

(3) r建築と土木」特集構造t . : i の企画

(4) 平成 3 年度挑造分科会委員織成

4 月号設備特集第 3 回編集幹事会

30 日 6 時 - 9 1時 於 本 会 会 議室

tPI 席者 弓崎幸治( Jl 硝11 ) ・日恨束治 (安井 )

・1長岡茂 ( 日建) 各特5 J 1j 幹，]，; ・遠藤幹 ，] ，;

ほか 4 名

議 ＮＩＧ ｝ ｾ (1f 建築家のための訓j知識ー商業施設鈎ー」

特集の原稿検討

(2) r設備の頁」の企幽

事 業 委 員 会

第 B 回若い会員の集い小委員会

8 日 6 時半 - 9 時半 於本会会議室

出席者 宮野副委員長ほか 8 名

議事 (1)前 回事業委員会の報告

(2) r海外建築視察旅行ー イスラムの建築を

訪ねてー」経過報告

(3) r  J京広司氏作品展 ・講演会」経過報告

(4)  r関西の祭事の研究」経過報告

(5) r関西の近代建築を訪 ねて」 、「関西の街

並み ・都市 を訪ねて」経過報告

(6) 新年度以降の企画、その他

25 日 61侍 - 91時半 於本会会議室

出席者 稲仏委員ほか l 名

殺事 「淡 路 ｽ Ｚｊｾ ・ 都 市近郊型 リ ゾートの未来Ｈ仮

fiJ ; ) J  

一講演と見学の集いーについて

第12回若い会員の集 い「海外建築」企画分科会

28 日 6 11寺半 - 8 時 於本会会議室

出席者 ゲスト 松尾俊明氏 ( J T  B 本町支盾 )

{車1i 日革委只ほか 1 名

議事 (1)的岸情勢による旅行 中止の経過報告

(2) 今後の対応について

第 5 固広報第 1 分科会

29 日 6 時 半 - 81時 於本会会議室

出席者 奥村幹事ほか 6 名

議 事 今後の企画について

第 7 回若い会員の集い「新侮困シティ」企画分科会

30 日 711寺- 9 1時 於 本 会 会 議室

出席者 ゲスト 中谷俊治氏 ( アトリエ ・ファ

イ建築研究所)

松F12主査はか 2 名

議事 (1) r建築と 社会J 2 月号会告

(2) 展示ノ マネルの製作

(3) 会場レイアウトの確認

教 育 委 員 会

第 3 回工高生教育小委員会

22 日 5  U寺- 7 11寺 於 本 会 会 議 室

出席者 中野副委員長ほか 8 名

議事 ＨＱＩ次年度 ・ 自 ｾＳＷ 図工高生デザインコンク ー

ルについて

(2) 日本建築協会創立75周年記念事業、そ の

他
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|  建 材 委 員 会

第 7 回 建 材 委 員 会

16 日 3 時 半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席 者 金 井 委 只 長 ほ か 14名

議 事 (1)今 後 の 検 討 建 材

(2) 今 後 の 「 新 建 材 紹 介 コー ナ ー 」 掲 載 予 定

(3) 今 後 の 委 只 会 活 動 に つ い て 各 委 只 よ りの

提案

出 版 委 員 会

第 8 回 出 版 委 員 会

24 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席者 ｾ ｦｬｲｬ 委只長ほか Ｔ 名

議 事 (1)  ( プ ロのノ ウハウ 〉 と特 装 本 の 経 過 報 告

(2) 今 後 の テ ー マ と 執 筆 者 選 定 に つ い て

(3) プ ロの ノ ウ ハ ウ 講 座 シ リ ー ズ に つ い て

建 築 ク ラ ブ

新 年 宴 会

8 日 6  s寺- 7 時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル 31滑

出席者 62名

話題建築を聞く

ク リ ス タ ル タ ワ 一 本 多 友 常 氏 に 聞 く

30 日 2 1時- 4 時 半 於 本 会 会 議室

参加 者 37名

G A L L E R Y . MA講演ビデオ映写会

24 日 6 時 半 - 8  s寺25分 於 本 会 会 議 室

(1)同 紙 flll rか た ち の 奇 跡一 高 絞fl llの 鐙 築」

(2) 竹 山 jlq 「不 連 続 都 市 、 竹 山車と や附nたち 」

参加 者 35名

1 月 の 入 会 者 (批判峨 )

〔団体会貝 l 社 〕

(附 ミル γ ク ス 大 阪 支 庖

〔個人会只 15名 〕

大 江 正 直 喜 多 由 紀 子

( j ! I j 尾家. u工芸社 )

布li本 J日( J

( 銭高組)

岩 脇 伸 行

(m境挫築計画 )

ミ置 泰久

(:疋光組)

i直上 英字p

岨上一組担星 I: M判例)

〔準 会 員 3 名 〕

三 上 不二 夫

( 銭高m)

坂上 治

( 紀州工房 )

津 本 ー 紘

;j!J，ド櫨事設計事聾所)

富 井 芳J1i'l

( 符列車11)

上 回 答 子 松 岡 直 子

(大阪工業大' 下) (大阪工業大学)

- 会員の言卜報

〔個 人会員〕

水畑 1' 1知子

( 術水ハウス)

岩僑 童文

(岩橋設計)

杉 本 康 行

杉本ー損控塞" 計事膏所1

縞 谷 宜 昌

(偏在一級建築事務所)

鮎 川 一哉

( 7 ジタ)

山 村 美朝

( 大阪工業大学)

嶋 本 恒 雄 ( 61歳 ) 平 成 2 年 12月24 日死亡

長 谷 部利夫 ( 68歳 ) 平成 3 年 3 月 10 日死亡

120  

ｉ｛ｾ ｊ｡Ｂ Ｎｬｾｾ ｭｉ Ｎ｛Ｎｬｾ ｛＠ お知らせ|

「日本インテリアクリエイター交

流協会」設立を目指して

イ ン テ リ ア コ ー デ ィネ イターなどのクリ エ イタ

ー と 企 業 が 有 機 的 に 融 合 し 、 こ れ ま で の 枠 を 超 え

て ホ 新 た な イ ン テ リ ア ワ ー ル ド η の 創 造 を 目 指 す

「日 本 イ ン テ リ ア ク リ エ イ タ ー 交 流 協 会」 の設 立

司1，備 が 大 阪 で す す め ら れ て い る 。

小 泉 産 業 、' 市銀商 ')C、エー ・ビー ・シー開発、

大 阪 木 材 工 芸 の 4 社 を 発 起 人 に 、 異 業 種12社 と ク

リエイター 12人による 「日本イ ンテリアタリエイ

ター交流協会( ;凪私.j IC X )j 運 営 準 備 委 員 会 を 発 足

させ 、 Ｔ 月には記念 ｹ ン ポジウムの 開 ｈ ｾ を盛り込

む な ど 、 設立に 向 けてがi 発 な 動 き を 見 せ て い る 。

r]I C X運 営 準備 委 長 会」 は 下 記 委 員 で構 成 。

発 起 人 小 泉産業側、 Ｑ ｾ［ ｾ Ａｴ ｩ ｬｊｪ ，)' ; ( 側、エー ・ビー ・

y ー開発( 附、 大 阪 木 村 工 芸(附

企 業 { 主江織物側 、( 附ス チール、アーバンライ

フ( 州、 大 阪 ガ ス 住 宅設備側 、立川プライ

ン ド工業側 、日本版硝{ - (附、(附 j う村 工 務

付、 ( 附きんでん 、 住 友 信 託 銀 行 側、三 菱

商 事 Ｈ 附 〈 干定 〉シャー プＨ側、 ｉｾ ｊ 版印刷 Ｈ附

ｦ ｛ ｾ Ｑ＠ 人 吉羽敏郎、宇山崎光代、 川端 紀 子 、後藤

み ね 子 、 式 旺l 先、 刊 紙 忠子 、塚口氏佐子、

i河村 美 由 紀、 '11川 百 代 、勝井 智 之、 宮 後

治 、山 本 燕

記念シンポジウム「情報とコミュニケーション 」

は 下 記 の と お り 開 催 さ れ る 。

日 時 1991年 4 月10 日(村 P M 1  :  0 0 - 4  :  00 

会 場 フェステ ィパル ・リ サ イ タ ル ホ ー ル

( 大 阪 市 北 区 中之 ぬ 2- 3-18)

定 員 5001'，

入 場 料 1000円 ( 当 日受付 )

ゲスト 若 林 広 幸 氏 ( 往 築 家 )

西 |珂たかし氏 ( ミュージンヤン) ほ か

※ シ ン ポ ジウ ム 終 了 後 、 ゲ ス ト を ま じ え

た 交 流 会 を 予 定。

申込 先 F A Xに て 、住 所 、 氏 名 、職 業 、性 別 、年

申告、会 社 名 、役職、¥I l 話番号、整理券返送先

F A X番号を記入の上、 F A X で 下 記 宛。

]I C X推 進 本 部 F A X06- 455- 8602 

T E L06- 455- 860 1  

平 成5年のアーキテクチュア・

フェアKOBE構 想

神 戸 市 は 、 平 成 5 年 夏 ご ろ 、 1 - 2 カ 月間に、

建 築 を め ぐ る 市 民 の お 祭 り 「ア ー キ テ ク チ ュ ア ・

フェア KOBEj を 開 催 す る 基 本構 想 を発表した 。

テー 7 建 築 のH下日 ・今日 ・明 日 の体 験と 、「国際

!青(王者11市 ・事11戸 」 をめざして

特 色 本物の建築をよ非行に、市民参加 で 運 営 ・

笑 施 す る 。主主築 や ま ち を つ く る プ ロセス

に 光 を 当 て る 。 北 野 ~ 三 宮 - [日居 留地 ~

元 町 ・栄 町 を中心 ゾ ー ン と し 、建 築 物 を

公 開 し 、 講 演 会 、 展 示 会 な ど を 催 し 、 建

築 の コ ン ペ 、 有 名 建 築 家 の 作 品 展 、 ま ち

づくりフォーラムなどを行う。

ステッブロ方式て、学ぶ C A Dスク

ール、 4月からスタート

企 画 か ら 法 本 設 計 、 実 施 設 計 に 至 る 業 務 を ハ ソ

コンだけをツールに4子い、コンビュータを{ 皮 っ て

ファシ リテ ィマネジメントなども干「 っ ている (附ノ〈

ス大 阪 支 社 が 、 そ の 業 務 を 通 じ て 誓 約 し た コ ンビ

ュータ平1)用 技 術 を C A Dの 操 作 別 に テ キ ス ト に ま

とめ、 P C  - 9801  A 21を20台取り揃えて、 4 Hに 、

C A Dスクールを |井l校させる 。

これはステ y プ学 習 方 式 を 採 用 し 、各 ス テ γ プ

ごとに‘ F均70Uほどの上記テキストを使い、 1 か

ら12のステ y プ を修得していくが、 D R A- C A Dを

す で に 使 って い る 人 は 、 ど の ス テ y プ か ら で も ス

タートできる 。 同 社 大 阪 支 社 と 同 じ 建 物 件l で，講座

が聞かれる の で、 最 新 機 器 の 使 用 も 可 能 で あ る 。

必座はAMIO ・ 00- PM4 :  30 ( 月DM- 木自M日) に

各ステ ップ をリンクさせて開かれるので、 4 J l 以

降の予定および受講巾し込みは、パス大阪支社( 大

阪市西区南駒l iC 1  - 11- 21  T  E  L06- 54ト4198)

へ 問 い 合 わ せ られた L 、。 12ステ y プの講座内容は、

f 記のとおり 。

ST E PI- I  ＢＷウえになれる ＭＩ，ｾ本コ Ｗ ンドを ＡＡｬＺ って 附Ｇｩ自 主・

，i: 1M 1:<1のトレース 、さらに 干1M図のトレース

ST EPト2 令コマンドを覚える ー 全コマンドをＡ，ｾ って Ｑ ＮＩ 己

ｬ 刈 Ｑｍ を Ｎｉ ｉ ｾ き ｬ ニげる

ST EP2-1 耐 ｾＭｓ ｔｅｐ ｉＭ ｉ の Ｂ Ｑ Ｇ ＱＨＱＱ 図 を 、閃形制ｾ コマノド

を使い、修正および変形する

ST E P2-2 ｾ閃のＯウノ、ゥ Ｍ ｓｔｅｐ ト ｬ の図 ｉ 師にＮデータベ

一えから取り出した図而を合成

ST EP3- 1  II¥)J - ST EPI-I 町立 If i I 図にハ y チングと ‘ ニi L

の:J¥}J フィルムレコーダによるスライド化

ST EP3-2 11¥ 1) チ奇ートの作成ー出力マニュアルの作成

S TEP4-1 C  A  Dによる文章の作り} i - C A Dをワーフロ

ｉｾ わリに ｉ ＡｬＺいＮ文章と図而 ｩ を合成

ST EP4-2 7 レゼノテーンヨンープレゼンテ- ' " ヨノのぷ

材作成 スライド‘ C A Dのコ 7 ，与リ、大きい

凶 1Mの作成の"I". ｾＧ吋

ST EP4-3 ｦ ＩＡｾＢ ＱＱ 二 Ｑ ，Ａｴ Ｍｓ ｔｅｐ ＱＭｬ で 作成 し た図的iをlJ( mJ し切

リ放して限引を作成

ST EP5- 1  データ的核尽! ーデ- 7の柄刊 のt"埋の!J: Ii 

ST EP5-2 データの ｊｉｈｉｊ ｉｬｊＭ企画 設 ， 司、Ｉ，ｾ本 ｅ 没 Ｎ ＱＱ 、Ｇ土地Ｎ没

，， 1などに 1正うデータベースの構接的!J : Jj 

ST EP(i - 1  A  R  MのH¥) ) モンタージュ巧氏、カラーノ、一

ドコピ一、スライド作成

ST EP6-2  D  R  A - C  A  DとA R Mのデータ交換 DR Aー

C A D 2で簡単な地図入力を し、敷地の!!l:ぃ Jj

を検，J.t デ- 7は A R Mにコ ノパート

ST EP6-3 A  R  Mの:BI) モンタージュ写真. カラーハー

ドコピー. スライド作成

ST EP7-1 か両設計時的 ｃａｄ Ｍ ｂｾｾＮｪ 亜日影のプログラ

ムの ｉ ＡｬＺい ｽｊ の修件 、日 ｾｾｊ 十 ＱＱ 結米 ーの ｈｕｊ

ST EP7-2  企州設計時の C A Dーワープロで作成 した条件

をC A Dへ移す。検索、 ソ- r . JI<，Jrな ど

ST EP7-3  合IlI ij;(立，Hs与の C A Dーオイえの企阿111データベ

ースを I!l:い 10純町iほどの企画平f Hj ・立J(lj 作成

ST E P7-4 Il': J巾I設.11 時のC A Dによる分析ーオ7 ィス レ

イアウトの作成。これの i師摘測定と "干l画

ST E P8-1 ～ ｾ本芯 ｊ 十一 ｄｒａＭ ｃａ ｄ を ｩ 止 って 遊維 ｾＱＧＱＱ プ

ログラムを学科

ST EP8-2  Ｉ，ｾＭＱ＼ 設 計 一 図而密度、図面的必号化、洋細 ＱＧ＼Ｑ の

11 成、 l l iH作成、通リ芯花号、サ y シュ ;別1・j 閃

STEP9- 1  実施 ｊｊ ｴｊ 十 一 特 ｊ 己仕線、 Ａ ｾ、主ｉＡ具表、主 ｉｉ 共集 Ｎ Ｑ ｴ 、キ

ープラン 、C A Dによる図而レイアウト とJ<JJL

T E P9-2  実施設.Hー図l師作成のスケジュールを管理

STEPIO-l C  A  Dマネージャー- R A Mディスク 、キペァ

ｹ ュディスク 、 ハードディスクの ｾｾ知 識と、

7 ァイ J レ管思!

ST E Pl l- l  設計 事務所のOA 化ーIr，U面管座、総理、総務の

情報を L A Nにより 一元管理する Ji 法 o Ｇ Ｑ ｬｬＮ Ｑ ｾ 品、

F A X とパソコンの接絞め仕方

S TEPI 2-1 総合学l " I - 1刈而合成や A R Mをf!l: い(主' 記を初日年

/:11で設計し、図面を作成

• 
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フランク・ロイド・ライト回顧展

一講演「ライトが今、私達に問いかけること」

近代建築の三大巨匠の一人に数えられるアメリ

カの建築家， フランク ・ロイド ・ライトの全貌を

紹介する日本で初めての大規模な回顧展を開催す

る。

フランク ・ロイド ・ライトの名前は . 日本では

大正時代に日比谷に建てられた旧帝国ホテルの設

計者として広〈知られている 。 ライトは ， アメ リ

カを中心に生涯に 800余点にのぼる膨大な数の建

築設計と建築物を残した 。 しかしライトの全体像

が広〈理解されているわけではない 。今回の展 l覧

会では ， ライトという名のみが先行して実作を見

る機会がほとんどなか ったこの建築家の業績を，

ドローイング、設計図面， f . 及型，ステンド ・グラ

ス、家具，食器など約 200点によ って紹介し ，今

日の建築や都市の情 ii l . に新しい示唆と刺激を与え

ようとするものだ。

・京都会場

日 時 1991年 4 月 2 日(刈- 5 月 6 日(月)

9:30- 17:00 ( 入館は 16:30まで)

(  Ｔ 月 Ｕ 日より毎週金 ｈｬｾ 日は ＲＰ 時まで開館 Ｉ

休館日 月曜日 ( ただし ， 4 月29 日および 5 月 6

日は開館)

会 場 京都国立近代美術館 ( 岡崎公園内 T E L

075- 761- 4111 )  

観 覧 料 一 般 1，000円

高校生 ・大学生 700円

・ 記念講演会

日 時 1991年 4 月13日U:l 14:00-

会 場 京都国立近代美判iifi ii

前払 ￬ｾｬ＠ r建築の持続性と社会性ー ライトが今，私

景観シンポジウム 建築家・歌一洋の世界

一京都のグランドスケープを考える 一個展「夢・祈り・宇宙」

いま京都では、近年の急激な地価高騰という新 日 時 1991年 4 月 1 日( 月) - 4 月13 日出

たな状況下で、京都駅改築計画、都心部町家街区 場 所 大 阪 市 中 央 区 本 町 エ ス パス446

および美観地区内における高層ビル化など、歴史 (T E L  06- 245- 0446)  

的者11市景観が急速な変化に直面している 。近畿支 企 画 1 ft団 r31ピッ ト」

音11環境保全部会では、これまでの都市長観保全の 問合せ T E L 06-877- 1033 担当 ・石 川

活動をふまえて、都市計画と関連しつつ歴史都市 入場料ｾ料

達に問いかけること 」

講 師 香山寿夫 ( 東京大学教授 )

入場料 入館者は無料 ( 先清順 )

. 横浜会場

京都の最観デザインのあるべき方向を考えるとい 内 容 歌 一 洋 の 内 的世 界を表現している造型物

うテー? で、シンポジウムを開催する 。基調講演 を中心に、作品 の模型 ・ドローイング ・

には、最近、新聞紙上で「古都保存協力法案」を レリーフ ・写真などを展示。

日 時 1991年 5 月21日ω - 6 月23 日(11)

10:00- 18:00 ( 入館は 17 :30まで)

休館日 毎週木曜日

会 場 横 浜 美 術 館 ( 横浜市西区緑町 1 - 4  

T E L  045- 221-0300)  

観覧料 フランク ・ロイド・ライト回顧展のみ

一般 800円

高 校 生 大 学 生 500円

・ 北九州会場

ltI l  B  1991年 7 月 5 日- 7 月28 日

会 場 北 九州市立美術自官

主 催 日本建築学会 ・京都国立近代美術館・横

浜美術館・毎日新聞社

後 媛 外務省/ 建設省/ 文化庁/ アメリカ大使

館/ 新日本建築家協会/ 日本建築連合会

/ 日本建築士事務所協会連合会/ 日本建

提 言 されている評論家加膝周 一 氏を招く 。

主 催 日本建築学会近畿支部環境保全部会

日 時 4 月24 日(7);) 18:  30- 21  :00 

会 場 京都会館会議場 ( 京都市左京区岡崎公園

内)

. プログラム

第 1 昔日 基調講演 18:30- 19 :  10 

力f I 藤周一 ( 評論家 )

第 2 音11 シンポジウム‘ 京都のグランド ・スケー

プを考える 19:20- 21  :00 

コーディネーター

大西図太郎( 京都芸術短期大学教授 ・最

観計i i ! TI)

パネラー

出江 究 ( 出江究建築事務所所長 ・建 築

デザイン )

永守重信 ( 日本電産株式会社代表取締役)

築協会 三村浩史 ( 京都大学教授 ・都市計画 )

特 別 協 賛 ジ ョ ン ソ ン 社/ 日本スチールケース 山崎正史( 京都大学助手 ・都市景観論 )

協 賛 清水建設/ 大成建設/ 東急建設 (50音順 )

協 力 ワ シ ン ト ン 国 際 間5事IJ センター/ 日本航空 定 員 200名 参加賀 無 料

歌一洋氏の造形作品
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正統の徒 シーザー・ぺリ・アンド・アソシェイツの建 築

年が改ま り、シーザー ・ペ リ ・アンド アソン "A l most  yes その正統たる 作風。前述した三

エ イツ( * 1  ) で留学生 活を始めて l 年以上が経過 角形の瓜点から 11寺代の村自nをl吸収し白家薬i 'm中の

したこととな った。 その問、 米英 2 本のスカイス ものとした 上 でさらに 止坊された 故終If3に導いて

クレーパー ( * 2 ) のチームに籍を置 いた。 そして いく手腕。 そのカ リス7 性。依頼主の信頼を 一身

今は 、何の因果か留学テー 7 である 「高層建築を に集め、懐疑的な所長も瞬時に! 以らせてしまう説

中心 とす る複合大型プ ロジェク トの設計手法」修 得力 。その年 i始。 1926年生まれ。一世代上の大家

得の為、 正 にそれを絵 lこ拙いた様な仕事をしてい 達 が引退もしくは 引退もどきの現状。但し 、野心

る。未だ公表の機は熟さないが 、日 本のプ ロジェ

クトて' ある 。

一昨年のほぼ同時期、勤務する大組織の 中に於

て今 日ある位置を確立するために、 忙中夜を徹し

て書き 上げたその小論文のことを思い出す。 その

中でシーザー ( * 3  ) のことを以下の様に仮説、論

述した 。

の方は拍子抜けするほど少ない僚子だ った。

いささか感傷的な一項を11;¥1人的に 1mえ結語の代

わりとしたい 。

日〈、. シーザーは紳士であるワ

Abs olutely  yes . シーザーも、 パー トナーで 'I.i.

務所の屋台骨をそ の紛l身一身に背負うフレ y ド(*

4  ) も、紳士とは彼等の為にある 言葉だとも忠わ

!! nち、第一に、現在の建築界は歴史主義 、技術 せるほとの紳士振り 。 その為か、彼等の作品は余

至上主義 、脱構築主義を国点とする三角形状の椛 りに紳士的過ぎると の詞l 佃i さえ H寺に受けるほどで

図内に描かれる 。第二に、ンーザーはその何れも ある 。 しかし 、紳士的て1 ・い ( 7 ) 造形もデザイ

から距離を取りつつ、その何れもからそれらの精 ンの過42に於て何度も 試みられた 上 てゴ位終的に淘

髄を汲み取りつつ 、なおそれらの中心に坐し続け 汰されていると 言 う現実をここに伝えたい 。東海

ている正統な建築家である 。第三に 、今後の多機 岸の大家はやはり紳士的な決断しか下さないの で

性と国際化の時代において日本の大設計組織が世 ある 。

界の建築界に伍して行〈為には、 y ーザー ・ペリ この報告がt J t に出る頃には、長い様て'鋭か った

・アンド ・アソシエイツの様 な設計事務所からそ 留学生活が終わりを迎えようとしている筈だ。そ

の手法を実践的に修得するのが肝要ではないか。 の間 l立、米国建築界の良き而、悲しき而を食似1 < ' (

以米、過に数度はシーザーと /Ul を会わす環境の 味に味わ った時期lであり、何よりも数々の{J lf修旅

中で、当時の考察が誤りでなか ったとの思いを今 行を重ねながらも- 1 ' t してシーザー ・ペ リ ・アン

新たにしている 。思 えはこの 1年間は、それ迄ン ド・アソンエイツ の中に屑続けた H寺JYI だ った。最

ーザーに対し冠せられた定義付けの数々を 検証す 後に彼等の新作をぬ・|返し ( * 5 . 6 . 7  ) 深い謝怠

る日々でもあ った。 に代えたく 思 う。 そして、 l 年 IHl の論考ーの過紅を

日〈、" シーザーはプラ 1"" 7 テイストである? ・ 発表する機会を与えて下さ った社同法人 日本位築

A l most  yes . シーザーは依頼主のプ ログラム 協会に改めて感謝したい 。 ( j 訟終凪)

をとても大切にする 。 自らのデザインの為にそれ ( 湾問学/ 竹"1' 工務庖設計部 )

らを 無視 した りI曲解 した りす るこ とは決してしな

い 。 喜 ｾ ｾの 内 容や変 更 には 極 めて柔 軟 に 対応 する 。

デシジ ョンの際、施工性や工費のことを 充分 l吟味

する 。 そして 、色彩及び素材!惑が忠実に表現 され

た模型を 通 じてし か判断 しな い。但 し、 セオリ ス

トと呼 ばれ る人 と々 比べ る と表出の機会 こそ 少 な

いが 、それ ら実践的手法の背後には 相 当の論理[! の

蓄積が垣間見ら れた。

日〈、“ ンーザー は表層の魔術師i である γ '

"A l mos t  yes . シーザーは何 よ りも建物の見え

方に 細心の注意を払う 。その為、プロジェクトの

始動H寺に 必ずコンテクストモデルを 作 らせる 。 フ

ァサードの比例及びそれらを 構成する 細部には、

伝統的 な素材 であれ 、近代的な素材であれ 、極め

て強い執着を示す。その為 、デザインの途 七で各

スケールによるウオールモ ックア ップが無数に作

られる 。但し 、それらはポストモダン的皮相のデ

ザ イン集積ではなく 、あくまでモダンの領域を魅

力的に拡附する ‘ 表層" の為の累積であった 。

日〈 、“ シーザ は次代の巨匠である? .• 

122 住築と社会/ 1991年 3月号

*  1  CE S AR  PELLI  &  AS S OCIAT ES.  N E W HAVE N.  

C ONNE C TIC UT  

*  2  MIGLl N.B EITL E R T OWE R  "S I<Y  NE E DL E ".  

CHI CAGO.  IL Ll N OIS  C A NA R Y  W HA RF  

"DS.5".  L ONDON.  UI< 

米英の12UL後i且によ りJ)Lイ下 1II，j プロジェ クト 共 '"1"附i

している 。

*  3  CE S AR  P ELLI .  F AIA.  1926 

* 4  F RE D W.  C L A RI<E  lll .  A IA.  1947  

*  5  181  WE ST  MA DJSON.  CHJCAGO.  JL Ll N OJS  
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空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

db25朝日3 : 業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1 - 25- 7  電話(3434 )6171( 大代 )

大阪支社 大阪市淀川区加ぬ 1 - 58- 59 電話 ( 302)2271( 代)

支 広 北 海 道 ・東 北 ・名 古 屋 ・中 国 . j L 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・脱 阿 ・横 浜 ・静 岡 ・京高11 ・神 戸

電 気 ・空 調 ・ 衛生 ・ 防災 ・ 産 業廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: . . . 械式会社

本 居 大 臣 本 社 干650 大阪市西区江戸端 1丁目 9時 25号 電青山 06)44 1-8231

東 京 本 社 干 102 車 京 都 千 代 田 区 宮 上 見2丁目 15帯 10号 mlll;(03)3261-8231

支 社 名 古 島 偏 岡

宝 庫 札 帆 仙 台 新 両 大 ; ; ; . T-)臨 備 浜 金 沢 京 師 仲 J i . R . 開 ・ 岡 山 ー

広 品 開 松 熊 本

営 量 所 帯 広 函 館 背 轟 ・ 杭 悶 盛 岡 前 橋 任 野 師 附 t : ! 11I .  ;1' .  i3山

福 井 笹 山 松 山 ー高知i 北 九 州 鹿 児 品 ・ 醐 斬

出 張 所 地 川 編 品 川 崎 ・ 松白 徳 尚 下 附 民 崎 k 分 ・山 崎

海外宝庫 ンンガポ ル ホ ンコン

妓 荷 研 究 所 干354 埼玉 県 入11111111三 Yj 町 大 学 北 水 井390番 地 電臥 (0492)58 1511 

空 気 調和1設 備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

給封l 水 設 備 1 1冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 j苫長

白 谷 清 二

三 回村 嘉也

大阪支庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06( 202)3071( 代表 )

本 庖 東京都千代田区有楽町1-4-1 電話03(3502)6Il i (大代)

支 庖 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸 ・四国

空 気 調 和設 備 i

衛 生 設 備 設 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 業 株 式 奮 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 栂 III T 3 爵 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1  ((¥j 

本 社 !反応1 i 1 I 中央区日本椛蝋殻III T 2  - 2 2 電話 ( 3667 )3431  ( 大代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 - 札 帆 - 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 償 浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

樟式会社 三 晃 空 調

本 社 大阪市中央区域見2丁目 l番61号ツイン21MID1ワ- 111話 06- 949- 1371

東京本庖東京都新宿区西新宿 新宿住友ピノレ i1i話 03 - 3344- 1911

大阪本応大阪市北区西天満 4 丁目 6 番 18号 包 括 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 青 葉 区 大 町 2 丁目 2 番 10号 電 話022- 261- 3002

名古屋市中村区名駅南 2丁目 14番19号 電 話052- 581- 8571

広品市中区紙屋町 1 丁目 2 番 22 号 電 話082- 247 - 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番 22 号 電 話092 - 761- 3795 

営 業 所 札 幌 ・横浜 ・京都 ・神戸 田松江

出 張 所 背 森 ー秋田 盛岡 ・大宮 ・千葉 ・川崎 ・富山 ・筒井 ・和歌山 ・

鳥取 ー岡山 高松 ・下関 ・熊本 ー鹿児島 ・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 車 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 蹴 へ 繍 で 挑 む一 一一

守 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号(オートセンターピル 1 . 2階)

郵便番号542 ' ; U: 話大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  代 表

ノンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京支 l苫 東京都文京区小石111 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1代表

商昂は宇気ですo ¥! r-
掴 掴 熱と空気の工ンジ二 ? 一 一

〉ー〈ノ忍 思
・宮

空 気 調 和

給 排 水衛 生 e  
搬 送 機 設 備

設 計 施 工

人に優 しい環境づ くり

第一工擬撒式怠祉

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 凶 天 満 3 丁目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス指 定 工事 会社・ 大 阪 ガ ス住 設 機 器 特約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11-12 ';u: 06- 313ー1846

大阪営業所

枚方営業所 枚方市甲斐回東町T 9  - 3  '，U: 0720- 4 9 - 2128 

「備制踊惜ｾ ヲ 句 気 調 和 設 fFm

日 一 設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 訳 備

東 洋 熊 工 舗 陣 織 式 会 経 大 隊 . J a

大 阪 市 西 11<: 靭本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京楠 2 丁目 9 T  E  L  ( 3526)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 稲 Iml

給 ・排 水 ・衛 生 ・防 災 ・空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 営 業 所 福 岡 ・京都 ・神 戸 ・天理 ・川西

⑧機運描株式会誼

代表取締役社長 依 藤 孝 行

干534 大阪市有111芯区中野町2丁目 10容 11号 T EL ( 06)351- 5428(fり

F A X( 06)351- 5299  

12 3  
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3舎町震H嗣 S

⑨日本管工業株式会社

設計並施工

- ・E ・・E ・-・・・ 4 司: i : Ut : 1

唱 F電・ー....

③時掛王訴さ持

京r，s r有 1軒|互 [IG 九 条 位 回 出T 2  0 番 地 の l

ｩ ｬｌｾￍ￭ Ｈ Ｖ Ｘ Ｑ Ｉ＠ 5 1 0 1 - 5  ・f主lill ι宇用 ( 691 ) 1045 

大阪市北区天満 1- 5- 20 ilL，i，f j  ( 06)352- 3501聞

は di si 主11f T 2 ー 1 1 1 屯J川0592)26- 361側り

四日 d1 di 凶 末 広 田T ilLJ8( 0593)53ー 7431(内

大i I! rli' l' 央 2 丁目 4-28 '，lL訴 ( 0775)22 - 9738({ ¥j 

本社車京都支庖

大 阪 支 盾

三 重 支 后

四日市営機 所

滋 賀 営 業 所

e  

社

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311 )1I 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092 ( 771 ) 6 1 6 8  

ム
一
品

設 計 施 工

士

式

_'1'_ 

H  

⑤ 

気 株

本山代 表 取 締 役

電 気 設 備

電陽朝

む

に

を

/

切

来

卜

大

未

イ

を

る

エ

境

あ

り

環

夢

く

然'目

〈ユ

や

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

横 田 幸

言I
I . J  

r 司E。
専務取締役支社長

大阪市 中央 区 i13関紙 4 丁目 3帯7
J

'7 ｾｵＮ話大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲ ＵＭ 9 番

本 社 点 J託行11 千 代 111 I互 凶 仲 間 l 丁目 4 番 5 号

支 社 ｾｴ 彬巡 ・ 東北 ・ 丸 ノ 内 ・ 新宿 ・神 奈 川 ・ 東関東中部 ・ 九州

キ土本

后支

営 業 所

電気設備・青十装制御股備・空鯛設備・ク リーン ルーム設備 ・プラン ト段備

総排水衛生般備・エネルギー集中監視シ ステム 設計施工

三 宝 電 機 織 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀

&  

誠実と技術でお応えする

。 住 友 電 設 株 式会社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

事 在 干5司式飯市縦翌荻盟12-6- 8沼ピ1ω TEL 由(3倒)1471. FAX 侃臼&1) 問3

車京亙在利回東京極曙包覇12-16( ニュー輔掴ピjレ) TEL03( お倒)0131.FAX 閃(5似)0お8

名i 5I I 宣活干461 名古車市北区童耳目ー11- 14 TEL限( 釧 )5131・FAX限( 剖4)7日5

神戸支 ｅ 干ＶＡｩＧ掬戸市 量 ｅ 岩盤将司 Ｑ ＭＲｾ Ｈ 工ピスピ ｊ レＩ TELO/8(側 )5571.FAXO用(871) 6261

層研究所有! I ) 式飯府頼宣三宝町七:T3国 TE L0n2(2J ) 8408. FAX0n2(2J) 1似

- フラ ン ト工.

. 情縄システム工.

"fiO" ンステム工事

C A T Vンステム工・

喜ゆアンテナ31工.

. 蛤備工・

ビJレ電気回備工.

工，. .電気W備工.

同市電気IG・工・

11  ｾ 工 ・

. 電力工・

賓室1 i N縄 工・

' "歪>!""l i l!l 工・

ｭ 甲 遜 ｾＷ［｛ＱＡｉ 工 ・

宮 聾 橿 目

白針。鎗工。監ま重

?<' 由 工 .

Ａ ｾ＠ 1" "'1 1Il : t工 ・

円 併 合 管 工 夢

。防絡WI O備工・

Board &Sl ate 

業

J  

Standard 

タイル工事施工

⑩ 認 川 岸 窯 業 商 唐

⑤ 550 大阪市内区間本町TI - 13- 33

電 話 大 阪 06( 532)代0461 ⑮ 550

天 鹿 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ土本

情 報 処 理 ・ 電 算 写 植 組 版

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

ft06旧活 ) 1111代

f tOO92  (26)4371 

g 悌 68 (28)4377 

干545 大阪市阿倍野区阪南町7 5-30 

干892 鹿児島市名山田T4 7 三宝ビル

干708 ;章 山 市 福 田 1 3  7  2  - 1  

本 社

日本写値センタ ー

津山写値センター

ぁ : 干

勺 - - - r 叩

ゅ二_ !s 

z  _ 一 阪 フ

毛門事 ア
・I ，[i! ft ' J  

f艮ζ ーi量 7

工 且 区 ス

京証 書五五

の 唱司、 主 六 六

11式E77

首会話自

社 三一五

E  号 六 四

天理営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 含 昆 =  
代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 内 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 玄ビル 5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代 )

東 京 都 中 央 区 日本紙- A t : 場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

i界 . YIl. J+ I ・ 泉 市 i.滋 賀

124 



Master BUl l ders Techrol ogi es 

'"モ.1" I J  ::;l. ｾ勾酒量制Ｆ事常重量 ｾＮｦ

日 曹 マ ス ヲーピJl ヲ二文揖式会員

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 TEL03- 3582- 8813  

大阪支唐 大阪市中央区北浜3-2← 23(信量ピル) T  E  L06-202-3294 

Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ::: ア)(株)i Ii ! ]: J : J ! ] C:2 

場

一

ニ

エ

第

第

。 ＮＮ￞Ｑ｟｜｜ＯｾＭ 勝代の断熱用シｾ人
』多づJペ ＮＮＮＮｊｾ み

目0/'.' イナ11ーシート P

目豆電線株式曾祉制問 干畑区制約 Ｒ 丁 目 ＱＮ Ｒ ｾ Ｈ 干佃ビ ルＩ

営 業 種 目

・防 水 工 事 役布| 切水 ・シー ト防水 ・モノレタノレ防 水

・樹 脂 注 入 接着 工 法 各組樹 Ｑｭ 注入後， ｮｍ￬ 修 工 ・ ｊｾ

・亀 裂 補 修 工 事 各 般 樹 脂 注 入 ・充 嘆 ・コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ・チオコ ー ル ・ウレタン ・ア タ リ ル

・吹 付 工 事 アクリノレ ・リシン . ij ljt 性タイノレ ・そ の 他

。 建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事許 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

く〉 日本 シー リン グ工 事 業協 会 4 員

大阪市北区末11.:1lf[ 3  - 21  f.j 、持:z:::. ＢｊＺｪ舟・ ｾｉ ＺｲｲＺ

ｬｬｾ 和地 所ｉ＼ ｊ￦ｲ ピル ＲＰＱ S  ¥噌ヨ ， .... τ守・・yコ嵐ご ...τ コ'4.1 1 1

T E L 0 6( 315)  0 7 0  1  司 .  - ｾマ・Ｍ，Ｎ世 ｆ 司・ ｶ ・

• 

ー

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＮＮｮ Ｎ，ｾヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ ＮＮＰ 守 Ｓ ー子 ｉＮｊ Ｇｊｾ Ｈ生設 ､ｩ 号ｾＩ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ. . OES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. . 011000( 製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京 都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

4 会、

Z 玄式株業産

同 士 市

方言Z浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

/ 本 社

阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

コト --
ネ土

A

Q

玄式株

TEL  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  

12 5  

A

Q

玄式業産

TEL  

式

社

2 5 2 - 6 0 0 0  

樵

..0. 

ｾ＠

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL  点京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

産物洋光

( 0  6 )  T E L 大阪



奥 Lよ 莱 桃 子 吉山化工…一 ｾｦｩ
本 社 東 京都中央区銀座8- 4- 9 奥山ピル T EL 03(57J ) 27031ft1 F AX03 (571 ) 0264 

テトカッバー防水層
大阪事務所 TEL06(391) 1081 - 2FAX 06(395)2109 名古屋出張所 TEL052(811)3660

4量;兵宮纂所 TELO時 (320)4832 FAX045(320)4165 埋 木 出 張 所τEL0462(2  1  )  1  161 FAX0462 (23)  1  341 

カ ッ パ ー 防 水 帯 コーパータイ争オクロン防柑 I

資料をご111>1<下さい。

埼玉宮秦所 TEL048(714)2845 玉 城 出 彊 所 TEL0292(28)田 市 内X0292(28)  2614 

新しい時代の、新しし、扉をひらきたい。

ー唱・F ー

---

Ｍ・・ｾ .. 圃，

・‘ .. 
・・・F

-・園 Shutter 

東洋シャッター株式会社

本 ヰ土 干 540 大 阪市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ビ ル )

T E し ( 06)  9 4 3  - 6 5 7 1  ( イて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 11 I J I  

ロ

岡田

レヲ! 乱暴9J l

長 尺 物 色 彩 豊

曹司

I ZI  
責 任 施 エ

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

i皮板規格 S小i皮 ・S大 波 ・Vi 皮・ボ ック ス波 .wジャンポi皮 ・V デ y キ

SVジャンボ波 ・ボルトレスルーフ BL' 其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・省樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパー・エキゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材 ) O. G. K. ※カタログをご ￮ｪ ｾ 求下さい 。

盛市I J I レヲ Jl :J. 9J l 製造掠式会祖

干 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6  電 話 大 |坂 ( 06) 4 12- 5131(:内

大阪 ・九州 ・名古屋 ・広島 ・東条 ・I!;! 路

大和郡山市九条スポーツセンター屋根 エターノコア - F

干 335 蕨T I i 是正越 5 丁 目 6 番 32号 電 話 厳 ( 0484) 42- 3 115( ft) 

東北 ・東京 ・関東 ・熊谷

126 

• 



功2

・ｾ 間 無?艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリス〉の中の 陰 影、

タイノレ一枚一枚がまるでい意 思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は 、干530 大阪市北区曽緩崎2- 3- 7 侮 新 第一生 命 ピ ル 東 館 東 陶 機 器附 大阪支社までご請求ください。f t 06 (364)  1  181 
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シャッターに描かれたメッセージカミ

閉庖後のお庖をアピール。

絵 や写真、文字 、ロゴタイ プなどを使って自由に揃けるスクリー

ンと、パ ック ライトを、シャッターに組み込んだくアドビジョ ン〉。

浮 か びあがる美 しL、メ ッセー ジが、閉底後 のお底 を効果的

にアピールし、前を通る人に、お底を強〈印象づけますL

〈アドヒずジ、ヨン〉 は、今、 新しい時代の、 新しい扉 を開きました。

東洋シャッター株式会社

本 社/ 大阪市 中央区常盤町1- 3- 8( 日本生命谷町ビル) 干540 TEL. 06 943- 6571附 東京本社 東京都港区六本木6 - 3 - 18 (第一地所麻布ヒソレ) 干106 TEL.0 3  3479-2911 附

雑誌 03379- 3


